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　　　第一章　長いものに巻かれるっていうか束縛されている僕



「どうだ？　何か見えたか？」

「あー無理無理。僕、視力特化してないし、夜目が利くわけでもないから。それっぽい人影すらも全然見えないねー」

　煤すす野や町ちよう。二十三時過ぎ。

　僕は電柱のてっぺんに立ち、煤野町の住宅街を、目を細めながら見下ろしていた。

　と言っても、先の言葉の通り、見えるのは僅わずかな外灯の光だけ。

　よく漫画とかでバカ高い場所から遠くを見通している人がいるけど、僕には無理だと実感させられるね。

　そんな僕の考えを察してくれたのか、電柱のてっぺんに登るように命令してきたアホなゴシュジンサマは、さも当然のように僕の答えに納得した。

「まぁ、そうだろうな。……まったく、どこに隠れているんだ？」

「だから祢ね亜あを連れてくればよかったんだよ。捜索はあの子の得意分野でしょー？」

「む。だが、いくら深夜とはいえ、町中であの子に変身させるわけにはいかないだろう」

「それ言ったら、敵に侵入されていること自体アウトじゃん」

「あぁもう！　そんなことは解わかっている！　それに私が悪かったことも認めるから、早く下りてターゲットを捜すぞ！」

「イエース、マスター」

　若干自や棄けになっているゴシュジンサマに従って、僕は電柱から飛び降りた。

　数秒の浮遊感の後、両足が地面に接するのと同時に、足全体を畳むようにして、衝撃を殺しながら着地する。

　ズダン、という派手な音と一緒に道路に罅ひびが入った気がしたけど、多分気のせいだろう。いやー夜目が利かないから解らないやー、確認できないやー。

「……。君、もう少し静かに降りようとは思わなかったのか？」

「何分大雑把な性分だからねぇ。それに、時間をかけるのも得策じゃないでしょ？」

　着地した僕に、一人の少女が歩み寄ってきた。

　闇やみ夜よでも解るほどに真っ赤な髪のツインテールと、真っ赤なワンピースタイプのドレス。その上から黒いコートを羽織り、強気そうな大きな双そう眸ぼうは、小さな鼻と口と一緒に綺き麗れいに顔に収まっている。

　この真っ赤な少女が、僕に電柱に登るように命令してきたゴシュジンサマだ。

「君の言い分は正しいが……、この町を預かる立場としては、あまりこういう損壊は好ましいとは言えないな」

　ゴシュジンサマの視線は僕の足元に向いている。あ、やっぱり罅が入っているのか。

「細かいことはいいでしょ？　それより早く行こうよ。雑談してたから被害者が出ました──なんてのは、それこそこの町を預かる立場としては、好ましくないんじゃない？」

「……本当に、君は言い分だけは正しいな」

　と、ゴシュジンサマが僕に渋い表情を向けたのと同時に。



　──…………っ!!



「！」

「んん？」

　僅わずかに聞こえたのは、悲鳴に聞こえなくもない音。僕とゴシュジンサマは、瞬時にその音源へと駆け出す。その先で起きていることに、今の僕たちには心当たりがあった。

「──急ぐぞ！　君は上から行け！」

「あれ、ゴシュジンサマは上らないの？　僕が先に行くから、パンツは見えないよ？」

「五月蠅うるさい！　人命がかかっているかもしれないんだから早く行け！」

「はいはい」

　道路を道なりに走っていくゴシュジンサマに促され、僕は再び電柱に手をかける。もう一度電柱のてっぺんに登ろうってわけじゃない。僕は電柱を足場にして塀へと飛び乗り、そのまま誰のものだか解わからない家の屋根に乗った。

　実際、高いところから見下ろすのは、捜し物としては有効な手段だ。問題なのは、適度な高さと視界。屋根の上この高さなら、電柱と違って移動しながら周囲を見下ろせる。暗さは、まぁ、気合でカバーかな。

「ターゲットを確認したら、人命救助を第一にして、可能なら足留めするように！」

「了解。──腐肉が一丁できていないことを祈るばかりだね」

「物騒なことを言う前に君は先行しろ！」

「おー、こわ」

　ゴシュジンサマの怒声に押されるように会話を打ち切り、僕は一層速く足を動かす。

　できれば一緒に行った方が効率的なんだろうけど、足は僕の方が速いし、持久力も僕の方が上だ。彼女もそれを自覚しているから僕に先行させているんだろう。

　そのままゴシュジンサマから離れ、屋根を二十ほど飛び越えた辺りか。

　視界の端に、複数の人影が映る。

「──おっと」

　人影を見失わないように視界を固定しながら、走る勢いをそのままに跳び上がる。そのまま近場の電柱をドロップキックのように蹴けって、人影の近くに着地する。

　さっき電柱のてっぺんから降りたときよりも強い衝撃に僅わずかに足が痺しびれるが、別に気にするほどじゃない。すぐに体勢を立て直し、さっきよりも近づいたことではっきりと見える人影を、しっかりと見極める。

　見えたのは、一人の少女を押さえ込む人影と、その周囲を覆うように佇たたずむ五つの人影。

　明らかに、不穏極まりない状況だった。

「ビンゴ」

　湧わき上あがる愉悦に顔が引ひき攣つる。今の僕は、きっと悪あく辣らつな笑みを浮かべているだろう。知り合いのメイドの言葉を借りるなら「悪役のような笑み」だ。

　どうでもいいさ。どっちにしろ、獲物は見つけたんだ。

　だったら後は、狩るのみ──だ。

　まだ僕に気付いていないのか、押さえ込んでいる人影が、少女の首へとその顔を近づけていく。あぁ、まさにお食事の直前だったってことか。そりゃ残念だ。



「お食事前に悪いねぇ。──どきやがれ」



　全く警戒する様子を見せない人影の一つを、僕は全力で蹴り飛ばした。

　そいつは道路を数メートル飛び跳ねて、面白いくらいごろごろと転がっていく。

　そんな僕の足元で、今まさにお食事のメインにされそうだった少女が、喉のどを押さえながら咳せき込こんでいた。

「──っは、はぁ、げほ！　げっほ！　……はぁ……え？」

　彼女は呼吸が落ち着いた後、上体を起こして、僕と蹴り飛ばされた人影を見比べている。

　その少女の着ている制服に見覚えはあったが、生あい憎にくと今の僕はそのことを気にしている場合じゃない。

「あー、なんてーか、運が悪かったね、キミ。でもまぁ、こんな夜中に人気のない場所で独り歩きしてるのも悪いと思うよ？　いくらこの町が表向きは平和だからって、その裏で何が起きてるか解わかったもんじゃないんだし」

「あ、き、君は──」

「先約があるから説明はパス。このことは忘れてさっさと消えてねん」

　悪いとは思うけど、正直一般人の疑問に答えていられるほど僕は呑のん気きじゃあない。

　何より、相手さん方がやる気満々だしなぁ。

　僕は念のために、いまだに道路で座り込んでいる少女を庇かばうように前に出た。説明する気は無いが、見殺しにするのも後味が悪い。っていうか、そんなことしたら確実にゴシュジンサマに怒られるし。だから逃げろとは言ったけど、この様子じゃ無理っぽいなぁ。

　そう考える僕の前方。先ほど吹き飛ばした人影が、明確なまでの怒気を孕はらみながら立ち上がる。それに呼応するように、周囲に佇たたずんでいた人影が、緩慢な動きで少しずつ僕へと濁った赤い目を向けてきた。

　敵意を向けられていることを感じつつ、僕は最初に蹴けり飛とばした人影に声をかけた。

「こんばんは、くそったれの《捕食鬼プレアー》さん」

「貴様か。ここ数日、我が眷けん属ぞくを潰つぶしていたのは」

　月の僅わずかな光と少ない外灯に照らされて、そいつの姿がまともに見えるようになる。

　出いで立たちだけ見れば、どこにでもいそうな三十代か四十代の男にしか見えない。だが、濁った双そう眸ぼうと長すぎる犬歯は、明らかに悪性吸血種である《捕食鬼》の証あかし。

　そして、僕を取り囲む五体の人影。無表情に濁った赤い目を光らせるのは、《捕食鬼》に血を吸われ、生きる屍かばねという傀く儡ぐつに成り下がってしまった、《屍喰グール》と呼ばれる人間の末路。

　目前に立つ《捕食鬼》は、怒りに侮ぶ蔑べつを混ぜて僕を睨にらみつけてくる。

「貴様……、人間に屈した下げ鬼きか？」

「下鬼、ねぇ。そういう風に呼ばれるべきなのは、僕たちよりキミたちなんじゃない？　くっだらないプライドに縋すがって、現状を認めることもしない下げ衆すな鬼──ってね？」

「黙れ！　貴様らのような輩こそ、我らの矜きよう持じを低俗に貶めているのだぞ！」

「元々低俗でしょ？　それを貴いとか気高いとか勘違いしちゃってさ。少しは恥ずかしいことしてるって自覚したら？　見た目的には、もういい歳とししたおっさんなんだし」

「……やはり、人に屈し、誇りを捨てた下げ鬼きには何を言おうとも無駄か」

「それはこっちの台詞せりふ。キミみたいな身の程知らずには何を言っても通じやしない。何せ、言葉を理解する知能も無い野良犬みたいだし。しかも下らないプライドで孤高とボッチを勘違いして、《屍喰グール》を作って猿山の大将気取り？　猿なのか犬なのかはっきりしてよ」

「くっく……。だから貴様らは下鬼なのだ」

　何な故ぜか、怒り心頭の様子だった《捕食鬼プレアー》が、口が裂けるような笑みを浮かべた。

「……んん？　えーと、僕、何か変なこと言った？」

「貴様が知る必要は──無い！」

　その時に《捕食鬼》が浮かべた笑みの意味を追及するより早く、そいつの叫びに呼応するように、僕の周りにいた五体の《屍喰》が襲いかかってきた。

「──って、偉そうに叫んでたのにペット任せなのね！」

　てっきり本人が来るかと思ってただけに、僕の反応は若干遅れたが、それでも退路を断たれるより先に、僕は五体の《屍喰》の輪から脱出することができた。

　が、その方向が悪かった。

「あ」

　気づいた時には、まだ道路に座り込んでいた少女へと、二体の《屍喰》が近づいている。

「このやろ！」

　僕は即座にＵターンして、一番近くにいた《屍喰》の顔面を掴つかみ、力任せに道路に叩たたき付つけ、右足でその喉のどを全力で踏ふみ潰つぶす。

「ご、げぁっ」

　僕の足裏に、ゴキャリ、と骨がひしゃげた感触。喉を潰された《屍喰》は、人の声と言うには鈍い音を吐き出す。僕はそのまま、踏み抜いた勢いに任せ、少女へと駆け寄ろうとする──が、右腕を別の《屍喰》に掴まれた。

「あれ、ちょ、邪魔だってば！」

「貴様らは不便だな。無力なものを守ることを優先させねばならんとは」

「誇りだ矜きよう持じだ言いながら、こんな汚い戦い方する奴やつに言われたくはないっての！」

　なんて叫ぶ間に、もう一体の《屍喰》が僕の左腕を掴む。あ、両方女だ。両手に花だぜ──って、いやいや、僕は死体愛好家ネクロフイリアじゃないし。

　っていうか、今はそんな場合じゃなくて。

「丁度今、貴様に眷けん属ぞくを一体壊されたからな。この小娘を代わりとしよう」

「ま、待った待った！　僕が悪かった！　ここは冷静に話し合おう！　ほら、さっきは僕も言い過ぎたって、ね！」

「ほう……。人間が我らの牙きばにかかるとなると、随分と殊勝になるのだな」

　自分が圧倒的優位に立っているという実感があるのか、《捕食鬼プレアー》は笑ったまま、《屍喰グール》が連れてきた少女の胸倉を掴つかみ上げた。

　少女の方は、恐怖で声も上げられないようだ。

「この、ちょっと……！　ふざけんなよ！」

　悪態を吐つきながら両腕に引っ付いている《屍喰》を引ひき剥はがそうとするが、これがなかなか離れない。愛あい恋ことか祢ね亜あなら無理矢理引き剥がせるんだろうが……どうする？

　いっそのこと、能力を使っちゃう？　でも、防がれたらどうする？　ぶっちゃけ僕の能力は不意打ちや騙だまし討うち、奇襲の類たぐいには向いてるけど、多人数相手だとそんなに意味がない。まさに今みたいな状況に向いていないんだよね。

　っていうか、ゴシュジンサマはまだ来ないのか!?

「そうだな。いっそ、この小娘を我の《兵儡レインク》にして、貴様と殺し合わせるのも一興か」

「……っ、この下げ衆す野郎っ！」

　両側の《屍喰》を振ふり解ほどこうと全力で体を動かすが、生気を感じさせない表情に反し、その膂りよ力りよくは常軌を逸している。

　その間にも、にやつく《捕食鬼》は少女の首へとその長い犬歯を突き立てようとして──



「開け」



　僕の後方から聞こえた声とともに、僕の両側の空間が、バチンッ！　と派手な音を立てる。その音に弾かれるように、僕の両側にいた《屍喰》が吹き飛び、僕は自由を取り戻す。

　そして僕の両腕は、肩から指先まで、金属製のでかくてごつい手甲に覆われた。

「遅いよ、瑠る姫き乃の！」

　その手甲を確認した瞬間、僕は即座に手甲内部の機構を起動させる。

　ガシャン、と重々しい音を立てて、手首の上にある大き目の隙すき間まから五十センチほどの機械刃が飛び出し、甲高い音を立てながら高速で回転を始める。

　対悪性吸血種用の僕の武装。チェーンソー内蔵機械手甲。名は『月つき削そぎ』。

「邪魔ぁ！」

　一度は吹き飛ばされた二体の《屍喰》。再び僕を押さえ込もうと近寄ってきていたその二体の首を、左右それぞれの機械刃で、一いつ閃せんのもとに斬きり落おとす。

　そのまま《捕食鬼》に突っ込む。あちらさんは、僕のいきなりの武装にまだ驚いているのか、少女を抱えたまま目を白黒させている。

　しかし、残る二体の《屍喰》は、感情を持たないだけに、機械的に主人を守ろうと僕の前に立ちはだかろうとする。

「邪魔っつってんでしょうがぁ！」

　右側から迫る《屍喰グール》が伸ばしてきた腕を左の機械刃を振り上げるようにして斬きり飛とばし、右の機械刃で横よこ薙なぎに首を狙ねらう、が、腕を斬り落とした反動で《屍喰》が僅わずかに後退してしまい、目測を誤って、上うわ顎あごから上しか跳ね飛ばせなかった。が、問題は無い。

　右の機械刃で薙ないだ勢いを殺さずに、その場で右回りに一回転して──残る一体の《屍喰》の首を刎ね飛ばす。

　これで、《屍喰》は全すべて動かなくなった。

「き、貴様──」

　突然の反撃に戸惑っているのか、少女の血を吸うことすら忘れて苦渋の表情を浮かべている《捕食鬼プレアー》に、僕は同情しながら声をかけた。

「でもさ、キミも運が悪いよね。どこから来たのか知らないけど、この町に来るなんて」

「……この町？」

「煤すす野や町ちよう。知ってる人は知ってるだろうね。特に、僕たち吸血種なら尚なお更さらじゃない？」

　少なくとも、この町に来てから二年しか経たっていない僕でも、この町の名前だけでも知らない吸血種に会ったことは無い。それだけ高名な連中がこの町には昔から住んでいる。

　人間の強さを認め、共存を望み、そのために《捕食鬼》を狩ることを生業にした善性吸血種・《共生者ジユーナー》。

　その中でもなお希少、吸血種の代表格とも言える、純血の吸血鬼の一族。

　この町はその一族によって、大昔から《捕食鬼》の魔手から守られている。

「ま、さか……！」

「あ、もしかして知ってた？」

《捕食鬼》は思い出したかのように冷や汗を流し始める。その姿を、僕は何度も見てきた。

「本当に運が悪いよね、キミ。ここまでくると、僕から言えるのはその程度だね」

　改めて僕が『月つき削そぎ』を構えると、《捕食鬼》は思い出したように少女の首に手をかけた。少女の方は、流石さすがに精神的に限界だったのか、既に気絶している様子だ。

「く……、動くな！　この小娘がどうなってもいいのか！」

「よくないね」

「だったら、今すぐその武器を捨てて──」

「よくないけど、キミを逃がすのもよくないんだよね」

「……何？」

　僕の答えが予想外だったのか、《捕食鬼》は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「いやほら、その子が血を吸われたり殺されるのを見逃すと、僕がゴシュジンサマに怒られるんだよね。だからマジで困る──んだけど、まぁ、こういう状況じゃしょうがないよね？　何せ、その子を助けるより、キミを見逃した方が被害は増えるんだから」

「ぐ、ぐぅ……」

　少女を見殺しにしてでもあんたをぶっ殺す、という意図が伝わったのか、《捕食鬼プレアー》は焦燥を表情に浮かべながら沈黙する。

　とはいえ、少女に死なれて困るのは変わらないので、僕も簡単には動けない。

　もっとも、もう僕が動く必要は無いんだけど。



「その子を離して、両手を上げろ」



　先ほど僕の背後から聞こえた声が、今度は《捕食鬼》の真後ろから響く。

　同時に、《捕食鬼》の首に太く長大な黒い刀が添えられた。

「抵抗はしない方が苦しまずに済むぞ？　私は、人間の敵に容赦はしない性分だ」

「──あっはは。間に合って何よりだよ、ゴシュジンサマ」

　少女を掴つかむ《捕食鬼》の背後。赤い純血の吸血鬼が、黒い刀を構えて立っていた。

　何で一度は僕の背後に来た彼女が反対側にいるのか。答えは簡単。僕が掃除役と囮おとり役を兼ねていた、というだけだ。

　こっちは《捕食鬼》を逃がさず、その上で人質も助けなくちゃいけない。だが、真正面から突っ込んだだけじゃあ、高確率で人質が殺される。だからこうして、実力と舌先で膠こう着ちやく状態を作り上げていたってわけ。















　こんな単純な手にハメられた《捕食鬼プレアー》さんは、唯一の命綱になってしまった少女を抱え込んだまま、苦渋の表情を浮かべて、僕たちに怨えん嗟さの声を吐き出した。

「……やはり貴様らは下げ鬼きかっ」

「解わかった解った。別に僕たちが下鬼でも下げ衆すでも外道でも構わないよ。だからさ、さっさとその子を放してくれないかな？　じゃないと、キミの首と胴体がさよならするよ？」

「ふざけるな！　見逃すつもりなど毛頭無いだろう！」

「そうでもない」

　叫ぶ《捕食鬼》の言葉を、意外なことにゴシュジンサマが否定した。そのことには《捕食鬼》だけでなく、僕も驚き、つい口を閉ざしてしまう。

「貴様がこの町に来た理由と、貴様の主の名を答えれば、相応の拘束こそするが、命までは殺とらない、と確約しよう」

　成程。情報が優先か。だけどなぁ、その条件はいかんよゴシュジンサマ。

「ふざけるな！　貴様ら下鬼に屈しろというのか!?　冗談ではない！」

　予想通り、下らない矜きよう持じを抱えている《捕食鬼》はゴシュジンサマの提案を突っぱねた。

「生きていれば、別の生き方を探せるが──その機会も手放す、と？」

「くどい！」

「そうか、残念だ」

　憤る《捕食鬼》の首から刀が離れる。その瞬間を《捕食鬼》は見逃さず、少女を抱えて逃げ出そうとする──が。

「──な、んだ、これは？」

　その両足は、それぞれがいつの間にか道路から顕れていた黒い箱によって、道路に縫い止められていた。

「実に残念だ」

　言葉の通りに残念そうな声と同時に、瑠る姫き乃のは黒いコートを翻しながら、《捕食鬼》の目の前で黒い刀を一いつ閃せん。そのまま音も無く、《捕食鬼》の両腕は本人から切り離され、自由になった少女は、ゴシュジンサマに抱え込まれた。

　傷口から噴き出た血で、《捕食鬼》はやっと自分の腕が斬きり落おとされたことを理解したらしく、一瞬で顔が蒼あお褪ざめた。そりゃ僕だっていきなり腕が消えたら蒼褪めるけどさ。

「な、あ、腕……！」

「そのまま首を断ってもよかったが、私としては、これ以上収穫が無いままなのは好ましくない。だから、これが最後だ」

　左腕で少女を抱え、ゴシュジンサマは黒い刀の切っ先を《捕食鬼》の鼻先に突きつけた。

「無為に死ぬか。別の生き方に可能性を求めて全すべてを話すか。選べ」

　数秒。《捕食鬼》は突きつけられた切っ先を睨にらんでいたが、それも無駄な抵抗と理解したのか、険しい表情で口を開いた。

「そうか……。貴様は、あの長ったらしいふざけた名の一族の者だったか……！」

　たぶん、《捕食鬼プレアー》にしてみれば、それは死ぬ前に確認したかった、という程度のことだったのだろう。

　だけどさー……、その言い方は、地雷原に全裸でダイブするのと同じだよ？



「……………………………………………………………………………………ぁあ？」



　案の定、ゴシュジンサマは綺き麗れいな顔が歪むほどの怒りを表情に映した。

　こうなったらどうしようもない。ていうか関かかわりたくない。

　僕はできる限り彼女を刺激しないように、数歩後退して、心中で両腕を失なくした《捕食鬼》に同情する。

　哀れで不運な《捕食鬼》さん。もし生まれ変わることができたら、今度はゴシュジンサマのいない世界に生まれてくることを祈ってあげよう。

「私だって──」

　突きつけていた切っ先が、静かに一度下ろされる。まるで獣が獲物を狩る前の予備動作のように。

「私だってな────」

　怒りで抱えている少女のことを忘れたのか、少女を手放し、左手は刀に添えられる。僕は慌てて駆け込み、少女を抱えてすぐさま引き下がる。

　そのまま、ゴシュジンサマは両手を振り上げて。



「こんな長ったらしい名字に生まれたくなんてなかったんだ────────！！！」



　上段から振り下ろされた黒い刀が、男を真っ二つにぶった斬った。

　見事なまでの一刀両断。流石さすがは対吸血種用の妖刀、『虚うつ炉ろ咬がみ』。その特性を出さずとも、切れ味は抜群だ。

　ゴシュジンサマは、刀を振り下ろした姿勢のまま数秒、怒りで荒げた息を整えていた。

　そうして、どれだけ経たったのか。僕自身の時間の感覚が麻ま痺ひしかけた時。

「…………凛りん斗と！」

「え、あ、はい！　別にゴシュジンサマの名字は長いけど変じゃないと思います！」

「君も死にたいのか？」

「すいませんでした」

　いきなり声をかけられたもんだから、テンパって口が滑ってしまった。勿もち論ろん即座に頭を下げる。じゃないと僕も、今まさに灰になって消え始めている《捕食鬼プレアー》の死体と同じ運命を辿たどるからね。死因が「口を滑らせた」だなんて嫌すぎる。

「……もういい。帰るぞ」

「あ、はい」

　周囲では、ゴシュジンサマによって真っ二つになった《捕食鬼》と五体の《屍喰グール》の死体が灰になって掻かき消きえている。

　骨肉ではなく、魔力で生きる吸血種の宿命とでもいうべきか。僕たちも含め、吸血種は弔うべき死体が残らない。

　それを眺めた後で、僕は安あん堵どの溜ため息いきを吐つきながら、さっき抱えた少女を背負い込む。

　ふと見れば、いつの間にか刀を消したゴシュジンサマが、若干俯うつむきがちになりながら歩き始めている。

　僕は急いでその隣に並んだ。

「取とり敢あえず、この子はどっかに置いてこないとだよねぇ」

「そうだな」

「交番の前とか、どっかの公園のベンチとか？」

「……任せる」

　短く返される返事に、いつもの元気は無い。

　やっぱり、コンプレックスをダイレクトに「ふざけた」なんて言われたのがショックだったんだろうなぁ。

　下手な言葉は逆効果になるだろうから、僕は慰めるために彼女の赤い髪を若干荒っぽく撫なで回まわした。

「……何のつもりだ」

「んー？　まぁ、お仕事御疲れさま、と思って」

「…………」

「嫌だった？」

「……もっと優しく」

「はいはい」

　口を尖とがらせながらも要求を述べる主人に苦笑が漏れる。

　それでもまぁ、これで彼女の機嫌が直るなら構いやしないかな。

　あぁそうだ、今更ながら自己紹介。

　僕の名前は玖く堂どう凛りん斗と。昔は人間だったけど、吸血鬼に血を吸われて、今は吸血鬼の仲間入りを果たしている。

　この赤い髪の少女は、僕の血を吸った純血の吸血鬼で、本名は、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけ瑠る姫き乃の。

　コンプレックスになってもしょうがないほどに名前が長い吸血鬼である。










　　　第二章　女心と秋の空っていうけど実際は年中無休で変わりやすいよね



「その……、私と付き合ってくれないかしら？」

「……………………はぁ、…………はぇ？」

　煤すす野や町ちよう、七月上旬。

　町のほぼ中央に建つ邦ほう羚れい高こう校こうの放課後。校舎裏で、僕は三年生の女子に告白された。

　え、何でこんなことになってんの？　そんで、この女子って誰？

　ちょっと記憶を整理してみよう。



　　　　　　　　　☆



　今朝、僕は祢ね亜あに起こされた。

　祢亜っていうのは、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷でメイドをしている少女。本名は飛とび塚づか祢亜。

　僕と同じ歳としなのかと疑うほどに小柄な体型。腰まで伸びる癖のある白髪。体型相応に子供じみた顔立ちで、大きな目はいつも気け怠だるそうにジトッとしている。

　彼女も僕と同じで元々は人間だったが──僕に血を吸われたことで、吸血種として僕の眷けん属ぞくになっている。

　僕が祢亜の血を吸った経緯は割愛するが、僕の眷族になった後、行き場を失なくしていたこともあって、この屋敷でメイドの役割を与えられている。

　で、その祢亜なのだが、僕が目を覚ますと、何な故ぜか僕の上に跨っていた。

　丈が長いとは言えない制服のスカートからは、健康的と言うには少々細い二本の足が伸びている。こういうものを眼福と言うのか目の毒と言うのか、今の僕には理解できない。

「おはよう、兄上様」

「おはよう、祢亜。でもさ、このままじゃ僕が起きられないから、どいてくれない？」

　重い、と明言こそしないけど、人一人が上に乗っかっていたらそりゃあ起き上がるのも困難ってものだろう。

「祢亜は邪魔？」

「少なくとも、現状で僕が起床するには邪魔だね」

「……………………解わかった」

　見た目も相あい俟まって、完全に拗すねた子供のように口を尖とがらせて、祢亜は僕の上から降りた。

　邦羚高校の制服は、サイズが合わないのか、袖そでがかなり余っている。瑠る姫き乃のは成長を見越してこのサイズを頼んだらしいが……どうなんだろうなぁ。

　ちなみに、祢亜が僕を兄上様と呼ぶのは、吸血種としての上下関係を少なからず意識しているかららしい。実際、祢ね亜あは僕以外の屋敷の住人を呼び捨てにしている。僕の主である瑠る姫き乃のも、だ。

　瑠姫乃はその辺りには寛容だから問題は無いけど。僕も瑠姫乃は呼び捨てだし。

　問題があるとすれば、同じ歳としである筈はずの祢亜からそう呼ばれることに違和感が無いことかもしれない。僕としても、祢亜のことは妹みたいに思っているし。実家にいる実の妹にも見習ってほしいほどに。

　さておき、ベッドから降りて欠伸あくびを噛かみ殺ころしていると、カーテンと窓を開けてくれた祢亜が小首を傾かしげてこちらを見ていた。

「兄上様、眠い？」

「んー、そうだね。仮眠取ったって言っても、夜中に動き回ったからなぁ」

「うー……」

　祢亜は困ったように、というか悩んでいるように視線を彷徨さまよわせた。祢亜がこういう態度を取る時は、こっちから聞き出してやらないと、後で落ち込むことがあるんだよなぁ。

「どーした？　何か言いたいことでもあるの？」

「じゅ、十じゆつ分ぷん！」

　僕が呼びかけると、祢亜は珍しく声を張り上げた。が、それもその時だけで、すぐにいつもの口調に戻ってしまう。















「十じゆつ分ぷんなら……、愛あい恋こも見逃してくれる、と、思う」

「……何を？」

　僕の問いには答えず、祢ね亜あはもそもそと僕のベッドによじ登り、枕まくらの横で正座した。

「ひ、膝ひざ枕まくら、するから、兄上様はあと十分、寝ててもいい、よ？」

「あー……。成程」

　昨晩、夜中に荒事をこなしてきた僕への細ささやかな気遣い、ってことなんだろうな。

　確かに眠気はまだあるから、祢亜の誘いは素晴らしく魅力的ではあるのだが。

「気持ちはありがたいけど、愛恋にばれたら怒鳴られるかもしれないし。遠慮するよ」

「……あ、うん。解わかった」

　謝罪の意も込めて祢亜の頭を撫なでてやると、残念そうな顔をしながらも、それ以上二度寝を勧めることもせずに、祢亜は僕のベッドから降りた。

「悪いね。気を遣わせちゃって」

「いいの、兄上様こそ気にしないで。祢亜がやりたかっただけだから」

　繰り返すが、祢亜の誘いというか、二度寝自体は大変魅力的だ。

　しかし、もしそれが愛恋に見つかれば確実に面倒なことになるだろう。

　それが僕だけならまだしも、祢亜も一緒に、っていうのは心苦しいものだ。

「そーだなぁ、これが休日だったら二度寝してもよかったかもなぁ」

「そうなの？」

「なのよ」

　結局あのメイド長は許さないと思うけど、休日ということが言い訳にはなったかもしれない。

　本当になぁ、今日が休日だったらなぁ……。

「二度寝など、私わたくしは許しませんよ？」

「ん？」

「ひぁぁっ!?」

　突然の忠告に、僕と祢亜は驚きで上擦った声を上げた。しかも祢亜は驚きすぎて僕の背後に隠れてしまった。精神的に幼すぎでしょ、この子。

「てゆーか、え？　愛恋？」

「はい、おはようございます」

　いつからいたのか、僕の部屋の扉の前には、サイズの合っていない祢亜と違って、邦ほう羚れい高こう校こうの制服をキッチリと着こなした女子が立っていた。

　肩上でキッチリ切きり揃そろえた茶髪と凛りんとした双そう眸ぼうは、歳としの割に大人びた顔立ちによく似合っている。背は女子にしては高めで、祢亜と並ぶと歳の離れた姉妹に見えたりする。

　彼女はこの屋敷のメイド長で、名前は久く慈じ臣おみ愛恋。

　僕と同じで、瑠る姫き乃のに血を吸われた吸血種である。

　ちなみに、胸は確実に平均以上にでかい。制服越しでも目を引かれるほどだ。

　そういうわけで。僕も男ですし。視線が吸い寄せられるのは致し方ないことかと。

「セクシャルハラスメントで訴えますよ」

　やばい、ばれてる。しかしこのまま認めるのもなんか癪しやくなので誤魔化してみる。

「昨今は女性の被害妄想が進んでるよね。そのせいで何人の罪なき男性が後ろ指をさされる人生を歩むことになったことか」

「セクハラするくらいなら襲い掛かるくらいの甲か斐い性しようは見せてほしいものです。この不能」

「結構傷つくのね、その罵ば倒とう」

　知りたくなかった心の傷の作り方。皆は真ま似ねしちゃ駄目だぞ。

「まぁいいや」

「何がですか？　凛りん斗とが私を視し姦かんしていた事実を誤魔化せたと思っていることですか？」

「しつこいよ！　つーか何で僕の部屋に来たのさ！」

「あぁ、凛斗が面白いので忘れてました」

「最悪の忘れ方だね」

　僕の非難の視線も、明後日の方向を向いてさらっと流すメイド長。本当にこの人は強したたかな性格してやがるね。

「ともあれ、祢ね亜あが凛斗を起こしに行ったにしては少々遅いのでは、と思いまして、こうして足を運んだ次第です。それに、祢亜に頼みごともありましたので」

「頼み、ごと？」

　まだ僕の後ろに隠れていた祢亜は、恐る恐るといった感じで僕の背後から顔を覗のぞかせた。

「えぇ。ゴミ出しをお願いしたかったのですが、よろしいですね？」

「……は、はい。解わかった。捨ててくる」

　祢亜は素直に肯き、愛あい恋この側を通って僕の部屋を出ていく──直前で振り返った。

「あ、兄上様」

「うん？」

「膝ひざ枕まくら、今度、してあげるから」

　僕がその言葉に返事をする前に、祢亜は両りよう頬ほおを押さえながら走り去って行ってしまった。

　……そんなに膝枕したかったのか？

「相変わらず、あの子は貴方あなたに懐いていますね。まるで親子のようです」

「結婚どころか恋人すらいないのに、そんな風に見られるってどうなんだ？」

「少なくとも、大半の男性が羨うらやむ環境だとは思います」

「どこをどう羨むのかは知らんけど、替われるもんなら替わってやりたいね」

「お嬢様が許すとでも？」

「だよねー。あ、そういや瑠る姫き乃のはまだ寝てるの？」

「えぇ。ですから起こしてきてください」

「あー……、メンドくさいなぁ」

　瑠る姫き乃の──ゴシュジンサマを起こすのは、何な故ぜか僕に任せられている仕事だ。

　ゴシュジンサマは日によって朝の機嫌が違うから、あんまり気乗りはしないんだよね。

「たまにはゴシュジンサマが一人で起きてもいいんじゃない？」

「今更じゃないですか」

「そう、そこだよ。今更って言うけどさ。僕は別にこの屋敷の執事じゃないんだよ？」

「でも似合っていますよね、執事服」

「問題はそこじゃないけどありがとうとは言っておくよ。で、だ。執事でもない僕が、何で瑠姫乃を毎日起こしに行かなきゃいけないのさ。しかも祢ね亜あに起こされてまで」

「人手が足りませんから」

「人手が足りなくなるのに何で僕ら以外の従者を追いだしたんだよ、あの御令嬢は」

「お嬢様の意向に何か問題があるとでも？」

「実際に問題が起きてるじゃん！　人手不足という問題が、今、まさに、ここで！」

「だから凛りん斗とが起こしに行くのでしょうこの無能。この程度のことにうだうだ文句を言わないでくださいこの下劣」

　久く慈じ臣おみ愛あい恋こ。普段は懇切丁寧な口調だが、少しでも苛いら立だつと語尾のように罵ば倒とうを加える悪癖を持つ。加えて、この状態からさらに悪化すると大変危険である。誰がって？　この場合は僕だね。

「それとも、お嬢様が勇気を振り絞った命令に従えないとでも？」

「……愛恋さん、怖いっす、マジで」

　ほぼ零距離でガンくれないでください。

「あーもー、解わかった解った解りましたー。今日も僕が起こしに行けばいいんでしょ？」

「解っていただければそれで構いません」

　僕の言葉に一歩退いた愛恋ではあるが、その視線は未いまだに鋭い。ようは早く行けってことなんだろう。というわけで、僕は着替えるためにクローゼットに向かった。

「なんでしたら、着替えを手伝いましょうか？」

「出てけ」

　祢亜もたまに解らん時はあるけど、愛恋も結構わけ解らん時がある。いやまぁ、二人ともいい人ではあるんだけどさ。

　愛恋が律儀に一礼して部屋を出た後、僕は改めてクローゼットを開けた。

　僕は基本的に二種類の服を着分けている。

　一つは、屋敷での活動と瑠姫乃の護衛用に用意された執事服。

　これに関しては未だに謎なぞが多い。何故執事服かと訊たずねても、明確な答えは一度も貰もらっていない。しかも私服を着ると怒られる。なので、仕方なくこれを着用している。

　もう一つは、邦ほう羚れい高こう校こうの制服。

　現在この屋敷の住人は四人いるが、その全員が邦羚高校の二年Ｂ組に所属している。

　で、僕のゴシュジンサマは学校にまで執事服を着させるほど非常識ではない。しかし私服を許されない以上、執事服よりはマシな服装としてこの制服があるわけだ。

　今日は平日で授業があるため、当然制服を着込む。

　その途中、クローゼットの扉の内側にくっついている鏡を見ると、まるでやる気が欠如したような、逆毛の黒髪に黒い目の男が映っている。まぁ僕だけど。

　さておき、着替え終えた僕が部屋を出ると、愛あい恋こが姿勢正しく立っていた。

「何してんの？」

「凛りん斗とがサボらないように、監視をと思いまして」

「着替えてまでサボる気は無いって。信用されてないなぁ、僕」

「仕事に関しては、信用はしています。信頼はしていませんが」

　酷ひどい言われようである。真面目まじめな愛恋から見れば、僕なんかそんなもんだろうけどさ。

「もっとも、仕事以外では信頼していますよ？」

「おまけっぽく言われても嬉うれしくないよ」

　まぁ、こういうのも親しいからこその言葉と思っておこう。

「私は朝食の準備がまだ残っていますので厨ちゆう房ぼうに戻らせていただきますが、くれぐれもサボらないように」

「イエース、マーム」

　ともあれ、逆らう気も無い僕は軽く敬礼一つを残して、ゴシュジンサマの部屋へと向かうのだった。



　さっきも言った通り、この屋敷では愛恋と祢ね亜あはメイドの役割を持ち、僕は護衛の役職を与えられている。

　だから屋敷内の雑務は殆ほとんどメイド組が行うのだが、何な故ぜか屋敷の主である瑠る姫き乃のを起こすことだけは、瑠姫乃直々の命令で僕がやることになっている。

　それこそ愛恋の言う通り「今更」なのかもしれないが、それをはいそうですかと素直に納得できないってことは、僕がガキってことなのか。大人じゃないのは確かだけどさ。

　こういう時、祢亜の切り替えの早さを羨うらやましく思ってしまう。

　そうこう考えていると、通路の正面に一際装飾の多い扉が見える。

　あの部屋が瑠姫乃の部屋だ。

「んー。……はぁ」

　溜ため息いきと一緒に深呼吸。緊張ではなく、面倒臭さが僕を前向きにさせてくれない。

　しかしこのまま手をこまねいていると愛あい恋こに何を言われるか解わかったもんじゃない。

　僕は諦あきらめて扉をノックした。この扉、意外に硬いから地味に痛い。

「瑠る姫き乃のー、起きてるー？」

　無反応。しかし諦めずノックを続ける。

「るーきーのー？　起きてくれないと僕が愛恋にぶん殴られるんだけどー」

　ちなみに比ひ喩ゆじゃないので、内心では結構必死である。愛恋の拳こぶしは死ぬほど痛いよ。

「…………ったく、しょうがないなー」

　このままだと本当に愛恋に殴られかねないので、僕はドアノブに手をかける。ドアノブは何の抵抗も無く回った。

　何でか知らないけど、瑠姫乃は自室に鍵かぎをかけていない。不用心極まりないのか、従者を信頼してるのか。どっちでもいいけど。

「邪魔するよー」

　一応声を潜めて扉を開けると、赤を基調にした豪ごう奢しやな部屋が視界に飛び込んできた。

　多少家具が別の色を持っているが、それも殆ほとんど赤が基調。壁に掛けられている黒いコートが異質に見えるほど。

　毎度思うけど、本当に目に優しくない部屋だよね。

　さておき、部屋の主は僕の侵入にも音おと沙さ汰たなし。完全に寝入っているらしい。

「これで『屋敷から抜け出していました』とかだったら、腹を抱えて笑うんだけどなぁ」

　もっとも笑うのは僕だけで、愛恋辺りは使えるものを総動員して捜索するだろうけど。

　しかしそんな事態がある筈はずも無く、目当ての人物は大きな天てん蓋がい付きのベッドの中で寝息を立てていた。この赤い部屋の主であることを主張するかのように、真っ赤な長い髪をベッドの中に広げている。

　眠る姿は人形のように綺き麗れいで、思わず触れることを躊躇ためらってしまう。が、それも一瞬のこと。遅くなった場合に僕に向けられるであろう愛恋の拳が脳裏にちらついたので、僕は瑠姫乃の肩を掴つかんで軽く揺する。

「ねぇ、瑠姫乃。朝だよー、起きろー」

「…………んん～」

　長い睫まつ毛げを震わせて、彼女は少しずつ目を開けた。ここで起きなかったらどうやって起こそうか考えてもいたが、その心配は無いようだ。

「……………………ぐぅ」

「ん？」

　前言撤回。この人二度寝しやがったよ。それとも起きてなかったのかな？

「ったく、仕方ないなぁ……。おーい、起きろってば！」

　苛いら立だち混じりに掛け布団をはぎ取ると。

「…………あら？」

　何な故ぜか瑠る姫き乃のは下着姿で眠っていた。

　体型はスレンダーだが、愛あい恋こほどではないにしろ胸は膨らんでおり、白い下着に覆われたそれは呼吸に合わせて僅わずかに上下している。

　……はて、今までこんなことあったっけ？　ていうか、下着は白なんだ。てっきり赤で統一しているのかと思っていたが、いや今はそうじゃなくてこの状況に対して僕はどうするべきかを──

「……ん、ん？」

「あぁ！　おはよう！　いい朝だよ！」

　今度こそ、完全に目を開けた彼女を見て、僕は反射的に掛け布団を元に戻した。よし、これで僕が下着姿を見たという事実は隠される！

「……凛りん斗と？」

　掛け布団で体を隠すようにして上体を起こした少女は、吊り目気味の双そう眸ぼうで僕を訝いぶかしむように睨にらんでくる。しかし後ろめたい事実を完かん璧ぺきに隠した僕は、その視線に真正面から向かい合う自信がある。問題は無い！

「うん、おはよう。僕にとっちゃ再三の挨あい拶さつになるけど──」

「……今、布団、取っただろう？」

「ナニバカナコトイッテルノサ。ボクガソンナブレイヲスルワケナイデショ？」

　この人、もしかして起きてたんじゃないだろうか。

「……最近、私は下着も赤で統一するべきか悩んでいるのだが」

「あぁ、そっちの方がイメージには合うんじゃないかな？　正直、白い下着を着けてるってのは、僕個人としては意外だったし」

「……………………」

「……………………」

　あ、やば。簡単につられちゃった。……いや待て。

　よくよく考えれば、僕が瑠姫乃の掛け布団を取ったのはあくまでも彼女を起こすためであって、その際に下着姿を拝見してしまったのは事故、不可抗力だろう。

　そうだ。事実を隠そうとしたことは確かにこちらに非があるだろう。だが、僕がこうして起こしにくることは瑠姫乃だって承知の筈はずだ。つまりだ、僕が起こしにくる可能性を考慮せずに下着姿で眠っていたこいつの方が悪いということだ！

「ということで僕は謝らんぞ！」

「閉じろ」

　ガション！　と派手な音と共に、僕は床から出てきた箱に閉じ込められた。

「あれー!?　ちょっと待って！　下着姿で寝てたのは瑠姫乃の勝手でしょ！　どう考えても僕に非は無いよね!?」

「ううううるさい！　少しは乙女の羞しゆう恥ち心しんってものを理解しろ！　朝一で男に下着姿見られたことがどれだけ恥ずかしいのか君に解わかるか!?」

「じゃあ服着て寝ようよ！」

「仕方ないだろう！　昨晩は走り回って少し暑かったし！　まだ夏物揃そろえていなかったし！　それに今朝は起こしに来なくていいと、私は昨晩に君と愛あい恋こに伝えた筈はずだぞ!?」

「え？」

　思い出してみる。

　……そう言えば、夜中の荒事を終えて屋敷に帰ってきた時、そんなことを言ってたよーな気がしなくも無い。ということは僕が忘れていた？

「あれ？　でも、僕は愛恋から、キミを起こしに行くように言われたけど」

　少なくとも、愛恋が瑠る姫き乃のの言葉を聞き逃すとは思えない。

　てゆーことは。愛恋は瑠姫乃が下着姿で寝ていると知っていて、僕に起こしに行かせた？

「……………………」

「……………………」



















　瑠る姫き乃のも同じ考えに至ったのか、お互いに数秒黙った後。

「あ、あ……愛あい恋こぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおっ」

　瑠姫乃の声はその場から遠ざかって行った。いやほら、僕は今閉じ込められているから、何も見えないし。

　え？　あれ？　僕はこのまま？

「ちょ、ちょっと待って！　まさかこのまま!?　このままなの!?　せめて僕をここから出してよ！　ねぇちょっと、瑠姫乃！　瑠姫乃ー!?」

　ガンガンガンガン！　瑠姫乃の能力でできたこの箱は、内側からどれだけ叩たたいてもビクともしない。

　唯一この箱を消せる本人は、今まさに部屋から出ていってしまった。

　最終的に──僕は朝食の用意が調うまで箱の中に閉じ込められていた。



　　　　　　　　　☆



「僕、散々じゃん！」

「えっ……。何？　どうしたの？」

「あ、いや、なんでも無いです」

　やべ、思い出した内容があまりにも酷ひどくて、つい叫んじゃった。見知らぬ三年生もわけが解わからなそうに僕を見ているし。

　ていうか、この状況の原因が全然解らないままじゃん。

　つまり、もうちょっと後──登校した辺りから思い出してみる必要があるのかな？



　　　　　　　　　☆



　結局、朝の騒動は愛恋による意図的な悪戯いたずらであると判明したため、僕はそれ以上のお咎とがめも無く、瑠姫乃の能力である黒い箱から解放された。

　その後、瑠姫乃はしばらくむくれていたが、朝食を終えた頃ころにはいつも通りの雰囲気を取り戻していた。

　まぁ、彼女の中である程度の気持ちの整理ができたのだろう。

　かくいう僕は、瑠姫乃の下着姿を見たことよりも、その事態を引き起こした犯人が白々しい態度を取っていることが気に食わなかった。

「愛恋さん、ちょいと話があるのですが」

「奇遇ですね。私も凛りん斗とに少々言っておきたいことがありまして」

　全員の準備が終わり、登校のために屋敷から出てすぐ。いつも通り僕に引っ付くように寄り添う祢ね亜あと一緒に瑠る姫き乃のの後ろを歩く僕は、朝のことを責めるべく声を潜めて愛あい恋こに話しかけてみると、彼女はしれっとした表情のまま、僕と同様に声を潜めてきた。

　互いに瑠姫乃に聞かせる気は無い、と。

「んじゃ、愛恋からどうぞ」

「据すえ膳ぜん喰くわぬは男の恥」

「……………………」

「……………………」

「え、それだけ？」

「はい。あくまでも『少々言っておきたいこと』、ですから」

「え、あ、はい」

　愛恋はそれきり押し黙る。本当に言いたいことはそれだけだったのだろう。

　……………………。

「って、いやいやいや何を言ってんのさ、愛恋。据え膳って──」

「下着姿のお嬢様を間近で見て、何もせずに保身を考えていたのではないのですか？」

「いや、まぁ、言われてみればそうだけど。ていうか、随分鋭いですね愛恋さん」

「二年も付き合いがありますし、貴方あなたよりは人の感情の機微に敏感なつもりですので」

「それ、相対的に僕が鈍感って言ってるよね？」

「鈍感のくせによく気づきましたね」

　さらりと肯定された。しかも結構きつい言い方で。

「……まぁ、そのことはいいや。取とり敢あえず僕が言いたいのは──」

「何な故ぜあんな真ま似ねをしたのか、ですか？　その答えを今の会話で察せられないのなら、貴方は自身の愚鈍さを露呈させるだけですよ」

「……………………」

　何かもう、ここまで言われると怒る気も一緒に凹へこまされている気分になる。

　しかも僕の言いたいことも先に潰つぶされているから、精神的なダメージは相当だよ。

　そうして凹む僕に、愛恋が珍しく表情に不愉快さを浮かべて僕を横目で睨にらんできた。

「それとも、凛りん斗とはお嬢様の下着姿には欲情する価値も無いと、そう言いたいのですか？」

「そうは言わないけど、後が怖いじゃん。さっきもさ、結局僕は閉じ込められたし」

「貴方はそういったハプニングを回避することに関しては徹底していますからね」

「そういったって……。どういった？」

「私を含み、女性陣との性的なハプニングです。着替え中に部屋に入るとか、トイレの扉を開けるとか、入浴中に鉢合わせするとか」

「命、懸かってますから」

　僕は真剣に即答した。もし僕が、愛恋の言ったことのどれか一つでもしようものなら、殺されてもおかしくない。僕が住んでいる屋敷は、そういう環境なのだ。

「……その認識は、予想以上に傷つきますね」

「え、何？」

「いえ、何も」

　よく聞き取れなかったけど、彼女がこう言う以上は、些さ細さいなことなのだろう。

　ていうか、僕に対する罵ば倒とうの可能性もあるし──ん？

「……………………随分と仲が良さそうじゃないか、二人とも」

　気づけば、目の前ではゴシュジンサマが引ひき攣つった笑みを僕たちに向けていた。

　気のせいか、ツインテールに結ばれた赤い髪が揺らめいているようにも見える。

　どうみても怒ってますね、これ。

「あ、兄上様……」

　僕の隣で今まで黙っていた祢ね亜あは、既に恐怖心を抑えられないのか、その双そう眸ぼうに涙を溜ためながら、小さな手で僕の制服の裾すそを掴つかんでくる。

　ごめんね祢亜。今は君を宥なだめることはできないよ。だって、僕も怖いんだもん。

「お嬢様。お気持ちは解わかりますが、もうすぐ生徒が通行する範囲です」

「……随分と堂々としているな」

「お嬢様を想おもえばこそ、ですよ」

　そのまま数秒。瑠る姫き乃のと愛あい恋こは睨にらみ合あうように視線を合わせ続け──。

「あぁ、もういい。遅刻するわけにもいかないからな。行くぞ」

　瑠姫乃が呆あきれたように溜ため息いきを吐つきながら踵きびすを返したことで、張りつめていた空気は一気に弛し緩かんした。

「あー、恐こわかった」

「自業自得です」

　小声で安あん堵どする僕に、愛恋が声を潜めてまた僕を睨んできた。

「え、僕のせいなの？　……ていうか、瑠姫乃は何で怒ってたのさ？」

「それが解らない以上、貴方あなたの呼称は愚鈍から愚劣になるでしょうね」

「いや、いくら何でもそれは酷ひどいと思うけど……、ねぇ、祢亜？」

「え、う、う？」

　祢亜は、僕の制服の裾を掴んだまま、困惑から来ているだろう呻うめき声ごえを数回上げて。

「あ、兄上様、鈍感……だと、思う」

　とても申し訳なさそうにではあるものの、正直な感想を聞かせてくれた。

　いやー、嘘うそを吐かれないって嬉うれしいなぁ（泣）。

　ともあれ、朝のことを含めて、瑠姫乃の機嫌は安定したわけで。

　少なくとも、それは僕にとっては安堵すべきことだろう。その過程で僕がどれほど傷ついたとしても、だ。

　目から伝う水に朝日が差し込んで、視界はぼやけっ放しだったけどね。

　そんな僕が慰められることは無く、数分後には僕たちは邦ほう羚れい高こう校こうの校門を潜っていた。

　そういえば、僕のゴシュジンサマである瑠る姫き乃のは、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの次期当主っていう重々しい肩書を背し負よっているけど、当の本人は結構俗っぽいことが好みだったりする。

　その一端として車での登校を嫌い、今のようにいつも僕らを従えて徒歩で登校している。

　しかし瑠姫乃は純血の吸血鬼──吸血種だ。加えて従者の三人、というか僕たちも吸血種である。もしそのことが一般人に知られれば、問題になるのは必然。それを防ぐために、瑠姫乃は一つの対策を取っている。

　それが──これだ。

「おはようございます瑠姫乃様！」

「えぇ、おはようございます」

「あぁ、今日も瑠姫乃様は綺き麗れいだわ……！」

「ありがとうございます。でも貴女あなたも十分綺麗ですよ？」

「きゃー！　瑠姫乃様に褒めてもらったわ！」

　僕の目の前では、瑠姫乃と女学生がきゃっきゃうふふと煌きらびやかな交流を行っている。

　そう、須木水奈逆崎ヶ岳瑠姫乃は、屋敷の外では凄すさまじく分厚い猫を被っているのだ。

　原理としては、深窓の令嬢を装って高たか嶺ねの花だと思わせることで、親しまれることはあっても、周囲の人は浅い関かかわりだけでも満足してくれる──ということらしい。加えて僕たちは、その従者というだけで他人から一定の距離を取ることができる。実際、家柄が名家であることも後押しして、現状では功を奏している。

　だがしかし、瑠姫乃の本性を知っている僕としては、毎日のこととはいえ、この光景を見るたびに笑いが込み上げて吹き出しそうになってしまうのである。

「瑠姫乃お姉様！　おはようございます！」

「えぇ、おはようございます。……でも、お姉様と呼ばれるのは少々恥ずかしいですね」

「あぁ、照れる瑠姫乃様も綺麗だわ……！」

　まだだ……！　まだ笑うな……！　いや、しかし……！

「凛りん斗と。吹き出したら後頭部から吹き飛ばします」

「馬ば鹿かにしないでよ。僕は護衛だよ？　護衛対象を見て吹き出しはしないってば」

　まったく、愛あい恋こは僕を軽く見過ぎだよ（冷や汗）。

「ですが……。あぁ、お嬢様……。本日も完かん璧ぺきです……」

　ちなみに、愛恋も瑠姫乃の被った猫に群がる女子と同類である。いいのか、メイド長がこんなので。

「どうしました、凛斗さん？　顔色が優れないようですが……」

「イエイエ、ナンデモナイデスヨゴシュジンサマ」

「無理はせずともいいのですよ？　いつも貴方あなたには苦労をお掛けしているのですから」

（訳）何を笑いたそうにしている？　へましたら解わかっているだろうな？

　物騒な副音声に、僕は口を閉ざして護衛に専念することにした。

　ほら、やっぱり長いものには巻かれろっていうし。

　瑠る姫き乃のの場合は名みよう字じが長いから、この言葉も結構それっぽく聞こえるしね！

「兄上様？　どうしてにやけてるの？」

「…………」

　何でこういう時だけ目め敏ざといんだよ祢ね亜あ。あぁほら、瑠姫乃と愛あい恋こが白い目を僕に向けてるじゃん。

　──後で説教だ。

　しっかりと、瑠姫乃は口パクでそう伝えてきた。



　　　　　　　　　☆



　違う、この辺りでもない。

　んー？　じゃあもうちょっと後、だよねぇ？

「その、ねぇ、聞いてる？」

　ずっと黙っている僕を、目の前の女子は不審な目で見てくる。

　だがちょっと待ってほしい。もう少しで思い出せそうだから。



　　　　　　　　　☆



　登校時に、瑠姫乃の立場を理解している護衛でありながらにやけていたことへの罰として、なんと昼食を抜かれてしまった。

「………何でこういう時に限って、昼休みの次が体育なんだろうね」

　邦ほう羚れい高こう校こうの体育は男女別なので、現在は一人で空腹と戦っている。

　しかもこの高校には水泳の授業が無い。ならこの七月の暑さの中で何をするのか。

　答えは、長距離走である。

　吸血種の体力なら問題は無いんだけど、動き続けているから空すきっ腹ぱらに響く。

　くそぅ、こんなことなら羞しゆう恥ち心しんを堪えてでも瑠姫乃の命令に従っておくべきだったか。でもなぁ、脊せき髄ずい反はん射しやで断ったくらいであんなに怒らなくてもいいのに。

　ん？　何があったかって？

　瑠姫乃に昼食抜きを言い渡された後、「私に食べさせてくれるというのなら、撤回しても構わないが？」なんて若干赤い顔で言われたもんだから、薄ら寒くなって即座に嫌だって言っちゃったんだよ。

　あ～……。嘘うそでも肯いとけばよかったなぁ。

　あぁ、腹減った。



　　　　　　　　　☆



　ていうか、結局今まで何も喰ってないじゃん、僕。

「……思い出したら余計に腹減ってきた」

「え？　何？」

　あぁ、これも本題じゃないや。

　正直どうでもよくなってきたけど、すっきりしないからもう少し思い出そう。



　　　　　　　　　☆



　全すべての授業が終わった後、未いまだに機嫌の悪い瑠る姫き乃のの後を付いて下げ駄た箱ばこに向かった僕。

　正直、腹が減り過ぎて気持ち悪いです。

　もし瑠姫乃の機嫌が直らなくて夕食まで抜かれたら、と思うと、屋敷に戻り次第土下座することも厭いとわない心境になっていた。

「せめて屋敷までは自分の愚かさを思い知ることです」

　おもむろに、僕を嘲あざけるように、愛あい恋こが冷めた視線を向けてきた。

「どういうこと？　僕、何か間違えた？」

「単純な話です。お嬢様の誘いを断るなど、従者として愚行以外の何物でもありません」

「キミは徹頭徹尾従者だねぇ……。僕には解わからないよ」

「あの、兄上様、祢ね亜あ、飲み物だけでも買ってくる──」

　僕の衰弱っぷりを見かねたのか、祢亜が僕の顔を覗のぞき込こんできた──が、そこにすかさず、前を歩いていた瑠姫乃の声が挟まれた。

「祢亜！　──ぁ、祢亜、さん？　お屋敷に戻るまでは飲食は止めておきましょう？　もし愛恋さんが作ってくださる夕食を残すことになっては申し訳ないですから」

　一瞬素に戻ったな。とゆーことは、それだけマジで怒ってるってことだよね。

　成程、今日は僕がプライドを捨てる日ってことか。

　さよなら、昨日までの誇り高かったかもしれない僕。

　こんにちは、空腹に負けた僕。

　既に空腹のあまり思考すら混乱してきた状態で下駄箱を開けると、見覚えの無い小こ綺ぎ麗れいな封筒が、僕の靴の上に乗せられていた。

「何これ？　食い物？」

「兄上様……。酸素欠乏症になったの……？」

　欠乏してるのは食料だけどね。

「あの、それで、兄上様。その封筒は、何？」

「僕が知るかよ」

「でも、ここ……。兄上様の下げ駄た箱ばこ……」

「だね。あー、でも剃刀かみそりとか入ってそうだし。祢ね亜あ、悪いけど捨ててきてくれない？」

「あの、その……。開けてみても、いい？」

「怪け我がしないようにね？」

「兄上様は、剃刀レター、送られたことあるの？」

　いや無いけど。でも怖いじゃん、ああいうの。

「二人とも、お嬢様を待たせるような真ま似ねは──何ですか、その封筒は？」

「あの、皆さま？　如何いかが致しました？」

　祢亜と僕がぐだぐだしていると、瑠る姫き乃の（猫かぶりモード）と愛あい恋こも寄ってきた。

　嫌だなぁ、僕が嫌われている事実が露呈するじゃん。そういうのは個人で解決した方が楽なんだよね。ていうか、瑠姫乃たちを巻き込むことになったら嫌だし。

「兄上様……、その、これ、見てみて？」

「あー、ごめんね。やっぱ僕が捨ててくるべきだったよね。怪我してない？」

　呆ぼう然ぜんとしたような祢亜の声。やっぱり剃刀レターだったか。心当たり無いけど。

「あの、そうじゃなくて。……剃刀じゃないから」

「え？　んじゃ何が書いてあったの？」

　まさか今時喧けん嘩かの果たし状ってわけでもないだろうし。

「兄上様、これ……ラブレター。兄上様宛あての……」

「……は」

「「はぁ!?」」

　僕の疑問は、瑠姫乃と愛恋の驚きよう愕がくに飲み込まれてしまった。

　ていうか瑠姫乃さん、猫が剥はがれてますよ。



　　　　　　　　　☆



「おぉ、繋つながった！」

「え？　え？」

　そうだそうだ、思い出した。

　下げ駄た箱ばこの中に女子の名前が書かれた僕宛あての封筒があって、その中にここへの呼び出しが書かれていたんだっけ。

　で、祢ね亜あがそれを告白と勘違いして、んなわけないじゃんと思いながら来てみたら──

「あれ？　何で僕、告白されてんの？」

「……もしかして、自分の色いろ恋こい沙ざ汰たには疎いタイプ？」

　ようやく現在の時間に意識が戻ってきた僕の目の前では、封筒の差出人と思われる女子が小首を傾かしげていた。

「えーと、で、キミは誰なの？」

「封筒に名前は書いておいた筈はずだと思うんだけど……」

　あぁ、そういやそうだっけ。えーと、たしか……。

「石いし宮みや美み稀き、……先輩、だっけ？」

　三年Ａ組の人だと封筒に書かれていたから、先輩で合っている筈だ。

「えぇ、そうよ。今更だけど、呼び出しに応じてくれてありがとう」

　目の前の女子──石宮美稀が流し目で笑う。女子としては綺き麗れいな部類なんだろうけど、何というか、飾った綺麗さという感じがする。その中でも、ウェーブのかかった長髪と両耳についている青い六芒星のピアスは結構印象的だ。

「どうもさっきまで実感が無かったみたいだけど、今度こそ聞いていい？」

「ん？　何を？」

「だから、その……。さっきの答えよ。私と、付き合ってみるかどうか」

　そう言えばそんな話だっけ。思い返してみた僕の酷ひど過すぎる一日に忘れるところだった。

　取とり敢あえず、相手が上級生らしいし、口調は少し整えておこう。

「それって、すぐに答えなきゃ駄目ですかね？」

「できればそうしてくれる？　私、結構せっかちなのよね」

「あ、そうですか。じゃあ、お断りします」

「あら、そう──え？」

「んじゃ、そういうことで」

「ちょ、ちょっと待って！　断るって、何で！」

　石宮美稀は、慌てたように僕の制服の袖そでを掴つかんで引き留めてくる。その表情には先程までの余裕が消えていた。僕が断ったのがそんなに意外だったのか？

「何が不満なの？　私と貴方あなた、結構似合いだと思うのだけど」

　本気でそう思っているんだったら、この人には見る目が無いと思う。

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいですけど、僕にその気は無いんですよね。つーことで、放してもらえます？」

「な──、そ、そうよ！　一回でも試しに──」

「あぁもう、しつこいですよ。しつこい女は嫌われるんじゃないんですか？」

　石いし宮みや美み稀きのしつこさに、空腹で機嫌が悪かったことも重なって、気づけば僕は投げやりな態度になっていた。

「先輩がどう思ってても、僕にはその気が無いんですよね。断る理由はそれだけで十分じゃないですかね？」

　言ってしまった後で、言い過ぎたかなー、とは思ったが、これだけ言えば諦あきらめるだろう、という算段もあった。

　案の定。

「──あぁ、そう！　もういいわよ！　後で泣きついても知らないからね！」

　バチンッ！　と。僕の右みぎ頬ほおを一発引ひっ叩ぱたいて、石宮美稀は走り去っていった。

　まぁ、未練残されるよりはマシかな。

「…………ちょっと、君」

「んぅ？」

　気づけば、瑠る姫き乃のが僕の後ろに立っていた。

「話があるのだが」

「いや、それはいいけど、猫は被んなくていいの？」

「いいからさっさと来い！　君には乙女心ってものを叩たたき込こんでやる！」

「え!?　僕は男だよ!?　そっち系には興味無いよ！」

「四の五の言わずにとっとと来い！　君が乙女心を理解するまで食事は無いと思え！」

「はぁ!?　──って、痛い痛い！　耳引っ張らないでよ！」

　瑠姫乃に引ひき摺ずられながら、僕はふと走り去っていった石宮美稀のことを考えた。

　もしかしたら、このことが原因で、もの凄すごく面倒な事態になるかもしれない。そんな予感がしたから──と妄想したところで、そんなことはある筈はずもないか。

　あの人、一般人だし。

「凛りん斗と！　もっときびきび歩け！」

「い、いででで！　だから耳は止めてってば！」

　取とり敢あえず、僕は目の前の問題をどうやって切り抜けるかだけ考えていた方がいいかもしれない。

　何せ、下手をすれば夕食すら抜かれかねないのだから……！



　追記。

　結局、この日の僕の食事は、朝食だけだった。

　……瑠姫乃の乙女心講座という名の説教が終わった後、お茶を持ってきてくれた祢ね亜あの優しさが心に沁しみた。










　　　第三章　今の僕って朱よりも血に交わって赤くなっていると思う



　人生には、何かしら運命のようなものを感じる時ってのはあると思う。

　不幸が続くとか、幸運が続くとか。

　自分の考えの及ばない何かがあるんじゃないか、なんて考えてしまう時──というか、流れのようなもの。そういうのって、体験したことない？

　少なくとも、今までの僕の人生を振り返ってみると、そういう流れは「言われてみればあったなぁ」という程度だった。

　が、しかし。僕は今、強烈にその運命のような流れがあるんじゃないか、と感じている。

　そんなことを考えている昼休み。中庭の端にあるベンチに座る僕の隣には、一人の女子が座っていた。

「玖く堂どう凛りん斗とくん、だよね？」

　僕の隣に座っているのは、祢ね亜あほどじゃないにせよ、小柄な少女。髪型は癖のあるボブカットで、大きな目はやや垂れている。気弱そうな雰囲気を醸し出してはいるが、見る人が見れば美少女と称するんじゃないのか、と思う。

　昨日僕に告白してきた石いし宮みや美み稀き先輩……だっけ？　彼女とは違い、飾った綺き麗れいさではなく、素の形が整っている。

　そういう意味じゃ、外見は似ていないけど、瑠る姫き乃ののような端整さを持っていると思う。

　それで、何で彼女が僕の目の前にいるのかというと──朝、登校した際、下げ駄た箱ばこに放り込まれていた封筒によって呼び出されたからである。

　昨日の下校時にも封筒があって、朝になったら別の封筒が入ってて、その両方が女子からの呼び出し。

　これはもう、運命的な何かを感じずにはいられない。無論、不幸として、だ。

　こういう状況をモテ期だとか喚わめいて羨うらやましがる輩やからもいるらしいが、僕にしてみれば見知らぬ他人に呼び出されて話をする、ということ自体、吸血鬼である身の上を考えると、口を滑らせないように必死にならなければならない。

　まぁ、不幸とは言ったが、男としてだったら、嬉うれしくないことも無い、かもしれない。少なくとも、付き合う分には昨日の石宮先輩よりはマシそうだし。

　そうは言っても、流石さすがに二日連続で告白ってのは無いだろうなぁ。

　それ以前に、僕の場合はたった一晩の乙女心講座で、女子に真っ当な対応ができるかどうか、という問題もあるんだけどね。

「その、ごめんね？　急に呼び出して。いつもは、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけさんたちと、一緒にお昼ご飯を食べてるんでしょ？」

「まぁ、そうだけど。わざわざ手紙まで書いたってことは、結構重要な話なんでしょ？」

「え、あ、……ごめんなさい」

　僕としては責める気は毛頭無いのだが、どうも見た目通りに打たれ弱い性格らしい。訊きき返かえしただけなのに、眉まゆを顰ひそめて俯うつむいてしまった。

　昔の祢ね亜あみたいだな。とすると、このまま放置する方が面倒かもしれない。

「あー、ごめん。別に責める気は無いんだよ」

「あ、ううん！　いいの。玖く堂どうくんの都合を無視しちゃったのはあたしなんだし……」

「別に無視したって程じゃないよ。ここに来たのは僕の意思だしね」

「そ、そうだね。……えっと」

　その女子は言葉を探るように、何度か指を組んだりした後で、か細い声で訊たずねてきた。

「その。玖堂くんは、あたしのこと、知ってる？」

「え？」

　その質問の意味を理解するのに一秒。その後で、その答えを模索すること、十五秒。

　計十六秒で僕が出した結論は。

「ごめん、知らないや」

「……………………予想はしてたけど、やっぱり知らないよね」

　ガチで凹へこまれてしまった。は！　もしや今の場面は乙女心に触れることだったのか!?

　でも、嘘うそを吐ついて話がこじれるよりはマシなはず。……マシだよね？

「えと、それで、……キミ、名前は？」

「え……、あ、やだ、封筒に名前、書き忘れてた!?」

　そういえば無かったな。昨日の封筒と比べて、何か違和感があるとは思ったけど、それが原因か。

「ご、ごめんね。名前も教えないで呼び出しちゃって」

「いや、もう謝んなくていいから。話を進めようよ」

　ことあるごとに謝るな、この子。自分に自信が無いタイプってやつかね。

「あたし、花か芽が入いり鞠まり果か。これでも玖堂くんと同じクラスなんだよ？」

「へぇ」

「反応、薄いね」

　またしても凹む女子……じゃなくて、花芽入鞠果さん。

　いやでも、同じクラスっつっても、知らんもんは知らんし。

「でもね、あたしは玖堂くんのこと、知ってるよ」

「そりゃ、うちのゴシュジンサマがあれだけ目立ってれば、嫌でも目に付くでしょ」

「ううん。そういう、学校でのことじゃなくてね」

　花芽入さんの声が、明らかに雰囲気を変えた。それに引き摺ずられるように、気づけば僕は花か芽が入いりさんと向き合っていた。

「一昨日の夜。怪しい人たちから、助けてくれたよね？」

「…………んむ？」

　その発言に、僕は一度思考を停止してしまうが、即座に高速で回転させた。

　一昨日の夜。つまり、僕が瑠る姫き乃のと一緒に《捕食鬼プレアー》を狩り殺した時。

　その時に、《捕食鬼》に襲われていた少女の服装は──

「あぁ、成程」

　道理で見覚えがあると思ったら、邦ほう羚れい高こう校こうの女子制服だったのか。暗がりだったし、状況が状況だったから、そこまで確認する余裕は無かったな。

　ん？　つーことは、だ。

「あの時のって、あたしだったんだよ？」

「…………」

　まずい。この状況は非常にまずい。

　つーか、僕はともかく、被害者が同校どころか同級の人間ってことを、瑠姫乃は気づいてくれてもよかったんじゃ──いやでも、《捕食鬼》の抹殺を優先してたから確認を後回しにしていたのかも。

　だとしても。基本的に吸血種のことが一般人に露呈するのは好ましいことじゃない。

　この事実がどんな結果になるのか、過去にどんな事例があったのか、その結果でどんな危険が花芽入さんに降りかかるのか。それらよりも、僕が瑠姫乃に怒られる方がきつい。

　そりゃそうだよ。赤の他人より我が身だよ。我が身の安全が一番だよ。だって僕は僕の味方だもん。

　冷や汗が額を流れる中、花芽入さんは僕の焦燥なんか知りもしないで、まるで英雄譚でも語るように頬ほおを赤らめながら話を続ける。

「凄すごく怖かったし、途中で気絶しちゃったから細かいことは解わからないけど、玖く堂どうくんが駆け付けてくれて、気絶したあたしを安全な場所まで運んでくれたんだよね？」

「…………」

　この状況で、僕が取れる最善の策は。

「イヤ、ボクソンナコトシラナイケド」

　片言でも構わない、誤魔化せ！

　幸い、花芽入さんが経験したのは明らかな非日常。ところ構わず吹ふい聴ちようされたところで僕たちが否定すれば、花芽入さんの狂言ということで有う耶や無む耶やにできる筈はず！

「ダイイチボク、オトトイノヨルッテ、ヤシキニイタヨ。ゴシュジンサマトカニカクニンシテミルトイイヨ」

「……何でそんなに片言なの？」

「カタコトチガウ。ボク、チャントシャベッテル、ナウ」

「………………………………」

　視線を痛いと思ったのは、この時が初めてだった。

「でもさっき、『あぁ、成程』って言ったよね？」

「ノーノー。イッテナイイッテナイ」

「そんなに、知られたくないことなの？」

　若干悲しそうにしながら真面目まじめな声で問われ、僕は思わず声を戻す。

「いやほら知られる知られないっていうか、まず僕が知らないし」

「あたしは、ちゃんとお礼が言いたかったの」

　誤魔化し続ける僕に対し、花か芽が入いりさんは寂しそうにそう呟つぶやいた。

「助けてくれてありがとう……って、言いたかったの。別に、あのことを他の人に言い触らすつもりなんて、無いよ」

「…………」

　その言葉に嘘うそは無いんだろう。だが、その言葉を僕が受け入れれば、彼女を怪しい人たちが──《捕食鬼プレアー》が襲ったという話が事実になる。

　そんな事実は、日常には必要ない。一般人である彼女には、一昨日のことはただの悪夢で終わらせればいい。

　だから、僕は何も答えられなかった。

　いつまでも口を開かない僕をどう思ったのか、花芽入さんは半ば作ったような笑みを浮かべて顔を上げた。

「仕方ない、かな？　誰だって言えないことや隠し事はあるもんね？」

「……まぁ、そうじゃないのかなぁ？」

　黙り続けていることに耐えかねて、つい答えてしまった。これじゃ肯定と変わらないよ。

　しかし、彼女はそのことを追及することは無く、勢いよく立ち上がると、不意に僕の両手を掴つかんできた。

　自分のそれとは違う、柔らかくやや冷たいその感触に僕が驚いているうちに、花芽入さんが明るい声を上げた。

「助けてくれて、ありがとう」

「ん？　いや、だから僕は──」

「いいの。あたしが勝手に感謝しただけだから」

　僕の反論を聞きもせず、花芽入さんはそれだけ言いきって、僕の手を離した。

「ごめんね、あたしの自己満足につき合わせちゃって。……それじゃ、そろそろ行かないと、お昼ご飯食べる時間が無くなっちゃうから。──またね」

　朗らかに手を振りながら、花芽入さんは中庭から足早に校舎へと入っていく。

　その後姿を半ば呆ぼう然ぜんと眺めながら、僕はふと気づいた。

「殺し合いでもないのに、一般人から手を握られるとか、どれだけ振りだっけか？」

　少なくとも、瑠る姫き乃のに仕えてからは、身内以外では一つも思い当らなかった。
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　邦ほう羚れい高こう校こうの南校舎。その三階にある、現在では使われていない教室。

　猫を被って生活している瑠姫乃が昼食の時だけでも息抜きするために、昼休みには僕たちがその教室をほぼ借切状態で使っている。

　花か芽が入いりさんの呼び出しで昼食に遅れた僕は、一般人に目撃されたという事実をスルーしておくことはできないため、彼女と話した内容を瑠姫乃に伝えた。

「っていうことがあったから遅くなったんだけど」

　僕たちは向き合わせた四つの机にそれぞれ座っている。その中で、僕の話を聞き終えた瑠姫乃は、悔やむように謝ってきた。

「私の不注意だ。すまなかった」

「いや、気づかなかったのは僕も一緒だから、どっちが悪いって話じゃないと思うよ？」

「確かに、責任の在あり処かを求める場面じゃない」

「え？」

　慌ててフォローした僕に、瑠姫乃は首を横に振った。

「問題なのは、花芽入鞠まり果かさんが吸血種の存在を認識してしまったかもしれない、ということだ。それこそ君の言う通り、悪夢を見た、ということで済めばよかったのだが……」

「……えと、どゆこと？」

「認識の広がりは、干渉の広がりでもある、ということです」

　瑠姫乃が何を懸念しているのか解わからない僕に、愛あい恋こがいつもの無表情のまま、僕に凛りんとした双そう眸ぼうを向けてきた。

「様々な物事は、知っているのと知らないのでは認識の度合いが違います。極端な例で言いますと、ホラー映画を見た後、その恐怖心で暗がりや物影を、視界の端に捉とらえるだけで気になってしまいますよね？」

「あぁ、あるね、そういうの」

　もっとも、僕はホラー映画を見ないけど。いや決して怖いとかそんなんじゃはははは。

「ですが、ホラー映画を知らない人、もしくは意識に無い、忘れている人にしてみれば、暗がりや物影を視界の端に捉えても、そのことに気付かない。もしくは気を向ける価値もない、と素通りするわけです」

「ふんふん、で？」

　僕が先を促すと、愛あい恋こは「愚鈍すぎますよ」と、僕に向けている目を冷めたものにする。生あい憎にくと被虐趣味の無い僕には、ただイラッとする視線でしかなかった。

「花か芽が入いりさんが吸血種を認識したかはさておき、人間を襲う怪しい存在を体験し、認識しました。しかも恐怖心が植えつけられている以上、その認識は簡単には薄れることは無いでしょう。ですから、彼女は今後、ことあるごとに自分を襲った怪しい存在がどこかにいるのではないか、と意識をあちこちに向けるようになり──その結果、本当に吸血種に鉢合わせする危険性がある、ということです」

「つまり、何も知らないでいつも通り生活してる方が安全ってことか？」

「…………今はそういう認識で構いません。重要なのは、花芽入さんが吸血種、しかも《捕食鬼プレアー》に関かかわる可能性が、微々たるものとはいえ、一般人よりも高いということです」

「危険、だよね？」

　これまで黙っていた祢ね亜あが、不安げな表情で僕を見上げてきた。彼女自身《捕食鬼》に襲われた経験がある分、その恐怖を理解できるのだろう。

「そうは言ってもなぁ、僕たちにできることってあるの？　ねぇ、ゴシュジンサマ」

「正直に言って、無い」

「え？　そうなの？」

　あまりにもきっぱりとした瑠る姫き乃のの答えに、僕は少なからず驚いてしまった。

「もっとも、それは私たちが彼女に対してできることは無い、という意味であって、相応の対策は取れる」

「対策って、何？　もっと厳しく見回って、被害が出る前に《捕食鬼》を狩る、とか？」

「何だ、解わかっているじゃないか」

　もの凄すごく意外そうな顔をされた。あれ、もしかして僕って、マジで信用されてない？

「凛りん斗との言う通り。基本的にやることは変わらないが、警戒態勢の強化、回数の増加が私たちにできる現段階での最善の手段だ」

「では、見回りの頻度は如何いかがいたしますか？」

　愛恋の言う見回りってのは、夜に《捕食鬼》がいないかを確かめながら町内を回ることだ。基本的には三日に一度だったが、頻度を上げるってことは……。

「え、ほぼ毎日？」

「四人いるから二人一組にして、交代でやればいいだろう」

「なんかなー、一昨日みたいに、毎回連絡があればいいんだけどなぁ」

　一昨日の夜、花芽入さんが襲われた時。僕たちは町外の《共生者ジユーナー》から煤すす野や町ちように《捕食鬼》が逃げ込んだかもしれない、との連絡を受けていた。だからこそ花芽入さんが喰くわれる前に助けられたわけではあるが、毎回そうやって事前に連絡が入るわけじゃない。

　僕と同じ考えなのか、瑠姫乃は重々しい溜ため息いきを吐ついた。

「全くもって同感だが、こればかりはどうしようもない。だが、私たちは《共生者ジユーナー》としての責務を全まつとうするだけだ。──いいな？」

「「「了解」」」

　あれこれと問題はあるものの、僕たちもやることは解わかっている。

　だからこそ、瑠る姫き乃のの言葉に、僕たちは揃そろって肯いた。
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「良いか、リン。吸血種と呼ばれるものは、総じて魔族だ」



「魔族？」

「あぁ。人のように体が肉のみでできているのではなく、魔力を以て体を保ち、魔力を以て動かすもの。吸血種はその一つじゃ。無論、オレも。そして──貴様も、な」

「えと、師匠センセー？　その魔族ってのは、精霊とか妖精とか、ファンタジーとかに出てくるやつ、ですか？」

「おぅ、それで良い。魔族は魔力を以て血肉を作り、そして魔力を以て多様な異能を発揮する」

「多様な異能……？」

「そう、異能。異質な能力、だ。聞いたことはあんだろう？　蝙蝠こうもりに変化することや、霧になることとかな。その辺りは、人の伝える吸血種の噺とさして変わりは無い。尤も、吸血種が保有する異能は、基本的にゃー一人一つだし、噺の中身も、今では随分と誤解曲解が成され、真実からかけ離れたものになっておるがな。

　──しかし、だ」

　師匠は、小柄な身には明らかに合わない、鉄板のような大剣を担いだまま、これまた似合わないキセルを吸い、その小さな口から煙を吐き出した。

「噺の全てが事実じゃあねぇ。……否、正しくは、一部の事実が種族全てに当て嵌まると勘違いされている、と言うべきだな」

「えーと、例えば？」

「オレらは日光もニンニクも十字架も、聖なる加護とやらが施された聖水や杭、銀器も効かん。それに流水を殊更敬遠することも無い。そういう欠点を持つのは、あくまでも一部の吸血種のみだ。実際、オレもルキノたちも日中に活動してるじゃねーか」

　そう区切ってから、また煙を一吐き。

　煙は師匠の息に乗り、そのまま虚空に消えていく。

「ついでに言うとな、この国に古くから伝えられている鬼。あれも全てじゃねーけど、吸血種に当て嵌まるものもいる」

「え、鬼？」

「そ、鬼。特に人食い鬼がそうだな。他の国じゃー人狼なんかもそうだ。──つまり、他者の血肉を啜り、己が魔力を強める体質を持つものを、総じて吸血種と呼ぶわけだ。解ったか？」

「はー……。結構広義なんですね」

「おうとも。その中じゃルキノは生粋の吸血鬼だし、アイは人喰い鬼と人間上がりの吸血種との合の子だな。他の種族を上げるなら、狼人間や、人魚なんかもそうだな」

「はぇっ？　人魚もですか？」

「まぁよ。人魚はその美貌と、人魚の肉を喰らえば不老不死を得られるという噺ばかりが広がってるけどな、奴らの本質は人喰いなんだぜ？　魔の歌で人を惑わして、その肉を喰らう。くく、綺麗な薔薇には棘がある、なんて言いやがったのは、この国の人間だったよなぁ？」

「…………へぇー、何て言うか、知られてないって言うだけで、結構な種類がいるんですねぇ」

「そうとも、それこそ貴様の言葉通り、吸血種とは広義──広い意味を指し示す。……それにしても、なぁ、おい。リン？」

　そこで師匠は、僕に向けて呆れたような表情を向けてきた。

「貴様、今のオレの説明を聞いて、感想はそれだけかよ？　元が人なら、他者を喰らうオレらに、こう、何か思うことは無ぇの？」

「え？　別に。だって人間だって他の生き物食べるじゃないですか。結局、主食が人型になっただけでしょ？」

「……なんつーか、貴様、意外に図太いなぁ」

「はぁ……、それより師匠。ちょっと気になることがあるんですけど」

「んん、何だよ？」

「いやね、師匠の話だけ聞いてると、どうも吸血種ってのは人の血を吸う以外はそこまで人と変わらないように思うんですけど、他に大きな違いってあったりするんですか？」

　僕の疑問に、師匠は目を瞑った。

「そうだなぁ……。敢えて言うなら、死後はその肉体が灰になることじゃねぇか？」

「え、灰？」

「あぁ。吸血種は直に生者から血を吸う影響か、身体にかかる魔力の影響も他の魔族より多大なんだよ。その所為か、血肉は自然に還ることなく、灰になって消えちまう。……だから、死後にゃー入れねぇ棺桶で、吸血鬼は眠るのかもしれんな」

　くっくっ、と。喉で笑う師匠の姿は、僕には計り知れないほどの過去を匂わせていた。

「さぁて、と」

　師匠はひとしきり笑った後、改めて僕に鋭利な視線を向けてきた。

「現状の話をしようじゃねぇか」

「現状？」

「おう。吸血種の現状。即ち《共生者ジユーナー》と《捕食鬼ブレアー》、だな。ま、そうは言っても難しいことなんかねぇよ。ようは──人を守るか、喰らうか。それだけだからな」

「守るか、喰らうか？」

「あぁ。この二つは、能力や体質にさしたる違いは無い。単純に立場が異なるだけだ。吸血種が人より優れたものと信じ、種族としての歪んだ矜持を掲げ、人を喰らうのが《捕食鬼》。人の優秀さを長年の歴史で認め、共生を望むものが《共生者》。この二つは互いに相容れることなく、同属でありながら既に数百年もの間、馬鹿みてぇに殺し合ってやがる」

「瑠姫乃は、《共生者》、なんですよね？」

「──それにオレも、な。ついでに言えば、貴様にはこれから《共生者》として修練を積ませるつもりだけどよ」

　その時、何故か師匠は僕の顔を見て、おかしそうに笑みを浮かべた。



「貴様にゃあ、そんな背景なんか関係無ぇかもしれねぇな」



「……」

　師匠がそんなことを呟いた理由を、結局僕は、今になっても聞き出せていなかった。
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　同日。昼休み以降は何事も起きることは無く、僕たちはいつも通り須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷へと帰宅した。

　そうして二十一時を回った頃ころ、僕たち従者組は屋敷での正装に着替え、瑠姫乃が主に利用する書斎に集まっていた。

　いつも通り真っ赤なワンピースタイプのドレスに着替えた瑠姫乃は、重厚な作りの作業机に座り、愛あい恋こが淹れた紅茶を一口飲んでから、目の前で整列する僕たちに向けて口を開けた。

「さて──。解わかっているとは思うが、今日から見回りの回数を増やす。だが、現状で、毎日と言うのは流石さすがに多いと考えた。だから、回数は二日に一度にしようかと思う」

「ま、それが妥当じゃないかな？　実際、被害者が出たわけでもないのにそこまでピリピリしても疲れるだけだし」

「お嬢様。凛りん斗とだけでも気を引き締めさせる意味を込めて、見回りを毎日させるべきではないでしょうか。無論、これからずっと」

「愛あい恋こさん。悪質な苛いじめはやめてください」

「苛めではありません。これは矯正──いえ、躾しつけです」

　何でより酷ひどく言い直すの？　僕は犬猫レベルなの？

「確かに愛恋の言う通り、君はもう少し《共生者ジユーナー》という自覚を持つべきだとは思うが」

「え、ちょっとゴシュジンサマ？　マジで僕だけ毎日やれとか、言わないよね？」

「ね、祢ね亜あも兄上様と毎日行くから……。が、頑張ろうっ」

「行くこと前提にしないでよ！」

　僕の嘆きに、瑠る姫き乃のは若干悩むような表情を見せながら、赤い髪と共に首を横に振った。

「……だが、気乗りしない状態で送り出して悲惨な結果になっても無意味だ。愛恋の提案には賛同したいところだが、まだその必要性は無いだろう」

　まだ？　え？　いつか僕は週休零日制になるの？　昼間はゴシュジンサマに付き添って学校に行って、夜中はいるかどうかも分からない吸血種に気を張って、いざ遭遇したら命懸けで殺し合う。そんなブラック企業も真っ青な日常を送らなくちゃいけないの？

「凛りん斗と、本気にするな。流石さすがに私もそこまでさせる気は無い」

「だよねー！　そんな所業は流石に酷すぎるもんねー！」

　もー、焦っちゃったじゃーん。

「私わたくしは本気でしたが」

「ひぁ……、愛恋、怖い……」

　僕は見ないぞ。祢亜が怯おびえるほどの愛恋の顔なんて、僕は見ないぞ……！

「愛恋、君は少し冷静になれ」

　愛恋の顔を見たらしい瑠姫乃も物もの凄すごく微妙な表情をしている。あれ、瑠姫乃にまであんな表情をさせるほどとなると、見たくなってくる気が……。いや、寧むしろ見ていない方が損をしているのか？

　なんて僕の思考がよく解わからない方向に飛んでいっている中、瑠姫乃は作業机に置かれていた筒状のペン入れの中身をガチャガチャと机に広げ、そこに四本の棒を入れた。

「ともあれ、やるべきことを変える気は無い。だからまず、今日の当番を決める」

「王様ゲームみたいだね」

「パーティーゲームと同列に扱うのは聊いささか不謹慎と思いますが、今はいいでしょう。では、凛斗からどうぞ」

　愛恋に促され、僕がペン入れに差し込まれた棒を一本引く。それに続いて祢亜が引き、次に愛恋が引いて、最後に瑠姫乃が残った棒を引いた。

　その結果、印付きの棒を引いて見回りの当番になったのは、愛恋と祢亜だった。

「まぁ、籤くじ引びきの結果ですし」

「そう言うくらいなら、血涙止めたら？」

　思いっきり唇噛かみしめながら赤い涙を流す愛あい恋こ。その言葉の説得力は皆無である。

「貴方あなたには解わからないでしょうね……、私の気持ちなど……」

　物もの凄すごく未練がましいのは解るから、そんな怖い目で見ないでください。

「愛恋、文句はいいから早く行かないか」

「かしこまりましたお嬢様。では行きますよ、祢ね亜あ」

「あ、う、い、行ってきます、瑠る姫き乃の、兄上様」

　そして瑠姫乃に対してはこの変わりようである。振り回される祢亜も可哀かわい想そうに。

「……愛恋も、ああいう部分を直してくれればなぁ」

　二人が書斎を出て行った後、瑠姫乃が組んだ手に顎あごを乗せながら難しそうに呟つぶやく。

　愛恋のああいう行動や発言が好意、親しみからくることを知っている分、面と向かっては言い難いんだろう。

「いいんじゃない？　同じ屋敷に住んでるのにギスギスしてるよりはマシでしょ？」

「それも……、そうだな」

　僕の言葉に、瑠姫乃は自分を納得させるように肯いて、静かに立ち上がった。

　ただ立ち上がるだけでも優雅さを感じさせる辺り、生粋のお嬢様なんだなぁ、って思う。

「さて、では私たちは二人が帰ってくるまで情報の整理でもしようか」

「了解、ゴシュジンサマ」

　応こたえる僕を見て、満足感を赤い瞳ひとみに浮かべた瑠姫乃は、その後ろにある巨大な本棚に手をかけた。

　その本棚にはぎっちりとファイルが詰まっている。このファイルは全すべて、ここ数百年分の、生存している《捕食鬼プレアー》の情報らしい。

　元々、この書斎は《共生者ジユーナー》として事務的な仕事をこなすための部屋だ。

　そのための事務道具は揃そろっているし、部屋の入り口の傍そばには固定電話が設置されている。

　唯一の欠点と言えばパソコンが置かれていないことだが、この屋敷の女性陣が結構な機械音痴なので、それはしょうがない。

　実際、ケータイ一つ扱えるようになるだけでも結構大変だったしなぁ。

「凛りん斗と、悪いがこっちのファイルを持っていってくれないか」

「あぁ、はいはい」

　昔を思い出していた僕は、瑠姫乃の呼びかけで現実に意識を戻す。

　見れば、三つの分厚いファイルを抱えたことで、顔の半分以上が隠れた瑠姫乃が、必死に視界を確保するように首を伸ばしていた。

「って、いくら何でもいきなりこんなに持ち出すことないでしょ。言ってくれれば全部僕がやるってば」

「いや、この程度のことを任せっ放しにするというのは、あまり好ましくないのだ」

「気にしないの。適材適所って言うでしょ？　僕はその資料の整理とか、あんまり得意じゃないんだから。その分、荷物運びは任せておけばいいんだよ」

　申し訳なさそうに項うな垂だれる瑠る姫き乃のに近づき、ファイルに手を伸ばす。

　ファイルは一般的なサイズよりはるかに大きいため、瑠姫乃の腕ごと抱えるようにしなければ受け取ることはできなかった。

　その際に触れた彼女の腕の感触に、花か芽が入いりさんに手を握られたことを思い出した。

　花芽入さんには、悪いことをした。

　彼女はただ感謝をしたかっただけなのに、事情があるとはいえ、僕はそれを拒んだ。

　もし彼女が、えーと、なんだっけ？　あの先輩の、石いし宮みやさん、だっけ？　あの人みたいにしつこかったら、こんな後ろめたさも無かったのだろうけど……。

「……凛りん斗と？　どうした？」

「えぁ？」

　間近で聞こえた声に、若干呆ほうけていた僕が顔を上げると、目の前には瑠姫乃の顔が数センチのところにあった。

「……………………え？」

「む、やはりその量はきつかったか？」

「あ、いや、そうじゃなくて…………。あの、ゴシュジンサマ、近すぎません？」

「ん？」

　僕の指摘に、瑠姫乃は一瞬呆けたような表情を浮かべ──。

「う、あ、あああああああああ!?」

　次の瞬間、髪や眼めに負けないほどに、白く綺き麗れいな肌を真っ赤にして、勢いよく本棚まで後ずさりしていった。

　かくいう僕も、改めて凝視した瑠姫乃の顔の端整さに、何と言うか、照れてしまって、思わず顔を背けてしまう。

　あ、まずい。今の僕、確実に瑠姫乃と同じくらい顔が赤いかもしれない。

「ま、ち、違うぞ！　今のは、君が、放心していたようだったから……！」

「うん、大丈夫、解わかってるから。僕を心配してくれた、と。それだけだよね？　うん」

　あわあわと声を荒げる瑠姫乃を見ている分、僕は少し落ち着くが、それはあくまでも行動に出ない程度。

　僕自身も、どくどく五月蠅うるさい心臓と赤面に、内心では大慌てである。

　えーっと、えーっと、どうしよう。マジで気まずい。

「……その、何だ、まぁ、君が、特に問題無いというのなら、うん。構わないんだ」

「あ、はい。お気遣いありがとうございます」

　瑠る姫き乃のが区切りを入れるような物言いだったので、僕も今のことを忘れることにして、深呼吸。

　そうして顔を上げた先では、瑠姫乃が未いまだに若干赤らんだ顔で、深呼吸をしていた。

「……くふっ」

「む、何がおかしい」

「あぁ、いやごめん。お互い何してんだろうなぁ、って思ってさ」

「確かに滑こつ稽けいではあるな」

　笑う僕と自分を見てから、瑠姫乃は苦々しそうではあるものの、納得したように腰に手を当てて肯いた。

　うん。この感じならいつも通りに振る舞えるだろう。

「それじゃ、改めて始めようか？」

「そうだな。取とり敢あえずその資料は、私が指示を出すまでそっちの机に置いておいてくれ」

「え、まだ他の資料も使うの？」

「当然だ。それだけ情報が必要なのだからな」

　平然と言いながら、瑠姫乃は本棚の最上段にあるファイルに手を伸ばすが、僅わずかに背が足りず、バランスが危ういことになっている。

　それを見た僕は、慌てて抱えていた資料を、瑠姫乃が使っている作業机とは別の机に置いて、瑠る姫き乃のに覆おおい被かぶさるように、彼女が無理矢理引き摺ずり出そうとしていた資料と、それに引き摺られるようにはみ出しそうになっていたファイルを両手で押さえた。















「だからさ、瑠姫乃。こういうことこそ命令してくれればいいんだって。君は僕の雇い主でしょ？」

「……………………むぅ」

　瑠姫乃は僕の言い分が正しいと解わかっているからか、素直に手を下ろし、僕と本棚の間から退いてくれた。

　それでも表情は不満げで、吊り気味の目は、細く綺き麗れいな眉まゆと共に若干下がり気味。

　両親を敬い、《共生者ジユーナー》として自立することを目標としている彼女にとっては、こういう些さ細さいなことでさえ人に頼るのはあまり好ましくないのだろう。

　そんなことを考えていると、瑠姫乃は蚊の鳴くような声で何かを呟つぶやいた。

「雇い主、か」

「うん？　何？」

「いや、何でも無い」

　訊きき返かえす僕を、端整な笑みではぐらかしながら、瑠姫乃は最下段のファイルを一つ手に取った。

　僕の言葉を酌んだ上で、自分にできることはしっかりとするらしい。

　そういうところは、本当に彼女らしいと思う。

　そのことに頬ほおが緩むのを感じながら、僕は瑠姫乃に指示された、最上段のファイルを二つ引き抜いた。

「それでは、あの二人が戻るまでにある程度の整理をつけるとしようか」

「了解、マイマスター」

　それでも、その瑠姫乃の笑みが少し硬いと思ったのは、何でだろう？



　　　　　　　　　☆



　吸血種には、血を吸った相手を吸血種にすることができる、という特性がある。

　吸血鬼に血を吸われると吸血鬼になると言うだろう。基本はそれと全く同様だ。細かな違いを挙げるとすれば、血を吸っても吸血種にしないこともできる、というところだろう。

　さておき、そうして血を吸われて誕生する吸血種は、三種類に区別される。

　一つは《屍喰グール》。

　映画や漫画でよくいる、ゾンビみたいな吸血種だ。

　こいつらは、血と魔力を吸われ尽くされて死んでしまった人の肉体に、吸血種が魔力を込めることで生まれる。

　既に個人としては死んでいるため知能は無く、操り人形のように、主である吸血種のために血を吸い、魔力を集め、同じ《屍喰グール》を増やしていく。

　吸血種としては最弱の部類ではあるが、身体能力だけは魔族としての強化が施されるため、数が多いとかなり面倒だ。

　昨今では、《捕食鬼プレアー》が扱う雑兵としての意味合いが強い。そりゃあ人間の味方である筈はずの《共生者ジユーナー》が《屍喰》なんて作ってたら、それこそ問題だし。

　で、もう一つが《魔従セキユル》。

　血を吸われ、生きたまま吸血種へ、魔力を操る魔族へと変化したもの。

　変化する前の記憶、人格、外見は変わらず、自由意思が許される。

　昔はこうやって生まれた吸血種は、自分の血を吸った吸血種を親と呼び、主従関係を築くのが当たり前だったらしい。《魔従》と言う呼称は、その時の名残だ。今では親にあたる吸血種の下を離れ、個人で活動する《魔従》も珍しくない。

　もっとも、種類的には《魔従》である僕がこうして親にあたる瑠る姫き乃のに仕えている以上、その風習も完全に過去のもの、とは言えないのかもしれない。

　ちなみに、僕と愛あい恋こは瑠姫乃の《魔従》で、祢ね亜あが僕の《魔従》だ。

　ただ、《魔従》は自由意思が許されているだけあり、親にあたる吸血種への反逆や、元々《共生者》だったものが《捕食鬼》になるというケースもあるらしい。

　おそらく、現状の吸血種の中では最も多い種類だろう。

　そして、最後の一つが《兵儡レインク》。

　僕個人としては、これが最も胸むな糞くそ悪い吸血種だと思っている。

　基本的に吸血されても生かされ、魔族に変化するまでは《魔従》と同じだが、問題なのは、自我だ。

　吸血されて《兵儡》にされた吸血種は、親にあたる吸血種への、狂信とも言えるほどの忠誠心を植え付けられる。

　それは洗脳や催眠と言うレベルではない。敢あえて言うなら、改造と言うのが妥当だろう。

　吸血され、《兵儡》になってしまえば、たとえ元々の性格が温厚で世界平和を望む聖人であったとしても、親にあたる吸血種──主の命令に絶対服従する。自分の命より主の命。どれだけの人間を騙だまし、裏切り、殺あやめることになろうと、それが主のためになるのなら平然と笑顔でやってのける。そんな風に、ただ操られる以上におぞましい変化を強制される。

　少なくとも、《共生者》の中では《屍喰》の存在以上にタブーとされている。

　何しろ、《兵儡》は生きたまま操り人形にされるのだ。一例としては、政界や財界の重役を《兵儡》にすれば、それこそ自分の思いのままに人間社会を操ることもできてしまうかもしれないのだ。

　何よりも問題なのは、《兵儡》になった人は死んでいないがために、変化した事実を隠したまま、今まで通りの生活を送ることができるということ。

　これによって、《捕食鬼プレアー》の《兵儡レインク》は、周囲の目を欺いて主のために暗躍する。たとえ自分が望まなくとも、主の命令であるのなら、それが喜びであることを強いられて。

　そういう、個人の尊厳を完全に踏ふみ躙にじったものなのだ。

　同族を増やす、と言えば聞こえはいいのかもしれないが、《屍喰グール》や《兵儡》のことを考えると、吸血種を淘とう汰たしていった人間の気持ちが解わからなくも無い。

　だからこそ、《共生者ジユーナー》はそういった《捕食鬼》を許さず、命を賭として戦うのだろう。

　人間の強さと儚はかなさを知るからこそ、なおのこと、だ。



　　　　　　　　　☆



「……遅いな、二人とも」

　愛あい恋こたちが屋敷を出てから約二時間後。

　今まで《捕食鬼》に関するファイルを眺めていた瑠る姫き乃のは、座りっ放しで固まった体を解しつつ、書斎にかけられた菱ひし形がたの時計を見て呟つぶやいた。

「遅いって言っても、町中見回ってくるんだから仕方ないんじゃない？」

「それはそうだが……」

「ていうか、いつもだって見回りの時は日を跨いじゃうじゃん」

「む、それもそうか」

　瑠姫乃が今まで眺めていた分厚いファイルを受け取り、それを本棚に戻す。

　何度見ても分厚いこのファイル。瑠姫乃はこの二時間で三冊分を見直していた。しかも、僕と雑談を交えながら、である。

　こういう時、僕のゴシュジンサマが優秀であるってことを物もの凄すごく実感する。

　才色兼備。いるところにはいるものなんだなぁ。

　もっとも、今回はその能力に見合った成果を得られなかったようではあるが。

「こちらにまともな情報が無いから、どうも時間を長く感じていたようだ。……そうか、まだ二時間しか経たっていないんだな」

「そうだねぇ。他所から情報が来るくらいの《捕食鬼》なんだから、記録ぐらい残っててもおかしくは無いと思ったけど」

　僕たちが調べていたのは、先日瑠姫乃に真っ二つにされた《捕食鬼》のことだ。

　この屋敷では基本的にアナログな方法で《捕食鬼》の情報を管理しているので、一度討伐した《捕食鬼》に関しては『討伐済』の処理を手作業で行わなければならない。

　なので、まずはあの《捕食鬼》の情報を探し当てることからしなければならない。

　この、見ただけでも嫌になるほどの馬ば鹿かでかい本棚に収められた、大量の分厚いファイルの中から、たった一体分の資料を、だ。

「ほんっと、どうしてこれだけの情報量を電子化しようって思わないのかなぁ」

「《共生者ジユーナー》の保持する情報でも、特に《捕食鬼プレアー》に関するものは基本的に紙の媒体に保存されている。何もここだけが特殊というわけではないよ」

　まるで疲労を感じさせない様子で、瑠る姫き乃のが僕の愚痴に口を挟んできた。

「この情報は『討伐済』の処理をしてしまえば、その個体にはそれ以上の調査や追跡、戦闘の一切を取とり止やめてしまうんだ。もし改かい竄ざんでもされようものなら、その分だけ人間への被害が大きくなると言ってもいい」

「僕からすれば、判断材料をそういう記録だけにしちゃうって時点で温ぬるいと思うけど」

「それだけ《捕食鬼》の存在は厄介だということだ。何せ連中には数百年を生きる個体も存在する。しかも《捕食鬼》は年々増加する一方だ。だとすれば、情報の管理だけでも事務的になってしまうのは仕方が無いだろう」

「だったらなおさら、電子化すべきなんじゃないの？」

「それにも理由はある。吸血種の固有能力の多様化は君も知っているだろう？」

「あぁ、まぁ。そりゃあね」

　吸血種は吸血対象の隷属化のような、基本的な能力とは別に、個体ごとに固有の能力を持ち、魔力を使ってその能力を扱う。

　漫画や映画だと、吸血鬼が霧になったり蝙蝠こうもりになったり、時には火を出したりとかするけど、ようはそれだ。

　そういった、吸血種が個体ごとに持つ固有能力は《現象フエノメノ》、《強化グロウ》、《干渉メドル》、《変身チエンジ》、《特異アンノウン》の五種類に分けられるが、全く同一の能力はあまり存在しない。同じ種類の能力でも、個体ごとに大なり小なりの違いが存在している。

　例えば、瑠姫乃が黒い箱を生み出していただろう。あれは彼女の吸血種としての固有の能力で、《干渉》と《変身》の複合能力。彼女は《改創閉塞ジエネレイトロツク》と呼んでいる。

　そうして瑠姫乃は、漫画や映画の吸血鬼のように、魔力を用いて『閉塞状態』を作り上げることができる。

　基本的には黒い箱を生み出すだけではあるのだが、応用すると結構いろいろできたりする。その一端が、僕の両腕にある『月つき削そぎ』だ。

　まぁ、今はこの辺りの話はいいか。

　ともかく、吸血種には把握しきれないほどに多種多様な能力が存在しているのだ。

「その中で、電子機器やネットワークに侵入することができる能力を持つ《捕食鬼》がいたとしてもおかしい話ではないだろう？」

「あぁ、レッ○・ホッ○・チ○・ペッ○ーみたいな」

「レッ……？　何だそれは？　《捕食鬼》か？」

「いや、漫画の話。知らないならいいけど」

　知らないんだ、ジョ○ョ。面白いのに。ちなみに僕は五部派。

「そういうことを警戒した上での対応がアナログでの情報の管理、ってことかー……。でもさ、ここに記載されていない《捕食鬼プレアー》もいるんでしょ？」

「そうだな。《捕食鬼》になって日の浅いものや、そもそも記録する前に倒されてしまうものも存在する」

「てーことは、今僕たちが調べているあのおっさんが、ここに載ってないってこともあるわけだよね？」

「寧むしろ、私としてはそちらの方が可能性は高いと思っている。何せあの《捕食鬼》は君が武装して迫り、私が能力で捕えても能力を使うことをしなかったからな」

「そういえばそうだね。僕に対しても、《屍喰グール》を嗾けしかけようとするだけだったし」

「もしかしたらあの男は、《捕食鬼》どころか吸血種になって日が浅かった個体なのかもしれない、な」

「あぁ、成程ねぇ」

　どういったものであれ、方法を知らなければ使いようが無い。それは吸血種の固有の能力も同じだ。そのため、基本的に理性のある吸血種は、可能な限り早く自分の能力を理解するための努力をする。

　だから、能力を持たないというか、扱えない吸血種は、基本的に吸血種になって日が浅いか、吸血種の情報を何も知らないかの二択だ。

　それで、先日の《捕食鬼》は結構吸血種について知っていたみたいだから、後者は無いだろう。となると。

「あのおっさんは、元々《捕食鬼》の《魔従セキユル》か《兵儡レインク》だった、ってわけか」

「だろうな」

　僕の考えに、瑠る姫き乃のも同意する。

「おそらく親にあたる《捕食鬼》が、自衛の意味も込めて隷属化させたあの男に知識を教えたが、その男の能力を発露させる前に討たれてしまった、といったところだろう」

「だから適当に《屍喰》を作って生き延びてたってこと？　だとすれば、ここに情報が載っていなくても不思議じゃないねぇ」

「そういうことだ。用心のために調べてはみたが、おそらく事前に情報をくれた《共生者ジユーナー》に確認を取った方が確実だったかもしれないな」

「あちらさんには、討伐したってことは伝えたんでしょ？」

　訊たずねる僕に、瑠姫乃は優雅な仕草で髪を払いながら、椅い子すの背せ凭もたれに凭れかかる。

「あぁ。事後処理も任されてくれるという話だったから、そのまま丸投げしてしまったが、こうなるともう少し詳しい話を聞いておくべきだったな」

「かもねー」

「だが、あくまでも現状では可能性の話だ。あの時に私たちが討った《捕食鬼プレアー》が、実はその前に《魔従セキユル》や《兵儡レインク》のような隷属を生み出していて、その隷属が親を失ったことで、《捕食鬼》として自発的な行動を行っている──かもしれない、という、な」

「今回の見回り強化ってさ、その事実の確認も兼ねてるわけ？」

「あぁ。無論、巻き込んでしまった花か芽が入いりさんを案じてのこともある」

「ていうか、元はそういう話だったね」

　基本的に僕たちは《捕食鬼》の相手をすることが前提になっているから、その辺りの話はつい忘れそうになる。

　もっともそれは僕だけで、《共生者ジユーナー》として人間を守ることを前提にしている瑠る姫き乃のにとっては、花芽入鞠まり果かの件の方が重要なのかもしれないけど。

「ん？　じゃあさ、あのおっさんの親にあたる吸血種は？」

「その件は、私としても捨て置けないと考えている。だからこそこうしていくつも資料を見直しているのだが」

　物憂げな表情を浮かべて、瑠姫乃は小さく溜ため息いきを吐つく。そんな反応をするってことは。

「見つかってない、ってこと？」

「どころか、判明もしていない。現状での私たちの考えが合っている場合、親が必ずいると思うのだが……」

「その答えも、あちらさん待ち？」

「そうだな。一応話はしておいたが、おそらく望み薄だろう」

　確かに。まだ三日も経たっていないとはいえ、あのおっさんの《捕食鬼》の親に関する情報が一切無いということは、ある可能性が浮上する。

　それは、あのおっさんが既に親である《捕食鬼》に見限られていた、という可能性。

　これは《捕食鬼》の中では珍しい話じゃあない。

　基本的に人間を見下している傾向にある《捕食鬼》は、それこそ本気で気に入ったもの以外は、血を吸って眷けん属ぞくにしたとしても、使い捨てにすることが多い。

　あのおっさんも、もしかしたらそうだったのかもしれない。

　その考えは、たとえ討つべき敵の話であったとしても──。

「胸むな糞くそ悪い話だね」

「連中にそういった感情を求めても無駄だ。そもそもの価値観が違い過ぎている」

「……だね」

　ぱたん、と一冊のファイルを瑠姫乃が閉じた。どうやら読み終わったらしい。

「ともあれ、それら全すべては現状では予想に過ぎない。後手に回るのは好ましくないが、有益な情報が来るまでは、そこまで気を張ることも無いだろう」

　瑠る姫き乃のの提案に肯きながら、僕は彼女が読み終えたファイルを本棚に戻していく。

　その途中で、少し気になってファイルの一つを開いてみる。と、一枚の小さめの顔写真と一緒に、過剰なまでに書き込まれた文章が目に入ってきた。

　しかもこれ、次のページまで続いているっぽい。

　あまりの情報量に眩暈めまいが起きそうになった僕は、即座にファイルを閉じて本棚に戻した。

　うん、やっぱり適材適所ってのは大事だね。

　自分の考えに肯きながら振り返ると、瑠姫乃はもう一度、菱ひし形がたの掛け時計を眺めていた。

　時刻は、先程から十じゆつ分ぷんほど経過している。

　愛あい恋こたちのことが気になっているのだろう。その証明のように、瑠姫乃は掛け時計から目を離し、赤いツインテールを揺らしながら椅い子すごと振り返って、僕に訊たずねてきた。

「なぁ、凛りん斗と。話を戻すが、愛恋たちはいつ頃ごろに戻ってくると思う？」

「んー。さっきは日を跨またいじゃうとか言ったけど、たぶんあの二人なら日を跨ぐ前に帰ってくるんじゃないかなぁ？」

「根拠は？」

「愛恋の性格だと、祢ね亜あに能力を使わせて、迅速かつ的確に見回りを終わらせるだろうから」

　祢亜の吸血種としての固有能力は、僕たちの中で最も現地での調査に向いている。仕事に関して効率性と正確さを求める愛恋がそれを使わないとは思えない。

「だが、彼女の能力は人目を引くだろう？」

「そりゃあ、流石さすがに加減はするでしょ。その程度のことだったら祢亜だってできるよ」

「随分と詳しいな」

「祢亜との付き合いは一年以上だしね。それに、あの子には僕も多少責任を感じてるし」

　祢亜の血を吸って吸血種にしたのは僕だ。

　本人は気にしていないと言ってはいるが、元々があんな控え目な性格であることもあって、僕としてはつい気にかけてしまう。

　いつかは自立させるべきとは思っているが、少なくとも、もう少し自発的になるまでは多少甘やかすくらいでもいいだろう。

「祢亜に甘いのは、その後ろめたさがあるからか？」

「んー、かもしれないけど、それ以上に、祢亜って何だか放っておけないし」

「そうだな、彼女は可愛かわいいからな」

　言葉とは裏腹に、瑠姫乃の視線は面白くなさそうにきつくなっていた。

　あれ、ゴシュジンサマ？　先程までの優雅さは何ど処こへ？

「女の私から見てもそれは解わかるよ。彼女は可愛い。それは事実だろう。あぁそうだろうとも。君も、あのような子が好みなのだろう？」

「いや、あれ？　そういう話だっけ？」

　思わず訊きき返かえしてしまった僕の首筋に冷たい汗が伝って気持ち悪い。

　さっきからどうも機嫌の浮き沈みがあったみたいだけど、いつの間にか僕は地雷を踏み抜いてしまっていた、のか？

「そういう話だとも。あぁ、そういえば君は先日告白を受けていたな。それに関してはどうなんだ？　それに花か芽が入いりさんのことも、男である君にとっては悪い気はしなかったんじゃないのか？」

「へ、へいへいゴシュジンサマ。ちょっと冷静になろうぜ？」

「私は冷静だが？」

　銃声でも聞こえそうなほどに鋭い視線で射貫かれる。

　瑠る姫き乃のは座ったままなのに、僕はその視線に気け圧おされて思わず一歩引いてしまう。生きた心地がまるでしない。

　いや、ていうか、この人は何でこんなに怒って──

『ジリリリリン。ジリリリリン。ジリリリリン』

　と、僕の混乱が頂点に達する前に、書斎に備え付けられた固定電話が鳴り響いた。

　ちなみに、こんな音を立ててはいるが黒電話ではない。黒くはあるがファックス付きで別室に子機もある。

　僕はこれ幸いと瑠姫乃の視線から逃れるために受話器に飛びついた。

　背後から突き刺さるような視線を感じるが、今だけは電話を理由に逃れよう。

「もしもし！　須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけです！」

『凛りん斗とですか？　私わたくしです、愛あい恋こです』

「え？　愛恋？　どうしたの？　あ、もしかして入口が閉まってたとか？」

『いえ、早急にお嬢様にお伝えすることができましたので、ご連絡をさせていただきました』

「急ぎなの？　ケータイは？」

『お嬢様はお屋敷内では携帯電話をご利用にはなりません』

「あ、そうだっけ」

　屋敷の女性陣の中で、特に機械音痴の瑠姫乃は「使えればいい」という信念のもと、使い慣れている固定電話の方がいいらしい。まぁ、きっと通話ボタンを押すよりも受話器を取るだけの方がいいのだろう。

『そういうわけですので、早急にお嬢様に代わるか、迅速な伝言を要求したいのですが』

「あ、うん。じゃあ瑠姫乃に代わるよ」

　言葉ではこう言ったものの、先程のことがあるので恐る恐る振り返ると、瑠姫乃は既に作業机を離れて僕のそばまで来ており、真剣な表情で僕から受話器を受け取った。

　僕の話声から相手が愛恋であることは解わかっているだろうし、その内容が真剣な物であることも察したのだろう。

　いやぁ、僕にしてみれば素晴らしい救いの手だったよ。今度、愛あい恋こに何か奢おごるべきかもしれないね。

「愛恋か？　私だ。それで、何があった？」

　それにしても、急ぎの話ってなんだろ？

　少なくとも、声は冷静だったから切羽詰っているってことは無いんだろうけど……。

　そうして首を傾かしげる僕の疑問の答えは、瑠る姫き乃のの驚きよう愕がく交じりの声によって得られた。

「《屍喰グール》がいた……!?」

「は？」

　その答えは、現状では、最も安穏から遠い答えだったが。



　　　　　　　　　☆



　愛恋から不穏な連絡がきた後。

　僕と瑠姫乃は屋敷を出て、煤すす野や町ちようの住宅街に来ていた。

　時刻は既に日を跨またぐ直前。外灯以外に灯りは無く、気持ち悪いくらいの静けさが町を覆っている。

「お嬢様、凛りん斗と、こちらです」

　事前に指示されていた場所へと向かうと、愛恋がいつも以上に真面目まじめな表情で僕たちを呼び止めた。

　その愛恋の隣には祢ね亜あがいたが──彼女には、長い髪と同じ色の白い猫科の耳と尻尾しつぽが生えていた。

「……何で祢亜は能力使ってんの？」

「警戒のためです」

　僕の《魔従セキユル》である飛とび塚づか祢亜。彼女の吸血種としての固有能力は《変身チエンジ》の一種で、白い猫に姿を変える。

　その分、動物の嗅きゆう覚かくや聴覚を得られるため、人間より身体能力が高い吸血種よりも一層高い感覚を持つことができる。

　彼女が捜索や探索に向いているのは、この能力があるからだ。

　ただ完全に変身すると目立つので、こうして半端な状態を維持しているのだろう。

「でもなぁ、何度見てもこういう状況にはそぐわないよね、その恰かつ好こう」

「ご、ごめんなさい、兄上様……。やっぱり、おかしいよね？」

「いやいや、おかしくなんてないよ」

「……え、えへへ」

　不安げに見上げてくる祢ね亜あの頭を、僕は宥なだめるように優しく撫なでてやる。そうすると先程までの不安げな表情を引っ込めて、無邪気な笑みを浮かべた。

　こうしてやらないと、この子はどんどんマイナス思考に陥るからね。

「頭ず蓋がい骨こつを木こつ端ぱ微み塵じんにされたくなければ、そろそろ話を聞いていただきたいのですが」

「ひぁっ……」

「お、おう」

　ものすっごい冷めた顔した愛あい恋こと瑠る姫き乃のに睨にらまれて、僕と祢亜は大人しくお話を拝聴させていただくことにした。

「まぁ、そこの二人は置いておくとして……。それで愛恋、何があったんだ？」

「結果だけを申しますと、先程お伝えした通りです」

「つまり、見回りの最中、《屍喰グール》に遭遇し、討伐した、と？」

　確認する瑠姫乃に、愛恋はしっかりと肯いて、塀の傍そばの道路を指差す。

「そちらに、《屍喰》が身に着けていたものがあります」

　愛恋が指差した方向には、言葉通り、スーツ一式とビジネスバッグが落ちている。

　瑠姫乃は黙ったまま、その落し物へと近づき、屈かがみ込こんで調べ始めた。

　その邪魔をしないように後ろに控えた僕は、同じく後ろで姿勢を正して控えている愛恋に、取とり敢あえず浮かんだ疑問を投げかける。

「んー、サラリーマンだったのかなぁ？」

「元、でしょうね。おそらくは《屍喰》になって日が浅かったのだと思います」

「そうは言うけど……。その人、本当に《屍喰》だったの？　実は《魔従セキユル》とか《兵儡レインク》だった──っていうことは？」

「おそらくは、ないかと。行動が安直すぎましたし、こちらへ襲い掛かって来た際、瞳ひとみの色が変色しましたので」

「成程、ねぇ。んじゃ、日が浅いってのは？」

「まだ、人間の頃ころと同様の生活をしているように見えました」

　吸血されて生まれた《屍喰》は死亡してゾンビみたいになるけど、魔力の影響で肉体は腐らない。なので、主の命令次第では人間のように振る舞うこともできないことはない。

　例えば、ここにいただろう《屍喰》は、「生前と同じ生活をしろ」とでも命令されて、それを機械的にこなしていたのかもしれない。

　そんな《屍喰》を見分ける方法で最も解わかり易やすいのは──瞳の色だ。

　何な故ぜか吸血種の中でも《屍喰》だけは、吸血種として活動する際にその瞳の色が濁った赤色に変わる。これは《屍喰》のみの特徴で、他の吸血種はこうはならない。

　一説では、既に死体であるがために、魔力の影響が露呈している結果なのだとか。

「遭遇したって言ってたけど、その時はどんな感じだったの？」

「最初は祢ね亜あが血の匂においを嗅かぎつけました。彼女の嗅きゆう覚かくを頼りに進んだ結果、この《屍喰グール》に遭遇しました」

「それで出会い頭に？」

「いえ。私たちも最初は様子見をしようと思い、尾行していたのですが……」

「あの、あの人がね、急に祢亜たちに襲い掛かってきたの……。だから、祢亜、吃驚びつくりして……つい、噛かみ千ち切ぎっちゃった……」

「そっか、噛み千切っちゃったのか」

　吸血種の能力で猫耳と尻尾しつぽを生やしていても、俯うつむきがちに呟つぶやく今の祢亜の姿を見て、彼女にそんなことができると考える人は少ないだろう。

　でも、彼女の能力を知る僕にとって、それは理解できる言葉だった。

　気落ちした様子の祢亜を宥なだめるように頭を撫なでてやる。そんな僕に、愛あい恋こが祢亜を庇かばうように口を挟む。

「確かに祢亜の行動は軽率だったと思います。ですが、想定外であったことは事実です」

「別に、その辺りを僕が責める気は無いよ。お叱しかりが欲しいなら瑠る姫き乃のによろしく」

　確かに、《屍喰》の出所を探る前に殺してしまったのは軽率と言えるかもしれない。

　とはいえ、祢亜の言葉が本当なら、愛恋の言う通り想定外の事態だったことは事実だ。

　それに伴い浮上する疑問を、僕はこの場の責任者に丸投げしてみる。

「ねぇ、瑠姫乃はどう思う？」

「私が相対したわけではないから細かなことは言えないが……。持ち物を見ると、どう見ても社会人の一般的な持ち物でしかなかった。少なくとも、親からはぐれていたり、ただ血を集めるためだけに作られた、とは考え難いかもしれない」

「だろうねぇ」

　基本的に死体であり、個としての活動ができない《屍喰》が単体で発見されるパターンは次の通り。

　一、親にあたる《捕食鬼プレアー》の命令で、必要な時以外は社会に溶け込んでいる。

　二、親にあたる《捕食鬼》が殺され、生前の命令を魔力が尽きるまでこなしている。

　三、親にあたる《捕食鬼》の命令で、ただ吸血するために徘はい徊かいしている。

　でも、瑠姫乃が調べたことを加味すると、愛恋たちが遭遇した《屍喰》は二と三の可能性は薄い。

　となると、一いちだと言いたいところだが、これにも一つの疑問が浮上する。

「んじゃ、何でこいつは愛恋たちに気付いた上に、襲い掛かって来たんだろう？」

「それは……、祢亜も解わかんない」

　もしかしたら、愛恋たちが遭遇した《屍喰》は、愛恋たちを普通の人間だと判断して血を吸おうとしたのかもしれない。

　でも僕は、それとは別に一つの仮定を思い浮かべていた。

　もしもその仮定が合っていれば、基本的には例外となる、《屍喰グール》が単体で発見された際の、四つ目のパターンが適用される。

「ということは……囮おとり、か」

　僕の考えに合わせたように、瑠る姫き乃のが立ち上がってから小さく呟つぶやいた。

　そう、囮。僕たち《共生者ジユーナー》を釣り出すための囮、だ。

「そうなると、私たちはまんまと釣られてしまった、ということでしょうか？」

　自分が失態を犯したと思ったのか、愛あい恋こは苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情で、豊満な胸を抱えるように腕を組む。現状でそれに見み惚とれるほど、今の僕は色ボケしてないけど。

　対して、瑠姫乃は愛恋を宥なだめるように、愛恋の言葉を否定した。

「いや、もしそうなら私たちが合流する前に愛恋たちに仕掛けていると思う。少なくとも、こうして囮を使うような輩やからが、わざわざ敵を増やすことを良しとするとは思えない」

「僕も瑠姫乃と同感。ていうか、何か近づいてきてたら、祢ね亜あが言うでしょ？」

「う、うん。今は、この周りには、誰もいない、よ」

「成程、解わかりました」

　愛恋も祢亜の能力を信頼しているので、彼女の言葉には素直に納得したようだ。

「では、囮という線も薄い、ということでしょうか？」

「いや、そうとも限らない」

　愛恋の言葉を、またしても瑠姫乃は否定した。

「少なくともこの《屍喰》が単体で愛恋たちを襲ったことを考えると、使い捨てを考慮した上での囮と考えるのが妥当だろう」

「ではお嬢様、その目的は？」

「私たちの──敵の確認、だろうな」

　慎重な《捕食鬼プレアー》は、餌えさ場ばを──吸血する場を選ぶ。

　ただの気まぐれで選んだ餌場が《共生者》の巣そう窟くつだった、とあれば血を吸う前に殺される可能性が高い。だから《捕食鬼》は《屍喰》を使って餌場を選ぶのだ。

　そして、今がまさにその状況と同じだ。

　そのことを、僕を含めたこの場の四人が理解し、剣けん呑のんな雰囲気になる。

「瑠姫乃。この前のおっさんのこと、やっぱり先方にちゃんと確認した方がいいかもね」

「奇遇だな。私も同じことを考えていた」

「おっさんって、この前、兄上様たちが倒した《捕食鬼》？」

「うん。この状況で《屍喰》に関係があるのは、今のところあのおっさんだけだしね」

　不安そうに見上げてくる祢亜の白い髪を撫なでながら答えると、愛恋はいつも通り真面目まじめな意見を挙げてきた。

「しかし、その《捕食鬼プレアー》は既に殺したのでしょう？　なら、別の《捕食鬼》が町にいるという可能性もあるのではないのでしょうか？」

「その可能性もある。というか、今の私たちの情報量では、どんな可能性もあり得る」

　瑠る姫き乃のは、自分の言葉が気に食わないのか、若干苦い表情で愛あい恋この疑問に答えた。

　その気持ちは僕も解わからないわけじゃあない。基本的に僕たち《共生者ジユーナー》は《捕食鬼》に対して受け身になるとはいえ、その被害を減らせるに越したことはない。

　実際、ここで祢ね亜あが噛かみ千ち切ぎったという《屍喰グール》も、元々は吸血種とは無関係の一般人だった筈はずだ。

　もし僕たちが事前に《捕食鬼》を発見し、殺せていれば、という考えが浮かんでしまう。

　だが、現実に「もし」は通じない。起こってしまったことは過去になり、僕たちは過去には戻れない。

　だから僕たちは、これ以上の被害を出さないようにするしかない。

「それじゃ瑠姫乃、これからどうする？　正直、今のまま可能性を挙げてったらきりが無いし、それに対して逐一対処法を用意するわけにもいかないでしょ？」

「あぁ。口く惜やしいが、こちらも少し様子見に徹する。当然、見回りは継続した上で、だ」

「学校も休まずに、ってこと？」

「当然だ。《共生者》は人間に不安を与えないことも必要だからな。私たちが揃そろって数日休んだとあれば、いろいろと勘繰る人も出てくるだろう」

「忙しくなりそうだなぁ」

「人の命は愚痴では守れませんよ」

「はいはい、解ってますって」

　愛恋の注意に僕は若干おざなりに返事を返し、先に踵きびすを返した瑠姫乃に続く。

　ふと、僕はスーツ一式が落ちていた場所を振り返った。

「凛りん斗と？　どうしました？」

「何でもない。すぐ行くよ」

　この《屍喰》だった人が死んだことになるには、時間が必要だろう。何せ、死体が灰になって消えてしまっているのだから。社会的には行方ゆくえ不ふ明めい扱いになると思う。

　だからこの人が死亡したと判断されるまで、行方をくらませたことを悲しむ人はいるだろうが、彼の死を知って悼む人はいないんじゃないだろうか。

「兄上様？」

「うん、行こうか」

　いつの間にか隣で待っていた祢亜に促され、僕は改めて瑠姫乃の後に続いた。

　死後があるのなら、せめて彼が安らかであることを祈って。










　　　第四章　触らぬ神に祟りは無いけど寄ってこられると逃げられないよね



　愛あい恋こたちが《屍喰グール》を見つけた夜から、僕たちは煤すす野や町ちように《捕食鬼プレアー》が潜んでいることを前提に活動を始めることになった。

　主な活動内容としては、夜間の見回りと、他の《共生者ジユーナー》との情報交換。

　これだけなら簡単に見えるかもしれないが、敵の正体が明らかではない現状と、学校に通い続けなければいけないことを加味すると、かなり辛つらい。

　しかし弱音を吐いても《捕食鬼》が顔を出してくれる筈はずもない。

　人命がかかっているのだから、とにかくやるしかない。

　そんな意気込みを抱えて、週末の休日を挟んでから三日が経過した。

　未いまだにこれと言って成果が上がらない中、その日の授業を終えた僕は、聞き覚えのある声に呼びかけられた。

「ね、玖く堂どうくん。ちょっといいかな？」

「え？」

　驚いて顔を上げると、花か芽が入いりさんが笑みを浮かべながら隣に立っていた。

　あれ、何でこの人が教こ室こに──って、あぁ、そういえば同じクラスとか言ってたっけ？

　いや、それはいいとしても、何で僕に声をかけてきた？

「これからさ、ちょっと時間ある？　少し付き合ってほしいんだ」

「え？　付き合うって、何に？」

「あたしに」

　花芽入さんはより一層笑みを深くしながら、戸惑う僕に構うことなく顔を近づける。

　以前、中庭で話した時よりも明るい表情で、彼女は何の臆おく面めんも無い様子。

　もしかしたら、先日は襲われた時の恐怖心が残っていたというだけで、こっちが彼女の本来の気性なのかもしれない。

「ていうか、何で？」

「この前のお礼。一応言葉では伝えたけど、やっぱりそれだけじゃあたしが納得できなかったからね」

「えーっと、そんな話は知らないけど？」

　ふと視線を巡らせると、教室中の視線が僕たちに集中していた。

　そのことに気付いた途端、僕の背筋に冷や汗が流れる。

　こんな状態を維持していると、確実に瑠る姫き乃のに怒られる！

「それに、お誘いは嬉うれしいけど、ほら僕って瑠姫乃の護衛だからさ。そう簡単に勝手な行動するわけにはいかないんだよ」

「そっかぁ……。それじゃ、瑠る姫き乃のさん。今日だけでいいから、玖く堂どうくんを貸してくれないかな？」

「えぇ、構いませんよ」

「ほらね？　瑠姫乃もこう言って──え？」

「……あの、お嬢様？」

　予想外の答えには、僕だけでなく愛あい恋こも戸惑っているようで、眉まゆ根ねを寄せて瑠姫乃の真意を言外に問とい質ただそうとその表情を覗のぞき込こもうとしている。

　しかし、瑠姫乃は猫かぶりモードのまま、飾った笑みを崩さない。

　その表情に、祢ね亜あも困惑し、僕と瑠姫乃を見比べている。

　それでも、瑠姫乃は前言を撤回することは無かった。



　ということで、僕は花か芽が入いりさんと並んで煤すす野や町ちようのショッピングモールを歩いている。

　何な故ぜこんなことに……っていうか、本当に瑠姫乃はどういうつもりなんだ？

「ごめんね、何か、無理矢理付き合ってもらっちゃったみたいで」

「いや、まぁ、別に構いはしないけどさ……」

　確かに、瑠姫乃がああいうことを言った以上、僕としては行くしかないわけで。そういう意味では無理矢理なんだろうけど、そのことで彼女を責めるのは筋違いだろう。

　本当、うちのゴシュジンサマは何を考えてんだか──と、何度目か解わからない自問を胸中で浮かべていると、制服のポケットに入れていたケータイが震えだした。

　隣を歩く花芽入さんに一言断りケータイを開くと、液晶にはメールが一通届いていた。

　差出人は、瑠姫乃だった。基本的に電話しか使わない彼女がメールを送るということに違和感を覚えながらメールを開いてみる。

『件名：‥無題

　カガイリさんから、プレアーのことを含め、あれイコウ何か問題は無かったか。ちゃんと訊きいておくように』

　中途半端に片仮名が交じった短い内容に、僕はようやく瑠姫乃の真意を理解した。

　この機会に花芽入さんの安否をしっかり確認しておけ、ということなのだろう。

　こういう指示を出されると、僕としてもいろいろと考えさせられる。

　例えば──もしかしたら、花芽入さんはまた《捕食鬼プレアー》に遭遇し、そのことを相談するために僕に声をかけたんじゃないのか、とか。

「お待たせ」

「ううん。別にいいけど……。その、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけさんから？」

「あぁ、うん。同級生と交流をするのもいいけど、門限までには戻るように、ってさ」

「あ、そうなんだ。じゃあ、急いだ方がいいかな？」

「いや、大丈夫だと思うよ。別に小学生みたいに六時に帰ってこいとか言われてるわけじゃないし」

　とはいえ、本当のことを洗いざらい話すわけにもいかないし、かといって中途半端に話して不安を煽あおってもいけない。

　ここはあくまでも、同級生として話を訊ききだすべきなのだろう。

　と、言ってもなぁ。元々花か芽が入いりさんは、《捕食鬼プレアー》に襲われた時のことで僕にいろいろと疑念や関心を持っている。そのことを考えると、下手なことを言ったら、また僕にいろいろ訊たずねてくる気がする。それはあまり好ましくない。

「難しいなぁ」

「え、何が？」

　思わず不安を口に出してしまった僕を、花芽入さんが心配そうな表情で控え目に覗のぞき込こんできていた。どうやら表情に出ていたらしい。

　うーん、こういうのが駄目なんだろうなぁ。

「いや、何でも無いよ。ちょっとした独り言だから、気にしないで」

「ん……、そう？」

「それよりさ、花芽入さんはお礼って言ってたけど、結局のところ今日は僕をどこに連れて行くつもりなのさ？」

　垂れ気味の目で疑わしそうに覗き込んでくる花芽入さんの視線に耐えかね、僕は話題を変えてみる。

　花芽入さんはそれでもなお僕に疑念の眼まな差ざしを向けてきていたが、数秒後には「まぁ、いっか」と言って、制服のスカートを翻しながら再び歩き出した。どうやら諦あきらめてくれたようである。そのことに胸中で安あん堵どしつつ、急いで彼女の隣に並ぶ。花芽入さんはそれを待っていたかのように口を開いた。

「今日はね、私のお薦めのお店に向かってるの」

「お薦めのお店？」

「うん。しかも結構穴場なんだ。学校でも、殆ほとんどの人は知らないんだよ？」

　花のような笑顔、なんて表現が浮かぶくらいに、花芽入さんは嬉うれしそうに話している。見ているこっちまで思わず頬ほおが緩みそうになるほどだ。

　しかし、僕はその笑みに流されてはいけない。彼女の真意がどうあれ、僕は吸血種であり、《共生者ジユーナー》だ。

　最優先すべきは、彼女個人の意思ではなく、彼女を含む人間に《捕食鬼》の危険が迫らないよう、尽力すること。

　そのことを強く自分に言い聞かせ、ふと気付く。

　いつもなら当然と考えていた《共生者》としての自分を、改めて強く言い聞かせなければいけないほど、僕は彼女に影響されている──のか？

　だとしたら、それは《共生者ジユーナー》として失格だ。

　過程はさておき、僕が彼女に関かかわるのは、あくまでも彼女が以前、《捕食鬼プレアー》に襲われたから。そして、その後の安否を確かめるため。

　それ以上の関心も干渉も──感情も、全すべて不要だ。

「あ、ほら。あそこだよ」

「ん？」

　自分の胸中に整理を付けると、まるで計ったかのようなタイミングで、花か芽が入いりさんは女の子らしい白い指である一点を指差した。

　その先にあったのは、年季を感じさせる古本屋だった。

「案内してもらってなんだけど、僕、あんまり本は読まないよ？」

「あ、違う違う。目的地はその上だよ」

　花芽入さんは慌てたようにパタパタと両手を振って、今度はもう少し上を指差した。

　その指が差した先を目で追うと、古本屋の上には丸く大きな、アンティーク調の窓が二つ見えた。どうやらこの建物は二階建てらしい。

　そのまま左に視線を動かしてみると、古本屋の隣には上階へと続く階段が見つかった。

「えっと、この上って、何のお店？」

「喫茶店だよ。って言っても、階段を上らなくちゃお店の名前も解わからないんだけどね」

　成程。さっき彼女が言っていた通り、穴場というわけか。

「ほら、行こ？」

　子供みたいにはしゃぐ花芽入さんに背中を押され、僕は大人しく階段を上がっていく。

　最上段の右側に、可愛かわいらしい字で『デモネード』と書かれた扉があった。

　ここが入口で間違いないようだが……。

「ね？　結構いい雰囲気でしょ」

　同意を求めてくる花芽入さんには悪いが、ネーミングセンスはどうなんだこれ？

「ちなみに、お薦めはレモンティーとモンブランだよ」

　ほらほら、と未いまだに僕の背中を押しながら入店させる花芽入さん。この子は随分と積極的になったな。それともこっちが素なのか？

「モンブランって、季節に合ってない気がするんだけど」

「季節問わずの美味しさが売りなんだよ」

　花芽入さんは慣れているのか、ウェイトレスさんに二人であることを伝えて、早々に壁際のテーブルへと僕を引っ張っていった。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

「モンブランとレモンティー、二つずつで」

「かしこまりました」

　営業スマイルと言うにはやや不自然な笑みを浮かべながら、ウェイトレスは「少々お待ちください」と言ってテーブルを離れていった。

　そして残されたのは、流されるままの僕と、嬉うれしそうな花か芽が入いりさん。

　とはいえ、瑠る姫き乃ののメールの件もあるし、そろそろ本格的に気を引き締めなくては。

　いやでも、どうやって話を切り出す？　「あれ以来、誰かに襲われたことは無いか？」なんて訊きくわけにもいかないし……。

「ねぇ、玖く堂どうくん。訊いてもいいかな？」

「ん、ん？　何？」

　悩んでいると先手を打たれた。いかん、とにかく口を滑らさないように注意しないと。

「石いし宮みや美み稀き先輩に、告白されてたって、本当？」

「は？」

　──と、吸血種に関する質問に対し身構えていた僕だったが、花芽入さんの口から出てきたのは全く別のことだった。

　花芽入さんは僕を誘う際、「この前のお礼」と言っていた。この前とは、疑うまでも無く彼女が《捕食鬼プレアー》のおっさんに襲われた時のことの筈はず。だったら訊きたいこともそれに関することだと思っていたんだけど……、どういうことだ？

「ね、どうなの？」

「え？」

　再度かけられた声に前を見ると、花芽入さんは縮こまって、顔を赤くしながら上目遣いに僕を見ていた。

　その様子からは、彼女がその質問を軽い気持ちでしているようには見えない。

「あー、うん。まぁ、そんなこともあったね」

　その様子に気け圧おされるように僕が答えると、花芽入さんは何な故ぜか興奮したように身を乗り出してきた。

「え、本当なの？　本当に告白されたの？」

「まぁ、そうなるけど……」

「それって、その、断った──んだよね？」

「うん。ま、一身上の都合もあったし、僕、あの先輩のことは全然知らなかったし」

　いくら終わったこととはいえ、自分の関かかわっている色恋話をするのは、結構恥ずかしいものなんだね。そう気づくと、自然と顔が熱くなっていく気がして、僕は頬ほお杖づえをつくようにして右手で顔を覆った。

「そっか……。本当だったんだ」

「え、もしかして噂うわさになってたりする？」

「あ、えぇと……」

　もし噂うわさになっていて、その上尾お鰭ひれがついていたら嫌だなぁ、と思って訊たずねてみると、花か芽が入いりさんは急に表情を曇らせた。

「どうしたの？」

「うん。……その、ちょっと言い難いんだけどね」

　その言葉に嘘うそは無いようで、店内に他に人はいないのに、花芽入さんは声を潜めた。

「玖く堂どうくんが石いし宮みや先輩に告白された日から、石宮先輩、学校に来てないんだって」

「はぁ……、は？」

　え、何それ。それってどう考えても。

「僕が振ったことが原因って、噂が流れてるってこと？」

「うん……。でも、元々石宮先輩って男子との付き合いが多いって噂もあったから、他の男の人に慰めてもらってるんじゃないかー、って言う人もいるの」

「でも、学校に来てないって……。僕のことがあってから、五日くらいだよね？　風邪とか──にしちゃ、確かに長いかな？」

「それがね、寧むしろ家族から学校に連絡があったみたい。『うちの娘が帰ってきていないのですが、知りませんか？』──って」

　もし今の花芽入さんの話が事実だとすると、少し不安を覚える。

　もし石宮先輩（花芽入さんが何度も言うから覚えられた）が、どっかの男の人のところで僕に振られたことを慰めてもらっている、というのなら問題は無い。

　だが家族に連絡が入っていない、ということを聞くと──考えさせられる。

　もしかしたら、《捕食鬼プレアー》の被害に遭ってしまったのではないのか、と。

　これが考え過ぎだというのなら、問題は無い。それで笑われたとしても構わない。

　だが、ことがことだ。特に今は、あのおっさんの親にあたる《捕食鬼》が確認できていない以上、警戒しすぎて損は無い筈はず。

　これは、花芽入さん本人のこと以上に重要な話を聞けた気がする。

「あ、笑った」

「え？」

　花芽入さんに指摘されて、反射的に顔を覆っていた右手で口を触ってみると、確かに口端が引ひき攣つっていた。

「そんなに石宮先輩がいなくなったことが嬉うれしかったの？」

「え、あ、いや。流石さすがにそんな不謹慎なことは思わないよ。えーと、そうだ、あのね、もし石宮先輩が他の男の人のところにいたとして、僕の悪口をあることないこと言ってたら面白いなー、って思って、その、うん。あははは……」

　誤魔化すため早口で捲まくし立たててみたが、最後には乾いた笑みが漏れるだけである。

　ていうか、何で笑うんだよ、僕。自分で自分が解わからない。

　ぐにっ。

「もーちょっと、こう、ゆるーく笑うとかっこいいよ？」

「……むぃ？」

　何な故ぜか。花か芽が入いりさんがテーブルに腹はら這ばいになるように乗り出してきて、僕の頬ほおの左右に人差し指を一本ずつ添えていた。

「えと、これ、何？」

「笑い方講座」

　なんちゃってー、と笑いながらも、花芽入さんは僕の頬から指を離さない。

「僕の笑い方、そんなに変？」

「うーん、ちょっと明言は避けます」

　それ、肯定してるよね。

　そういえば、僕の笑い方は悪役のようだ、と言われていたっけ。ということは、花芽入さんにも僕の笑みはそう見えたってことなのだろう。

　無意識に笑っていた挙句に、それをあまり交友の無い人から遠回しに駄目出しされていたと思うと。うん、まぁ。凹へこむね。

　そんな僕の心境を知ることも無いだろう花芽入さんは、僕から指を離して椅い子すに座り直し、組んだ手に顎あごを乗せ、顔を少し傾けた。















「でも、玖く堂どうくんの笑った顔って初めて見たなぁ」

「ん？」

「玖堂くん、あたしと話す時はいっつもつまらなそうにしてるか、難しそうな顔をしてるんだもん」

　そりゃあ、吸血種の情報を少しでも聞き漏らさないように必死ですし。

「でもね、思い出してみると、あの時の玖堂くんはよかったなぁ、何か、自然体っていうか、飾ってないって言うか、そんな感じ」

「あの時って、どの時？」

「あたしを助けてくれた時」

　また、花のような笑みを浮かべながら、今度こそ花か芽が入いりさんが踏み込んできた。

　その唐突さへの驚きが表情に出てしまったのだろう。花芽入さんは笑いながら組んだままの手で僕を指差した。

「ほら、今みたいに凄すごく真面目まじめな顔。嫌いじゃないけど、凄く壁を感じちゃう」

「あー、と。それって、この前の昼休みの続き、かな？」

「ううん。あの夜の続きだよ？」

　あの夜、と明言されてしまった。とはいえ、以前と同じく僕が認めなければ有う耶や無む耶やにできることには変わりがない。

　このまま質問攻めになることを考えると、瑠る姫き乃ののメールの件の達成が難しくなりそうではあるが、事実が露呈するよりはマシだと諦あきらめるしかない。

「お待たせしました」

　なんて、体感的には《捕食鬼プレアー》と相対した時並みに緊張感を募らせていた僕の前に、二つの小皿が並べられた。

　小皿の上には、モンブランとティーカップが載せられている。

　見れば、花芽入さんのまえにも同じものが置かれていた。

「それでは、ごゆっくりどうぞ」

　最初と変わらぬ笑みを浮かべて去っていくウェイトレスを横目で見ながら、僕は毒気が抜かれた気分になり、思わず大きく肩を落としてしまう。

　対して花芽入さんは全く動じた様子を見せず、嬉うれしそうにフォークを手に取っている。

「ね、玖堂くん。この話は後にしてさ、これ、食べよ？」

「あぁ、まぁ、……そうだね」

　このことに関しては彼女に賛成なので、僕は気を取り直して目の前に並べられたモンブランとレモンティーに視線を移した。

　ふむ。モンブランは大きすぎず小さすぎず、ちょうどいい大きさで、色も形も文句のつけようのないくらいに整っている。これは確かに、美味そうだ。

　基本的に、僕は食事に関してそこまで精通しているわけじゃない。実際、屋敷でも愛あい恋こが用意したものを特に何かを考えることも無く普通に食べている。

　でも、これは確かに。思わず感嘆の声を漏らしたくなるほど綺き麗れいなものだった。

「ね？　見た目だけでも十分凄すごいでしょ？　でも、味も凄いんだから」

　いかにも先に食べてほしそうに、にこにこと笑う花か芽が入いりさん。その笑みに後押しされるように、僕はフォークを手に取り、モンブランへと突き刺した。

　そのまま一口サイズより少なめに削り取り、口に入れる。

　その味に、僕は久々に食事というもので感心した。

「……美味いね」

「でしょ？」

　月並みな感想しか言えない僕を責めることも無く、花芽入さんは自分のことのように顔を綻ほころばせながら、フォークを手に取ってモンブランを食べ始めた。

　僕もそれに倣うように、再びモンブランにフォークを刺し込む。

　うん、やっぱ美味い。ついでに、レモンティーも程よい甘さと渋みがあり、こちらの味も十分に堪たん能のうさせてもらった。



　それから数分後、最後の一欠片かけらを惜しみながらモンブランを食べ終わり、僕も花芽入さんもレモンティーを味わっていると、花芽入さんが口火を切った。

「それで、少しは話してくれる気になったかな？」

「あー……………………、何をかな？」

　一瞬、マジで話してしまいそうになったのを気合と共にレモンティーで呑のみ込こむ。

　危ない危ない。あまりの美味しさに気が緩んでた。

「そっか、まだ駄目かぁ。……じゃあさ、先にあたしの話を聞いてくれないかな？」

「……話を聞く程度なら別にいいけど」

　消極的な物言いをしてはいるものの、僕は内心で軽くガッツポーズをしていた。

　話の内容は解わからないがあちらが話し手になってくれるのなら、こちらも質問がし易やすい。そうすれば、瑠る姫き乃ののメールの件もこなせる可能性が出てくるからだ。

　一転したこの状況、できれば無駄にしたくない。

　そう決意する僕の前で、花芽入さんはティースプーンでレモンティーを掻かき混まぜながら話し始める。

「五日前からのこと、石いし宮みや先輩のことは話したけどね。もう一つ、あたしが五日前から気になってることがあるんだ」

「五日前、ね」

　日にちだけなら、僕と瑠る姫き乃のが花か芽が入いりさんを助けることになったのも五日前になる。

　そう考えると、やっぱり質問攻めになるのか、と胸中で溜ため息いきを吐つくが、花芽入さんの口から出てきた話題はまるで別のものだった。

「ねぇ、玖く堂どうくんは『生きてる死人』の話は、知ってる？」

「んん？」

「えっとね、何回か又聞きしてる話だから、内容が変わっちゃってるかもしれないけど」

　そう前置きして、花芽入さんはティースプーンを小皿の上に置き、身を乗り出した。

「誰が見たのか定かじゃないんだけど、『生きてる死人』って呼ばれてる理由はね、その人の肌が土気色だったり、凄すごい怪け我がを負ってたりするんだけど、次の日どころか、早い方だと、数時間後には何も変わった様子を見せないで普通に生活してるから──なんだって」

「……僕は、初耳だね」

　それは確かに、五日前のこととは別の話だった。

　しかし、僕はその話を、花芽入さんの五日前の話と、完全に無関係と断言することができる内容ではなかった。

　それは、花芽入さんも同様だったらしい。

「真面目まじめな顔してる」

　唐突にそう呟つぶやいた花芽入さんも、真面目な表情で僕を見ていた。いや、垂れ目だから解わかり難いが、もしかしたら睨にらんでいるのかもしれない。

「ねぇ玖堂くん、この話って、五日前の……、あたしが君に助けられたことと関係があるんじゃないの？　あの、恐こわい人たちと──」

　ついに花芽入さんが最も訊ききたかっただろうことを訊たずねてきた。しかし僕は、彼女の言う『生きてる死人』の話がこれ以上は無いと判断した途端、すぐに椅い子すから立ち上がった。

「玖堂くん？」

「急用ができた。今日は帰らせてもらうよ」

　もし、この話の続きが事実であるのなら、即座に瑠姫乃たちに伝える必要がある。

　それこそ、ここで花芽入さんの我わが儘ままに付き合っている時間も惜しいほどだ。

「それで、モンブランとレモンティーって、いくらだっけ？」

「え、呼び出したのはあたしだからお金はあたしが払うけど……、って、そうじゃなくて」

「そう。じゃあ悪いけど、支払いはよろしく」

　呼び止めてくる花芽入さんに応こたえることはせず、支払いの件は甘えることにして、さっさと出口に向かう。

　だが、慌てて立ち上がった花芽入さんに、僕は制服の袖そでを掴つかまれて引き止められた。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　どうしていきなり……」

　言葉の途中で、花芽入さんははっとした表情を見せる。その反応は、この状況では当然だと思った。

「今の話、やっぱり、あたしを助けてくれた時のことと関係あるんでしょ？　そうだよね？」

「さぁ、僕は知らないよ」

「嘘うそ！　本当に関係が無いなら、ちゃんと教えてよ！」

「だから、僕はキミを助けた記憶なんて無いよ」

「でも！」

　ここが喫茶店であることを忘れたかのように叫ぶ花か芽が入いりさんに、僕はまっすぐ向き合う。

　彼女の顔は、今日見た中で一番悲しそうな表情をしていた。だからだろうか。僕は、思わず口を開いていた。

「一つだけ、教えておくよ」

「え……」

「この世には、知らない方が幸せなこともある。平穏に生きたいのなら、ね」

　僕はそれだけ言い残し、まだ袖そでを掴つかんでいた花芽入さんの手を振ふり解ほどいて、『デモネード』の出入り口に向かう。

　僕だって解わかっている。さっきの言葉が、花芽入さんの疑問に対する全すべての答えになっているってことくらい。

　でも、花芽入さんは何かを言っておかなくちゃ離してくれそうにはなかった。だから僕は、最低限でも真っ当な言葉で伝えた。あとは、彼女自身が関かかわるべきではない、と納得してもらうしかない。

　そう願いながら扉を開けた時、背後で小さな声が僕に届いた。

「あたしは──」

　切実なその言葉を、僕は扉を閉じる音で、聞こえないふりをした。



　　　　　　　　　☆



　喫茶店を出て、ショッピングモールに戻ると、周囲は買い物や帰宅している人で溢あふれ返かえっていた。

　ケータイの液晶を見ると、十八時を過ぎたことを教えてくれた。日は──沈んではいないが、それも時間の問題といったくらいか。

　ともあれ、僕は発信履歴から屋敷の固定電話の番号を選び、すぐに通話ボタンを押して、右耳に添える。歩きながら通話するのはこの人ひと混ごみでは危ないが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　すれ違う人の迷惑そうな表情を無視しながら進んでいく中、二回のコールの後で聞き慣れている声が聞こえてきた。

『はい、もしもし。須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけですが』

「あ、愛あい恋こ？　瑠る姫き乃のはいる？」

『あぁ、凛りん斗とですか。デートは楽しかったですか？』

「何でそんな刺とげ々とげしいのさ？」

『自身の胸に訊きくことです。ともあれ、何か急用のようですね』

「うん。《捕食鬼プレアー》のことで、ちょっとね」

『──かしこまりました、少々お待ちください』

　流石さすがに《捕食鬼》の名を聞いてふざけるつもりは無いのか、愛恋はすぐに受話器を置いたようで、耳元に『ごとり』と硬質な音が響いた。

　保留ぐらい使おうよ、などと同居人の機械音痴を嘆く間も無く、瑠姫乃の声が耳に響く。

『凛斗か？　私だが』

「あ、瑠姫乃？　取とり敢あえず手短に言うけど──まだ《捕食鬼》がこの町にいるかもしれないっていう情報を掴つかんだ」

『──何？』

「正直、結構曖あい昧まいな話らしいから、詳しい話は屋敷に戻ってからするよ」

『解わかった。……その、それで、だな』

　そのまま電話を切るかと思いきや、瑠姫乃は何か言いたそうに通話を続けている。こういう時にただ待っているのは時間の無駄になりそうだったので、こちらから促してみる。

「うん？　何？」

『その、花か芽が入いりさんの方は、問題は無かったか？』

「あぁ、そのことね」

　そういえば『生きてる死人』の話で少し忘れていたけど、瑠姫乃は彼女の心配もしてたんだよね。

「たぶん、大丈夫だとは思う。そのことも屋敷で話すよ」

『……そうか、解った。では、待っている』

「うん、それじゃ、また後で」

　通話を終えて、ケータイを制服のポケットにしまう。

　そうしてようやく、人にぶつからないよう、前方に注意を向けて、



　ふと、左側をすれ違った誰かが、見覚えのあるピアスをしている気がした。



「──え？」

　理由は解らない。だけど、気付けば僕は思わず足を止め、振り返っていた。

　しかし、見えるのは個々の判別が難しいほどの人の波。

　呆ぼう然ぜんとしていた僕は、右肩がスーツ姿の男性に軽くぶつかったことで正気に戻った。

「あ、と。ごめんなさい」

　慌てて謝ってから、改めて人ひと混ごみの中を流れに沿うように進む。

　それにしても、あのピアス──青い六芒星って、何ど処こで見たんだっけ？



　　　　　　　　　☆



　須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷は、煤すす野や町ちようの南端にある小高い丘の上に建っている。

　屋敷から邦ほう羚れい高こう校こうの間には住宅街があるのだが、その住宅街と屋敷の間には建物が殆ほとんど無く、それに伴い光源も少ない。

　敢あえて見えるものを挙げれば、四方の隣町へと向かう分かれ道と、交通看板がちらほら、という程度。

　基本的に人気の無いこの通り。瑠る姫き乃のが猫を被ったり外したりするイメージがある。

　逆に言うと、それ以外のイメージは殆ど無いため──それは、異様なほどに印象強く僕の目に映った。

「ん？」

　早足で進む僕の前方、目測で三十メートルほどか。

　見慣れない男が三人、こちらに向かって歩いてきている。

　その三人の見た目を一言で表すと、チャラい。あからさまに自由と身勝手の境目が曖あい昧まいな感じ。少しでも真面目まじめに生きていると、確実にお近づきになりたくないという気持ちが湧わいてくる気がする。

　あと、なんていうか典型的な感じで、左からチビ、デブ、ノッポと並んでいる。

　こんな時間にそんな人たちが、横一列に並んで談笑しながらこちらへと歩いている。

　ああいう人たちに絡まれたらたまったものじゃない。ここは目を合わせないようにして通り抜けるのが得策だろう。

　それでも声をかけられたら、全力で屋敷まで駆け抜けよう。僕は《捕食鬼プレアー》相手に殺し合いはしても、一般人相手に乱暴をする趣味は無いのだ。

　そうと決めたら躊躇ためらう理由も無い。僕はさらに足を速める。

　男たちはまるで僕が見えていないように、相変わらず談笑しながらゆっくりとこちらに向かっている。

　よし、この調子なら絡まれることも無いだろう、と半ば確信しながら、三人の中でチビの脇わきを抜け──る寸前に、僕は男の一人に右肩を掴つかまれた。

　しかも、一般的とは言い難いほどの握力で。

「え」

　驚いて顔を上げると。

　三人の男たちは、濁った赤色の瞳ひとみで、真まっ直すぐに僕を見ていた。



　　　　　　　　　☆



　吸血種──というか《捕食鬼プレアー》における最も危険な点。

　それは、「人型であるのなら社会に溶け込める」ということだ。

　実際、《捕食鬼》と特別視はしているが、その本質は人の血を吸うというだけで、《共生者ジユーナー》と同じ吸血種でしかない。

　だから、魔力や能力による感知も、決定的な場面──人の血を吸っていたり、《屍喰グール》や《兵儡レインク》を操っている──を確認しない限り、確信には至れない。

　そのため、《共生者》は《捕食鬼》の情報を重宝する。

　たとえ《捕食鬼》としての活動を自身では確認できなくとも、他の場で行い、今は身を潜めているだけ、ということも大いにあり得るのだから。

　だが、それ以上の問題もある。それは、ノーマークの人物が吸血種だった、もしくは知らぬ間に吸血種になっていた、という場合だ。

　昨日まで親友だった人物が、次の日には《捕食鬼》の《兵儡》になっていた。そのことに気がつかずに血を吸われ、それがネズミ算式で連鎖を起こし、町村が一つ消えたという話は、過去にいくらでもある。

　このケースの最大の難点は、発覚させる方法が、殆ほとんど運任せということだ。

　事前情報も何も無い状態では、それ以外の事実を知る術が無い。

　これが《共生者》が《捕食鬼》に対するディスアドバンテージ。常に受け身になってしまい、被害を零にできない最大の理由だ。



　　　　　　　　　☆



　目の前の男たちが《屍喰》だった。

　そう判断した僕は、即座に思考を切り替え、カバンを後方に放り投げる。

　そのまま右腕で、右肩を掴つかんでいるチビの手を振り払い、同時に身を沈めて右足を回すようにチビの足を払う。

　そのまま前のめりに倒れてくるチビの顔面に、僕は立ち上がりざまに左ひだり膝ひざを叩たたき込こみ、右手でチビの後頭部を掴んで、一度軽く持ち上げてから、全力で道路へと叩たたき付つけた。

　能力が《強化グロウ》ではなくとも、吸血種の腕力で叩き付けたため、男の顔面はぐちゃり、と鈍い音を立てながら、道路に罅ひびを入れた。

　チビは一瞬全身を大きく震わせたが、それ以上動きを見せずに道路に血を広げていく。

　灰になっていないから死亡したかどうかは解わからないが、すぐに起き上がることは無いだろうと判断し、残る二人に視線を向けると、既に四本の腕が僕の目前まで迫っていた。

「ぅ──わ、っとぉ！」

　上体を仰のけ反ぞらせながら腕を避けて、その勢いのままに三連続のバック転で後退し、二人から距離を開ける。

　実際に殺し合いの場に出たから解るけど、こういうアクロバティックな動きって結構回避行動としては優秀なんだよね。

　そうして間合いを取り、一呼吸置く。その間にチビの様子を見ると、その身体からだは衣服を残して灰になっている最中だった。

　やっぱり、《屍喰グール》だったわけか。

　半ば反射的に対応していたから実感は薄かったが、消えていくチビの死体を見て、その考えは確信に変わる。僕は残ったデブとノッポから視線を逸そらさないようにしながら、ケータイの緊急信号のボタンを押した。

　僕たちの持つケータイは、屋敷の住人同士ではボタン一つで緊急信号を送れる機能を（非合法に）つけている。その信号は現在地まで相手に知らせてくれるので、これで屋敷にいる筈はずの女性陣も、しばらくすれば助けに来てくれるだろう。

　それにしても、こいつらは僕が隣に来るまでは完全に吸血種の気配はさせていなかった。確かに僕は吸血種や魔力を感知する能力は持っていないが、それにしたってここまで近づけば、勘のようなもので判別できたりもする。おそらくは（あんまり認めたくないけど）同種としての共鳴みたいなものがあるのだろう。

　実際、五日前の《捕食鬼プレアー》の時も、視界に捉とらえた時にはその感覚はあった。

　なら、何でこいつらにその感覚が無いのか。心当たりは、一つだけあった。

「屍し気き操そう作さ、か」

　僕は知らず知らずのうちに、忌々しく呟つぶやいていた。

　屍気操作は、吸血種が《屍喰》を操る上で扱える能力の一つで、その効果は《屍喰》の気配の隠匿。これにより、祢ね亜あのように嗅きゆう覚かくや聴覚で探らないことには《屍喰》の捜索や感知が難しくなる。特に魔力や気配で感知するタイプは完全に機能しなくなる。

　素体である《屍喰》は、元が死体であるだけに、その能力自体は容易に扱える。ただこの能力には欠点がある。

　この能力は、魔力で操っている《屍喰》に対し、《屍喰》の肉体維持に回している魔力を断つことだ。その結果、魔力で生前同様の行動を可能にしていた肉体は、文字通り動く死体となり、腐敗し、朽ちていき、最期には消滅する。

　これはつまり《屍喰グール》を使い捨てるための能力。《捕食鬼プレアー》がこの能力を使う理由は、大きく分けて二つ。

　多勢によって、少数の敵を圧殺するため。もしくは、敵の情報を探るため。

　前者にしては、三人というのは少なすぎる。実際、屍し気き操そう作さで数の暴力を行う際は、最低でも五十は揃そろえるらしいし。

　となると、今は確実に後者だろう。というところまで思考が回った時、ノッポが明らかに鋭利さを増した犬歯を剥むき出だしにして、両手を伸ばしながら突っ込んできた。

「くっそ、こっちは丸腰だってのに！」

　とはいえ、基本的に《屍喰》の動きは単調だ。だから注意すべきなのは、吸血種の怪力で押さえ込まれることだけ。

　僕は覚悟を決め、死角からデブに襲われないよう注意を払い、ノッポに突っ込む。

　伸ばされた両腕は少し屈かがんで避けて、ノッポの右目に向かって右の拳こぶしを叩たたき込こむ。同時に、右手にぐちゅりと、柔らかい──眼球が潰つぶれた感触。それを気にかけることなく、そのまま全体重を載せて右手を振り抜くと、ノッポは仰向けになって後ろへと吹き飛ぶ。

　僕は右手を振り抜いたままバランスを取り、そのまま僕の背後へと回っていたデブに、右みぎ肘ひじを叩き込む。

　殆ほとんど勘だったが、僕の右肘は見事にデブの鼻に突き刺さり、そのままデブを吹き飛ばす。

「……んー、まだ動く、よね」

　僕を挟むように、前後に倒れた《屍喰》は、まだ灰にならず、ふらつきながらも起き上がろうとしている。

　頭部を狙ねらったとはいえ、最初のチビのように道路みたいな硬い物に叩たたき付つけたわけじゃないから仕方は無い。

　だから、僕は立ち上がろうとしているデブへと即座に駆け寄り、その顔面に左足で前蹴りを叩き込んだ。その勢いでまた仰向けになるデブ。僕は勢いに任せ、仰向けに倒れたデブの顔面を右足で踏み抜いた。

　ごぎゅ、と、固い音を立てながら、チビの時と同じく道路に罅ひびが入る。流石さすがに頭部を踏ふみ潰つぶすことはできなかったが、こちらも一度痙けい攣れんを起こしただけで、動かなくなる。

　それを確認しながら振り向くと、ノッポは丁度起き上がったばかりだった。その右目は、僕の拳によって潰れて、眼がん窩かからは多量の血が流れている。

　しかし、その傷に痛みを覚えている様子は無い。

「ま、でも、一対一ならどうにかなるね」

　僕は、基本的に多数対一に向いていない。それは自覚している。でも、流石に相手が《屍喰》で、数も多すぎないのなら、冷静に対処すればこの通り。

　その程度の実力は、この二年間で嫌というほど培ってきた。

　さておき、最後に残った《屍喰グール》は、仲間であるチビとデブが倒されたことで何かしら変化があったのか、立ち上がりこそしたが、僕の様子を窺うかがうように動こうとしない。

　生あい憎にくと僕は《屍喰》になったことは無いから、何を目的としているのかは解わからない。（ていうか、《屍喰》って意識は無い筈はずだし）だけど、このまま睨にらみ合あっている気も無いし、それ以上に逃がす気も無い僕は、即座にノッポへと突っ込む。

　別方向からの不意打ちを気にする必要が無いのだから、愚直でも叩たたき潰つぶせばいい。

　今度狙ねらうのは、首。一握りで──。

「圧へし折おる！」

　近づく僕にノッポが腕を伸ばす、が、僕にとっては遅すぎる。顔を逸そらすだけで伸ばされた腕を躱かわし、左手でノッポの喉のどをしっかりと掴つかむ。

「──ふっ」

　一瞬、息を整え、そのまま握り潰──すより早く、僕はノッポの両腕に抱え込まれた。

「え」

　それは、先程までの動きとはまるで違う。明らかな変化。

「な、何で──」

　その時に、気付いた。

　いつの間にかノッポに、《屍喰》としての、吸血種としての気配が──ある。

「な、屍し気き操そう作さが、解かれた？」

　何でこのタイミングで？　いや、今はそれよりも脱出が優先！

「こ、の……！」

　回された腕が万力のように僕の身体からだを締め上げる。その痛みに悲鳴を漏らしそうになるのを堪えながら、掴んだ左手により力を込めて、その喉を──首の骨を、圧し折った。

　ごきり、と鈍い音が僕の耳に響く。同時に回されていた腕が、力無く離れていく。

「──はっ、はぁっ」

　僕は、倒れていくノッポに警戒しながら後退して、荒れた息を整える。

　だが、ノッポが僕の警戒が無意味とでも言うように、衣服を残して灰になっていく。

「……はぁ、は。……あぁもう、でも、何でいきなり──」

　完全にノッポは灰になったのを見て、気が緩んだ僕は、膝に手を当て、上体を支えながら呼吸を整えていると、背後から荒々しく羽は交がい締じめにされた。

「んが、ぁあ!?」

　慌てて振り向いて、視界に映ったのは、濁った赤い目。

「まだいたのかよ！」

　寧むしろ、こうなるとさっきまでの三人が囮おとりだったと考えた方が妥当なのだろう。そうなると、最後に殺したノッポがやられる前に屍気操作が解かれたのも、その影響で僕を締め上げたのも、こうして他の《屍喰グール》の接近を気取らせないためだったのかもしれない。

　となると、《屍喰》の親は──《捕食鬼プレアー》は、この近くにいるかもしれないのか？

「あぁ、もう、瑠る姫き乃のたちはまだかよ……！」



「あら、もう連絡しちゃったの？　そんな素振りは特に見当たらなかったけど……。抜け目が無いわね」



「…………は？」

　聞き覚えがある声。

「そうなると、早く終わらせなくちゃね。邪魔されるわけにはいかないし」

「な、あ、あんた……！」

　気づけば、目の前には一人の女子が、立っていた。

　服装は、胸元を緩めた白いブラウスに青いカーディガン。灰色のロングパンツ。

　目を引く特徴は、ウェーブのかかった長髪と──見覚えのある、六芒星の青いピアス。

「石いし宮みや、美み稀き？」

「あら、覚えていてくれて嬉うれしいわ。玖く堂どう凛りん斗と君」

　彼女──石宮美稀は、背後に数十人の男を引き連れている。

　その男たちの目は、全すべて濁った赤色をしていた。

　それを見た瞬間、僕の脳裏に花か芽が入いりさんの話が浮上する。

　五日前から行方ゆくえ不ふ明めいだった石宮美稀。『生きてる死人』の噂うわさ話ばなし。

　吸血種の存在を知りながら、目の前の彼女の姿を見て、その二つに繋つながりが無いと思う奴やつは、余程の馬ば鹿かか捻ひねくれ者だろう。

　少なくとも僕には、目の前の少女が『生きてる死人』を起こした犯人──《捕食鬼敵》にしか見えていなかった。

「知らない間に、随分と人気者じゃないですか、先輩」

「そうね。元々男のオトモダチは結構いたんだけど、君に振られてから少し自や棄けになっちゃったのよね」

　自棄、ねぇ。訝いぶかしむ僕に、石宮先輩──いや、石宮美稀は、「でも」と嬉しそうに口を艶なまめかしく動かす。

「彼らは随分親身になってくれたわ。それこそ、命を投げ捨ててくれるほどに、ね？」

「そりゃ、凄すごい。僕だったら絶対にごめんだね」

　ともあれ、未いまだに羽は交がい締じめにされている僕を、彼女はどうするつもりなのか。少なくとも、今すぐ殺す──という様子は見えない。だったら。

「それで、石宮先輩。あんたはマジで吸血種になっちゃった──って、ことでいいの？」

「──いいえ。していただいた、よ。五日前に貴方あなたたちが殺した、私の主様にね」

　殆ほとんど確信してはいたのだが、にこやかに返された答えは、石いし宮みや美み稀きが《捕食鬼プレアー》になっていたことへの裏付けになった。

「……マジかよ。ってことは、僕に告白しに来た時には、もう？」

「えぇ。根本的には同じ種族なんだから優しくしてくれると思ったのに、凛りん斗と君ったら、気付かないどころか、物もの凄すごく冷たいんだもの。らしくないほどに焦っちゃったわぁ」

　細長い指で髪をかき上げながら、流し目で笑みを浮かべる石宮美稀。その姿は、大抵の男なら見み惚とれるのだろうが、僕にとっては、冷やかしのようにしか思えない。

「あんたの目的は何だ？　どうしてこんなに多くの《屍喰グール》を作る？」

「主様の命令だからよ。私が動く理由としては、それが最上なのだから」

　今の言葉で確信する。彼女は、確実に《兵儡レインク》だ。しかも──親である《捕食鬼》が死んでもなおその影響が解けていないあたり、かなり根強く魔力の影響を受けている。

　これは、もう救えないな。

「さて、お話の続きはこの後でいいかしら？　貴方も立場上いろいろと知りたいのでしょうけど、ここで長話をするのは私にとって危ないから」

「じゃあ、最後に一つ。どうして僕を捕まえたの？　どうして、今すぐ殺さないの？」

　僕の質問に、石宮美稀は体のラインを誇張するように胸を張りながら、相変わらず男好きするような視線を向けてくる。

「それは、後で解わかるわ。それでも一つ答えてあげると……。約束だから、かしらね？」

　その時、暗がりで判然とはしなかったが、石宮美稀はほんの僅わずかに苦々しい表情をした──ように見えた。

「その約束ってのは？」

「質問ばっかりで時間稼ぎするのはもう止めて頂ちよう戴だい。私、まだあの屋敷の人たちと鉢合わせしたくないの」

　そう言って、石宮美稀が右手を挙げると、彼女の後ろに控えていた男たち、《屍喰》のうち、数人がこちらへと近づいてくる。本格的に僕を捕縛するつもりらしい。

「……あっそ、じゃあ、もういいよ」

　時計を見てないから、どれだけ時間が経たったのか解らないが、この状況で瑠る姫き乃のたちが間に合っていないのなら仕方がない。『月つき削そぎ』も使えないけど、見た感じで相手は能力も武器も無い。だから。

　この《捕食鬼》石宮美稀は、ここで仕留める。

「あら、随分反抗的な目ね」

　僕の敵意に気付いたのか、それでも石宮美稀は余裕の表情で、《屍喰》に僕を捕縛させるより先に僕に近づき、その白い指で僕の顎あごを持ち上げてきた。

「でも、安心して？　私は君の今のご主人様よりも優しくしてあげるから」

「興味無いよ。それに、僕は瑠る姫き乃の以外の下につく気は微み塵じんも無い」

「あら残念。でも、今の君は抵抗できないでしょう？　あの物騒な武器は使えないみたいだし、身体からだは強いみたいだけど、この数が相手だったらそれも無意味みたいだし」

「まぁね」

　どうやらこっちの情報は結構漏れているらしい。

　それでも、全すべての情報が漏れているわけではないと知って、安心した。

「だから僕はキミだけを殺すよ」

　相手が《屍喰グール》だけだったら無理だったろうけれど、その親である《捕食鬼プレアー》が目の前にいる。だから、そいつだけを殺すのなら、このタイミングなら、瑠姫乃の言いつけを破ることにはなるが、殺せる。

　そう確信して、魔力を組み上げようとした時。

　ドパン、と破裂したような音が聞こえた。直後、僕と石いし宮みや美み稀きの隣に何かが落ちてきた。

「え」

「何よ、これ──」

　それは、頭部の無くなった人の身体だった。

　その首無しの死体は石宮美稀が呆ぼう然ぜんと眺める間に、衣服を残して灰になっていく。

　そして全身が灰になる前に、またしても響く、何かが破裂したような音。今度は二回。

　続いて、またしても落ちてくる首無しの身体──《屍喰》の残ざん骸がい。

「な、何!?」

「あー……。はいはい、間に合ってくれたのか」

　驚き、戸惑いながら長髪を揺らして背後を見る石宮美稀。その姿を見ながら、僕は組み上げていた魔力を鎮めた。

　彼女が来たのなら、もう僕が能力を使う必要は無い。

「でもさ、ちょっと遅いよ──愛あい恋こ」

　僕の文句に応こたえるように、ズドン、と派手な破裂音が響き、道を開けるように数体の《屍喰》が吹き飛ぶ。

　その先、外灯に照らされるようにして。



　メリケンサックを装備した久く慈じ臣おみ愛恋が、メイド服を着て拳こぶしを構えていた。



「あぁ、凛りん斗と。ようやく見つけましたよ」

「ん、ありがと。でも、もうちょっと早く来てくれると嬉うれしかったかなぁ」

「夕食の支度が途中でしたので」

「僕の命って夕食以下なの!?」

「そうですね。お嬢様のための夕食ですので。優先順位が貴方あなたの方が低くなってしまうのは仕方がありません」

　愛あい恋こはさらっと酷ひどい基準を言いながら、構えを解いてこちらに歩いてくる。その姿は、どう見てもいつも通りで、だからこそ、この緊急時でも信頼感と安心感がある。

「本当、ぶれないねぇ、キミ」

「賞賛、痛み入ります」

　僕たちの会話を遮るように、《屍喰グール》が二体、左右から愛恋へと襲いかかる。

　しかし、愛恋はその二人に一瞬だけ視線を向けただけで、その歩みを止めない。

　そのまま二人の《屍喰》が愛恋に手を伸ばそうとして。



　さっき聞こえた破裂音が、二重に響いた。



　遅れて聞こえてくる、二つの重い落下音。またしても首無しの死体が道路に転がる。

「……不ぶ躾しつけか、野暮か。いずれにせよ、教育がなっていないのでは？　それとも、貴女あなたの品位が低いのでしょうか？　石いし宮みや美み稀き、先輩？」

　先程よりも剣けん呑のんな空気を纏まとった愛恋は、軽く足を開いた姿勢で、両の拳こぶしを顔の高さに構えていた。















　何が起こったのか。石いし宮みや美み稀きはそれが解わからないと言いたげに、一歩後ずさりをする。

　と言っても、愛あい恋こは特別なことは殆ほとんどしていない。彼女がやったことを説明すると。

　その拳で、《屍喰》の頭部をぶん殴っただけだ。

　ただ、その拳の威力が段違い──人の頭部を木こつ端ぱ微み塵じんにするほど、というだけだ。

　それを可能にするほどの身体能力の向上。自身の肉体の異常なまでの強化。

　それが彼女の、単純でありながら強力な能力。《強化グロウ》による、身体強化だ。

「な、こんなの、聞いてないわよ！」

　目の前で起きたことに、石宮美稀は狼ろう狽ばいしながらこちらへと戻ってきて、未いまだに《屍喰グール》に羽は交がい締じめにされている僕の頭を荒々しく掴つかんだ。

「い、っだっ」

「動かないで！　動くとこの子が私の奴隷になるわよ！」

　明らかな脅し。実際、少しでも愛恋が何かしようとすれば、彼女は僕の首筋に咬みつくつもりなのだろう。それに対して僕としてはできることが無いわけではないけれど、愛恋が来てくれた状況だと少し迷う。

　基本的に、僕は能力の使用を瑠る姫き乃のに禁止されている。それは使ったら被害が酷ひどくなるとかの理由ではなく、僕の能力が不意打ちや騙だまし討ち、奇襲の類たぐいにとても重宝できるからだ。

　とはいえ、この状況。どうするかなぁ？

「凛りん斗と。貴方あなたは何もしなくて結構です」

　と、迷う僕に、愛恋があっさりと回答をくれた。

「加えて申し上げますと、私も動きません。それで良いのでしょう、石宮美稀先輩？」

「え、えぇ。それでいいわ」

　あっさりと言うことを聞いた愛恋に疑念を抱いている様子ではあったが、まずは撤退を優先することにしたのだろう。石宮美稀はそれ以上追及することなく、僕の頭を離して、残りの《屍喰》を集める。

　その過程で、僕を羽交い締めにしていた《屍喰》が、移動し易やすさを優先してか、僕の両腕を後ろに回して、痛いほどの力で掴んできた。

「それじゃ、悪いけど、彼はいただいていくわよ。大丈夫、殺しはしないわ」

「そうですか。ご愁傷様です」

「え？」

　明らかに噛かみ合あっていない愛恋の答えに、石宮美稀が疑問の声を上げた瞬間。僕の耳元に、ガツンッ!!　と激しい音が響く。同時に、僕の後ろ手を掴んでいた力が緩んだ。

「え!?」

　自由になった僕は、すぐにそこから離れ、愛恋の傍そばまで駆け寄った。見れば、僕を掴んでいたらしき《屍喰グール》は、首から上が引き千切られたような傷跡を残して消失していた。

　石いし宮みや美み稀きと彼女を取り巻く《屍喰》と距離を置くと、先程の耳元で響いた轟ごう音おんの影響で耳が若干痛んだ。

「った、吃驚びつくりしたぁ。流石さすがに耳元は五月蠅うるさいなぁ」

「その程度で済んだのですから、感謝すべきでは？」

「まぁそうだね。見捨てようとした君に向ける感謝は無いけど」

「酷ひどいですね。ここ一番と言うタイミングで来て差し上げたつもりなのですが」

「じゃあ夕飯以上の評価をしてくれないかなぁ！」

「私わたくしはお嬢様が最優先です」

　僕の切実な叫びを愛あい恋こはしれっと流す。その間に、石宮美稀が率いている《屍喰》が、白く大きな影に襲われていた。

「こ、今度は何よ!?」

「貴方あなたの失言の結果、ですよ」

　不測の事態の連続に堪えきれなくなったのか、ヒステリックに叫び出した石宮美稀に、愛恋は姿勢を正して、淡々と教える。

「私の最優先事項は言うまでも無くお嬢様です。そして、彼女の最優先事項は、凛りん斗とです。その凛斗を連れ去るような発言など、彼女が黙っていられるわけありません」

「だ、誰よ彼女って──」

「ご自分で確かめてみては？」

　愛恋が戸惑う石宮美稀に、吐き捨てるように答えた直後、多くの《屍喰》を襲っていた白い影が、僕の目の前に飛んできた。

　それは、獣毛豊かな白猫だった。

　ただし、その体たい躯くは、人が三、四人は乗れそうなほどにでかく、猫の姿ではあるが、猛獣と言った方が的確なほど。

　その純白の獣毛は、《屍喰》の返り血を浴びたのか、点々と赤く汚れている。それ以上に、爪つめや口元は、ペンキにでも突っ込んだのかと疑うほどに、真っ赤な液体を滴らせている。

　僕はそんな血ち塗まみれになった猛獣の頭を、抱え込むようにして撫なでてやる。

「来てくれてありがとうね、祢ね亜あ」

「あ、兄上様、血、汚れちゃう……」

　すると白い猛獣は、見た目に合わない高い声で、遠慮がちに僕から離れようとする。実際、彼女の心配する通り、僕の制服には血が付いたけど、別に気にするつもりも無い。

「いいよいいよ、気にしないで」

「いえ、洗うのが面倒なので気にしてほしいのですが」

　呆あきれた声で水を差す愛あい恋この苦情はスルー。制服は予備もあるし。

　ともあれ、この白猫。先程も僕が言った通り、祢ね亜あなのだ。

　以前は耳と尻尾しつぽだけだったが、《変身チエンジ》の能力で全身を変身させると、このように巨大な白猫の姿になる。その際は嗅きゆう覚かくや聴覚だけでなく、身体能力も獣性のものとして強化されるようで、能力で身体を強化した愛恋同様に、《屍喰グール》程度なら軽く蹴け散ちらせる。

　何より、この状態の祢亜は抱えたり撫なでたりすると物もの凄すごくもふもふしている。これ重要。

「その声……、まさか、飛とび塚づかさん？」

「当たり。可愛かわいいでしょ？」

　見れば、石いし宮みや美み稀きは顔を若干蒼あおくしていた。彼女の背後には、祢亜によって蹂じゆう躙りんされた《屍喰》が順々に灰へと変わっている。

　まだ全滅はしていないだろうが、この短時間でこれほどの強さを、しかも愛恋と祢亜の二人分を見せつけられたのだ。そりゃあ顔も蒼くなるってものだろう。

「何よ、あんたたち、何で、こんな……。躊躇ためらいは無いの？　元は人間だったのよ？」

「キミがそれを言うの？　悪いけどさ、『元は人間だった』なんてことにこだわってると、誰も救えなかった、ていうことになりかねないんだよね──《共生者僕たち》は」

「そう、敵には容赦無し、ってことね……」

　石宮美稀の表情からは完全に余裕が失なくなっていた。その様子に、そう易々と暴れ出すようなことは無いと判断した僕は、祢亜から離れて一歩進み出た。

「さっきは最後って言ったけど、状況も変わったみたいだし？　いくつか質問したいんだけど、いいかな？」

「どうせ私に選択の余地なんてくれないのでしょう？　……いいわ、好きに訊ききなさい」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情で応じた石宮美稀を前に、愛恋と祢亜は油断せず、いつでも跳び出せるように身構えた。

「んじゃ、凄く基本的な質問。この《屍喰》は、全部君が血を吸って作ったの？」

「そうよ、元々彼らは私のオトモダチだったわけだし、喜んで協力してくれたわ」

　顔色こそまだ蒼いままだが、それでも答えは得意げなもの。どうも彼女と僕では、友達という言葉の意味が違っているらしい。

　それとも、これも《兵儡レインク》の影響だろうか？　だとしたら、本当に救えない。

「てーことはさ、『生きてる死人』の噂うわさも、キミが原因なわけ？」

「周りじゃ、そういう風に言ってたわね」

　気づけば、石宮美稀はじりじりと、本当に僅わずかにではあるが、後あと退ずさりしているように見える。こちらに隙すきがあれば即座に逃げ出すつもりなのだろう。

「うん、ありがと。基本的な疑問は全部氷解したよ」

「それで、私をどうするつもりかしら？」

「そうだねぇ。キミに残留している《兵儡レインク》の影響が抜けるまで拘束して、更生させるっていう方法もあるにはあるんだけど」

　根強い《兵儡》の影響は、あくまでも親にあたる《捕食鬼プレアー》の魔力の影響でしかない。なので、その親が死んでいる以上、その影響も時間と共に消えていくが──それは可能性の話でしかなく、一生正気に戻らない場合もあるらしい。

　もっとも、それ以前に。

「キミ、殺し過ぎなんだよね」

　僕に襲いかかって来た最初の三人に加えて、愛あい恋こと祢ね亜あが蹂じゆう躙りんした人たち。そして、今も石いし宮みや美み稀きに付き従っている《屍喰グール》。それは全すべて、石宮美稀に血を吸われ、殺されて、《屍喰》へと変へん貌ぼうさせられた人たち。

　その数は、どう見ても二十や三十を超えている。

「だから、少なくとも自分が生き残れるってことは期待しない方がいいよ」

「冷たいのね。これでも私、貴方あなたのことは結構本気だったのだけど」

「そもそも、僕はキミに興味が無いって言った筈はずだ。もし恨みたいんなら、キミを吸血種にした《捕食鬼》か、自分の迂う闊かつさを呪のろうんだね。もし本当に僕たちから逃げたかったのなら、肉親を《兵儡》にして転校でもしておけばよかったんだ」

「……それができたら、苦労は無いわ」

　また、苦々しい表情。どうも、さっきからあの表情が引っ掛かる。あれは、本当に《兵儡》としての命令を優先しているから、なのか？

「凛りん斗と。長話は隙すきを生むだけです」

「うん、もういいよ」

　愛恋に促され、僕は一歩下がる。

　それを待っていたように、愛恋と祢亜が僕の左右から前へ歩み出た。

「そういえば、瑠る姫き乃のは？」

「お嬢様は待機中です。ご心配無く」

「そ。ならいいや」

　どこで待機してるのかは知らないけど、愛恋が無事と言うのなら問題は無いと思う。安あん堵どする僕に、石宮美稀が冷や汗を浮かべながら、挑発するように僕に声をかけてくる。

「あら、あんなに言いたい放題言っておきながら、殺すのは女子に任せるのね？」

「適材適所だよ。残念ながら、僕ってあの屋敷の中じゃ一番弱いんだよ。だから、もうキミたちの相手はしない」

「あら、そう。それは残念──ね！」

　石宮美稀が叫ぶように踵きびすを返す。

　当然、愛恋と祢亜はそれを追いかけようとするが、今までどこに隠れていたのか、道路の両りよう脇わきから人影が──おそらくは隠れていた《屍喰グール》──愛あい恋こと祢ね亜あの行く手を阻む。

　しかも、相手の増援はそれだけに留まらず、僕たちの背後からも複数の人影が見えた。

「うわ、マジか！」

「これほどの被害を見逃していたとは、不覚です」

「そういう後悔は後でいいよ！　あぁもう、祢亜！　こっちはいいから石いし宮みや美み稀きを──」



「閉じろ」



　祢亜を向かわせようとした時、群がる《屍喰》の先、石宮美稀の後姿が、闇やみ夜よに溶け込むような黒い箱に閉じ込められた。

「あ」

　唐突な出来事に僕は思わず呆ほうけた声を上げてしまう。その直後、黒い箱の中からはガンガンガン、と壁を叩たたいている音に混じって、「何よこれ！」と戸惑う石宮美稀のくぐもった声が聞こえてくる。

「……愛恋さん、瑠る姫き乃のは待機してるんじゃなかったの？」

「えぇ、この近くで、ですが」

「マジですか──おっと」

　顔に向かって伸ばされた《屍喰》の手を避けながら、僕は愛恋と祢亜にその場を任せて黒い箱──瑠姫乃の能力の傍そばまで行く。

　すると、黒い箱の反対側から、見慣れたコートを羽織った、赤いゴシュジンサマが歩いてきた。

「標的に逃走の機会を与えるとは、少々迂う闊かつじゃないのか？」

「相応の情報は聞き出したんだから、許してほしいものだけどね」

　責めるような言葉とは裏腹に、瑠姫乃の表情は明るい。

　そんな僕たちの背後では、愛恋と祢亜が立てる破砕音や衝突音が響くが、それもだんだんと少なくなっていっている。

　基本的に愛恋と祢亜は、僕と違って対多数をこなせるので、わざわざ僕と瑠姫乃が武装してまで参戦する必要は無いだろう。

「それでさ、瑠姫乃。キミたちってどこにいたのさ？　屋敷にいたにしては、来るのが遅かった気がするんだけど。もしかして、マジで夕飯を優先したとか？」

「そんなことをする筈はずが無いだろうが。……まぁ、少し連絡が入った矢先だったからな。少々その応対にもたついた」

「ありゃ、タイミング悪かったんだ」

　少し申し訳なく思いながら頭を掻かく僕を見て、瑠姫乃は髪を払いながら意に介していないように笑みを浮かべた。

「確かにいいとは言い難いが、気にするほどでもない。屋敷に戻ったら、こちらから連絡し直して、内容を聞くつもりだ」

「成程」

　納得して、改めて振り返ると、既に動いている《屍喰グール》の姿は見えず、返り血を払おうと全身をブルブルと震わせる祢ね亜あと、鋭い動作で手についた血を払う愛あい恋こが見えた。

　相変わらず、あの二人が暴れた後は台風でも通った後のような荒れ模様。《屍喰》が灰となって消えたことで、残された血ち塗まみれの衣服が散乱している。

「お嬢様。雑兵の掃討、終了致しました」

「あぁ。祢亜もご苦労だった」

「あ、うん」

　背筋をぴんとさせたままこちらへと堂々と近寄ってくる愛恋に対し、祢亜はひたひたと、巨きよ躯くの割に控え目な歩き方で歩いてくる。

　ちなみに、敵を一掃したのに祢亜が元の姿に戻らないのは、このまま人の姿に戻ると全裸になるからだ。

　炎や爆発を受けたのに局所を覆う衣服が消えないのは漫画だけなのである。

　もっとも、《変身チエンジ》の能力を使いこなせる者の中には、全身を変身させる際に、魔力で自分の衣服ごと変身することができる人もいるらしいが、祢亜は吸血種になってからまだ一年半、という程度。熟練の技を期待する方が酷な話だ。

「さて、状況も落ち着いたことだし」

　箱の前で全員が揃そろったところで、瑠る姫き乃のが《改創閉塞ジエネレイトロツク》で作り出した黒い箱に向き直る。

　今のところ、箱の中からは何も聞こえない。どうやら石いし宮みや美み稀きは脱出を諦あきらめたらしい。

　とはいえ、能力が解けた瞬間に逃げ出す可能性もある。

　こちらには愛恋と祢亜がいるから、いきなり走り出されても逃がすことは無いだろうが、警戒するに越したことはない。

　それは三人も解わかっているようで、既にその表情は戦闘時のそれに変わっていた。

「何か、びっくり箱を開ける気分だよね」

「緊張感の無いことを言わないでください」

「いや、何か、こう、みんなピリピリしてたから」

「ね、祢亜も、同じこと思った……」

「戯たわ言ごとはいい。──開けるぞ」

　瑠姫乃の注意と同時に、黒い箱が上から消えていく。

　それに伴い、僕も何が起きても対応できるように、しっかりと身構える。

　そうして、箱が全すべて消えた時。



　そこには、血ち塗まみれの衣服だけが残されていた。



「え？」

「──石いし宮みや美み稀きはどこだ!?」

　僕が呆ほうけた声を上げた直後、瑠る姫き乃のが焦燥を顔に浮かべて叫ぶ。

　その叫びに呼応するように愛あい恋こが近くの外灯に駆け寄り、柱を掴つかんで外灯のてっぺんにまで登り、周囲を見回す。

　その間に祢ね亜あは、神経質そうな動きで、鼻と耳を動かし続けていた。

　しかし、迅速な対応に反し、祢亜は白猫のまま項うな垂だれている。外灯から下りてきた愛恋も、悔しそうな表情をしていた。

　その結果は、聞くまでも無い。

「申し訳ありません、お嬢様。それらしき人影は、見当たりません」

「匂においも、音も、しない」

「…………っ、くそ！」

　予想通りの答え。悔しさを隠しもせず、悪態を吐つく瑠姫乃。それを横目に、僕は道路に落ちている血塗れの衣服を拾い上げた。

「……何なんだよ、これ」

　それは、さっきまでいた筈はずの石宮美稀の衣服ではなく、どう見ても男物の衣服だった。

「入れ替わり、か」

　血塗れの衣服を拾い上げた僕の後ろから、一応は感情の整理がついたらしい瑠姫乃が、それでも顔に苦々しさを露あらわにしながら、僕の隣に歩いてきた。

「何、入れ替わりって？」

「言葉通りだ。だが、先に場所を変える。この状態で人の目に触れるのは得策ではない」

　今にも爆発しそうな感情を必死で抑えるように、瑠姫乃は短く指示を出して、踵きびすを返す。

　それに無言で続く愛恋。僕と祢亜も、急いでその二人に続いた。



　　　　　　　　　☆



　午前零時を過ぎた頃ころ。

　煤すす野や町ちよう、ショッピングモールの路地裏の先。

　建物が密集する中で、偶然できたような空くう隙げき。そこは不良のレッテルを貼はられた者たちが日ひ頃ごろから集っているのか、地面には煙草たばこの吸殻や雑誌の残ざん骸がいが捨てられ、壁には何重にもスプレー缶による落書きがされている。

　しかし今、その場にいるのは一人だけ。

　電球が切れかけ、不規則に点滅する外灯の下、彼女──石いし宮みや美み稀きは、スマートフォンに向かって声を荒げていた。

　その表情は、焦燥と恐怖が綯ない交まぜになっている。

「だから、どうしようもなかったって言ってるでしょ!?　彼はともかく、他の三人があんなに物騒な能力を持っているなんて知らなかったんだから！」

『────』

　声を荒げる石宮美稀に対し、通話相手はどこまでも冷淡なようで、実際にスマートフォンを耳に当てている彼女にしかその声は聞こえない程度。

　もっとも、今の石宮美稀にとっては声を荒げられるよりも、そうして冷淡に話される方が恐怖心を煽あおられるのか、通話時間の経過に伴い、冷や汗が頬ほおを伝っていく。

「……そう、解わかったわ。大丈夫よ、今度は失敗しないから。えぇ、約束は守るわ」

　どうにか話がついたのか、通話を切った石宮美稀だったが、よほどの恐怖を感じていたのか、同時に地面へと膝をついた。

「あぁ、もう。本当に……完全に予想外よ、こんなことになるなんて……」

　しかし、膝をついていたのは数秒で、彼女は再び立ち上がり、その場から踵きびすを返す。

　その目に映るのは、崖がけっぷちにでも追い込まれたような、恐怖心だけだった。










　　　第五章　汝隣人を愛せっていうけど命を狙われてまで愛したくはないよね



　屋敷に戻った僕たちは、頭を冷やす必要がある、という瑠る姫き乃のの提案に従い、応接室も兼ねている部屋で、各おの々おのソファーに座っていた。

　テーブルには愛あい恋こが用意したストレートティーと、白い皿に並べられたクッキーが置かれている。

　このクッキー。実はイギリス在住の瑠姫乃の両親が送ってきたものだという。

　瑠姫乃の両親も、当然《共生者ジユーナー》なのだが、表向きは企業を動かしているとのこと。

　天才と言うか、万能と言うか、そういう家系ってのはあるものなんだね。

「本来なら、もっと安らげる場でお出ししたかったのですが、残念ながら他の買い置きがありませんでしたので」

「ま、仕方ないんじゃない？　今から何か軽い物を作れっていうのも、面倒だろうし」

　ちなみに、夕飯は後回しとなった。事情が事情のため、呑のん気きに腹を膨らませている場合ではないとのこと。

　だけど、今は祢ね亜あが思いっきり浴びた返り血を落とすために入浴中。ほら、祢亜は思いっきり噛かみ砕くだいたり、爪つめで引き裂いたりしてるから。全裸で。

　というわけで、祢亜が来るまで話は保留となり、ひとまず気を落ち着ける時間ができている。その間、僕は制服から執事服へと着替えることを強いられた。まぁいいけど。

　ちなみに、僕を含めた三人が受けた返り血は衣服をクリーニングに出す程度で済んでいる。ていうか、瑠姫乃に関しては返り血浴びてないし。一番目立たなそうなのに。

「何か言ったか？」

「イエ、ナンデモナイデス」

　地獄耳恐こわい。

　さておき、こうして祢亜を待っているのを暇に感じた僕は、軽い気持ちで口を開いた。

「しっかしなぁ、石いし宮みや美み稀きが《捕食鬼プレアー》だったってのは、ちょっと意外だったよね」

「そのことに関しては、私にとってはここ数年の中でも最たる失態だ」

　テーブルを挟んで僕の正面に姿勢を正して座っていた瑠姫乃は、ティーカップを置きながら悔しそうにそう呟つぶやいた。

　瑠姫乃の《共生者》としての責任感の大きさは、生半可なものではない。傍はた目めには落ち着いているように見えるが、その実、この事態を防げなかった自分に対して、少なくない怒りを感じているのだろう。

　実際、さっきからあまり喋しやべらずに紅茶を飲み続けていたのは、湧わき上あがる感情をどうにか抑えようとしているからかもしれないし。

「でもさ、もう起きちゃったことは仕方ないでしょ？　後悔は全部終わってからでいいからさ、これからのことを考えようよ」

「祢ね亜あが戻っていませんが」

　瑠る姫き乃のの後ろに控えていた愛あい恋こが少しだけ入口を見て言った。

「うん。だから、あくまでも確認程度の話だよ。本格的な話は祢亜が戻ってきてから。だから今は気を抜いて話でもしてようってこと。そんな肩かた肘ひじ張ってばっかじゃ、変なことで言い合いになりかねないでしょ？」

「君の言いたいことは解わかった」

　僕の意見に、瑠姫乃は腕を組んで一つ肯うなずく。

「確かに、感情に任せて言い合いになるのは不毛。気を抜く、と言うのは好ましくないが、現状の整理を俯ふ瞰かん的に見直すのはいいかもしれない」

「では、凛りん斗との意見通り、本格的な今後の方針は、祢亜が戻ってから、ということでよろしいのでしょうか？」

「あぁ。だから愛恋。君も座るといい」

「いえ、しかし──」

「友人としての頼みだ。それに、君が背後にいたのでは、私が話しにくい」

「…………かしこまりました」

　命令ではなかったけど、愛恋には断りにくい言い方だったのか。結局愛恋は困ったように少し眉まゆを下げてから、すぐに表情を戻してソファーに座った。

　何な故ぜか、僕の隣に。

「あの、愛恋？」

「何でしょうか、凛斗？」

「いや、何で僕の隣なの？」

　しかも、何でそんなに密着してくるの？　ていうか胸、胸。キミ普通よりでかいんだから、腕に当たってる！

「当ててみています」

「何でだよ!?」

「深い意味はありません」

「じゃあ意味深そうに笑うの止めてくれませんかね!?」

　思わず飛とび退のくように端まで移動しようとするが、凄すさまじい力で服を引っ張られている。こんなことに能力使わないでください。

「二人とも」

　僕と愛恋で妙な力比べを行っていると、明らかにお怒りであるゴシュジンサマの声。

「気を張る必要は無いとのことだが……少々気を抜き過ぎじゃあないのかな？」

　見れば、口端こそ浅く吊つり上って笑みの形を取ってはいるが、その両目はさっきよりも激情を湛たたえ、赤い髪はそれに呼応するように揺らめいて見える。その姿は、正しく伝承にある吸血鬼。

「いえ、気を抜き過ぎる、と言うことはありませんよ、お嬢様」

　しかし、マジでビビッている僕の隣。愛あい恋こはそんなゴシュジンサマに怯おびえる様子も見せず、寧むしろ余裕の表情でより僕に引っ付いてって。

「いやいや、何してんの愛恋!?」

「見ての通りですが？」

「その意図を訊きいてるんだよ！」

「いえ、話しているうちに内容や気分が堅苦しいものになり過ぎないよう、私わたくしとして考えられる限りの配慮を、と思いまして」

「それ絶対嘘うそでしょ!?」

「はい」

　普段なら絶対しないであろう満面の笑みで肯定された。

「あ、い、こ!!」

「おや、お嬢様はお気に召さなかったようですね」

　ついにテーブルに両手を叩たたき付つけながら立ち上がった瑠る姫き乃のに、愛恋はそれでも笑みを浮かべたまま、ようやく僕から離れた。それでも密着しなくなった、というだけで真横ではあるのだけれど。















「ともあれ、少々気は緩んだのではないでしょうか？　真面目まじめな話をするのは結構ですが、肩かた肘ひじを張らずに、と言うのであれば、おそらくこの程度が妥当かと」

「いや、僕は話すことすらせずに逃げたくなったんですけど」

「それは貴方あなたが根性無しだからです。元よりこの屋敷における白一点なのですから、もう少し自己主張をしては如何いかがでしょうか？　でなければ、性差による扱いで流されるように人権まで剥はく奪だつされますよ？」

　男女差別の恐ろしさって、根本的には数の暴力であるとよく解わかる話だね、畜生。

「……………………」

　しかも瑠る姫き乃のは僕を睨にらんでるし。やったのは愛あい恋こなのに。僕は被害者なのに。

　こういうことばっかりだから僕は消極的になるんですよ。

　なんてうんざりしていると、廊下の方から何やら騒音が聞こえてきた。

　激しいとは言えないが、それでも穏やかとは言えない足音。不定期に聞こえてくる「あう」とか「ぇう」とかの呻うめき声ごえ。

　何事かとドアへと視線を向けると、丁度そのドアが勢いよくバタンッ、と開けられた。

「お、お待たせ、しました……！　へぅ、はぁ……」

　ドアの向こうには、走ってきたからなのか湯上りだからなのかは解らないが、頬ほおを紅潮させた祢ね亜あが、いつもよりメイド服を着崩した状態で立っていた。

　どうやら待たせてはいけないと思って、焦って来たらしい。実際、祢亜の癖のある伸びっ放しの白い髪は、まだ水気が残っていた。

　それは涙ぐましい努力と言えるのだが、それを良しとしない人物がここにはいるのだ。

「祢亜。急いで来たことは解りましたが、せめて最低限の身み嗜だしなみは整えなさい」

「あぅ、……ごめんなさい」

　案の定、愛恋は呆あきれたような表情を浮かべながら、即座に祢亜の傍そばまで歩み寄って、メイド服を整え始めた。

　その間に、僕は瑠姫乃に目配せして、一度応接室を出る。そのまま浴場まで小走りで向かい、バスタオルを一つ持って、もう一度応接室に戻った。

「ほら、祢亜。おいで」

「あ、はい」

　そのまま、愛恋に服装を整えてもらった祢亜をソファーまで引き連れて、膝に乗せてやってから髪の水気をタオルで拭ぬぐってやる。祢亜はくすぐったそうに少し身を捩よじったが、それ以上は特に何も言うことは無かった。

「んーと、まぁ、一応全員揃そろったことだし、始めようか？」

「その状態でそんな発言をできる図太さを、何な故ぜ貴方あなたは別の方向に使えないのですか？」

「え、何の話？」

「いい、愛あい恋こ。全員揃ったことに変わりは無い」

　改めて僕の隣に座りながら、思いっきり責めるような視線を向けてくる愛恋。そんな彼女を、瑠る姫き乃のもまた同じような視線を僕に向けながらも制した。

　僕、何か間違ったことしてるかなぁ？

　ともあれ、瑠姫乃はすぐに《共生者ジユーナー》の顔つきになり、腕と足を組んだ。

　それにつられるように、僕たちも意識を切り替える。僕は祢ね亜あの髪を拭ふきながらだけど。

「──さて、まず現状を整理しよう。簡易的で構わない」

「あぁ、それは僕が言うよ。たぶん、現状で一番情報持ってるのは僕だし」

「そうだな。頼む」

　瑠姫乃の許可も得たので、僕はこれまでのことを頭の中で整理しながら口を開いた。

「取とり敢あえず、五日前……もうすぐ六日前になるけど、その時に僕と瑠姫乃が遭ったおっさんの《捕食鬼プレアー》。あいつが今回の発端ってことでいいと思う」

　というか、それ以外の可能性が無いし。

「で、あの時には僕と瑠姫乃はおっさんと《屍喰グール》を潰つぶして終わり──と思っていたんだけど、実際はその前に、あのおっさんは《兵儡レインク》を作っていた」

「それが、石いし宮みや先輩か」

「うん。本人に確認したから、間違いないと思う」

　僕の答えに、瑠姫乃は一瞬だけ視線を伏せてから、そのまま無言で僕に先を促すように視線を戻してきた。僕は祢亜の頭からタオルを離して、話を続ける。

「それで、石宮美み稀きは何かしらの目的を持って僕個人に近づいてきた。その原因は不明なんだけど……。どうも、約束がある、みたいなことは言ってたんだよね」

「それは……、協力者がいると見み做なしてよろしいのでしょうか？」

「そうじゃないかなぁ？　というか、協力者がいたからこそ、あれだけ積極的に僕を捕まえに来たのかもしれないし」

　いざとなれば助けがある、という安心感が無ければ、少なくとも屋敷の──敵の本拠地の近くで仕掛けてくるなんてことはしない、とは思う。

「では、最初に凛りん斗とに告白しにきたのは、凛斗を味方に引き入れようとしていたから、という考えも浮かびますね」

「状況的にはそっちの方が合ってる気はするね。あのタイミングじゃあ、僕たちの方は完全に一件終わったつもりでいたから」

「それで、予想以上に拒まれて焦った、か」

　考えるように呟つぶやく瑠姫乃に、僕は肯いた。

「だと思う。ここからは今日、花か芽が入いりさんに聞いた話なんだけど、石いし宮みや美み稀きは僕に告白しに来た日以降、行方ゆくえ不ふ明めいになってたんだって」

「何な故ぜ、花芽入さんがそんな話を？」

　花芽入さんの名前が出たことを不審に思ったのか、愛あい恋こは眉み間けんに皺を寄せながら、右手を顎あごに添えて訊たずねてきた。

「さぁね。たぶん、僕から六日前のこと、っていうか吸血種のことを聞き出そうとして、僕についていろいろと調べてたんじゃないかな。そうじゃなくても、石宮美稀の告白を僕が断ったっていう話自体、学校じゃ結構な話題になってたらしいし」

「確かに、曲がりなりにも凛りん斗とはお嬢様の従者。学生の話題としては十分でしょう」

　いや愛恋、曲がりなりって。いやいいけど。

「それでね。その時に花芽入さんから『生きてる死人』って噂うわさ話ばなしを聞かされたんだよ」

「それは、今日のデートの時の話か？」

「は？　デート？　いや、今日のことではあるけど、あれはデートじゃないでしょ。瑠る姫き乃のだって、花芽入さんの現状を探ってこいって言ってたじゃん」

「…………いや、いい。遮って悪かった。続けてくれ」

　瑠姫乃は微妙な表情を浮かべながら、足を組み変えて僕に先を促す。僕としては疑問の残る応対だったが、別に今追及することでもないと判断して話を続けることにした。

「それで、『生きてる死人』の噂だけど、概要はまぁ、《屍喰グール》になった直後の状態がホラー映画とか都市伝説みたいな噂話になった感じ。僕が電話で伝えたのは、このことだね」

「それが、《捕食鬼プレアー》がいるかもしれない、と言っていた話か」

「うん。で、僕はその噂の大本は、石宮美稀が《屍喰》をこの短期間であれだけ量産した結果、だと考えている。ていうか、さっきのことを考えるとそう考えるのが妥当だと思うんだけど、どうかな？」

　ここで一度、全員が話を理解しているかの確認も兼ねて、全員に訊たずねてみる。

　案の定、僕に質問された女性陣三人は、これまでの情報を纏まとめるように黙りこみ、その後でそれぞれ口を開く。

「私に異論は無い。現状では凛斗の考えで合っていると思う」

「私も、お嬢様と同意見です」

「ね、祢ね亜あも、それでいいと思う」

「それじゃ、話を進めよう。って言っても、ここから先はさっきのことになるけどね」

　さっき──石宮美稀による、僕への襲撃。

　いくら人気が無いと言っても、この屋敷の近くで襲い掛かってきたという早計としか思えない行動は、しこりのような疑問を僕の思考に残している。

　とはいえ、犠牲者が出ている現状では、その程度のことに時間を割いてはいられない。

「彼女は、あの場でも凛りん斗との身を目的としていたのですよね」

「ん？　うん。そんなようなことは言ってたけど」

　ふと僕に訊ねてきた愛あい恋こは、考え込むように顎あごに指を添えた。そのまま数秒が経過し、不自然な沈黙が部屋を満たす直前で、愛恋は再び口を開いた。

「となると、やはりまだ私たちが確認していない協力者の存在は確定的と言ってもいいのかもしれません」

「い、石いし宮みや先輩が、兄上様を欲しがってる、んじゃ、ないの？」

「その可能性も無くはありませんが、凛斗の確保を、石宮美み稀きは『約束』と言ったのでしょう？　なら、彼女個人だけが凛斗を目的にしている、とは考え難いです」

　そこまで一気に話した愛恋は、さらに「加えて」と話を続ける。

「石宮美稀がお嬢様の能力から逃れたことで、協力者の存在はより確実性があるかと」

「え、え、え？」

　どうやら話についていけなくなってきたのか、僕の膝の上で皆の顔を戸惑うように窺うかがいだした祢ね亜あ。そんな彼女の頭を宥なだめるように撫なでてやっていると、瑠る姫き乃のが説明を始めた。

「基本的に吸血種が能力を獲得するのには、相応の時間がかかる。それは君たちも知っての通りだろう。つまり、石宮先輩がたった一週間未満で能力を獲得する可能性はほぼ零と言ってもいい。だからこそ、あれだけの《屍喰グール》を用意したのだろう」

「う、うん」

　何とか理解できたらしい祢亜の肯きに、瑠姫乃は満足そうな笑みを返して先を続ける。

「ところが、彼女は私の能力から抜け出した。代わりに男物の衣服を、いや、おそらくは死にかけの《屍喰》を残して、だ」

　瑠姫乃の説明に、僕は思わず口を挟んでいた。

「あ、そうだ。一番の疑問はそれだよ。あの現象の原因。瑠姫乃は何か知ってるみたいだったけど、あれって結局なんだったの？」

「あれは、あの場でも言った通り──入れ替わりだ」

「……入れ替わり」

「そうだ。特定の人物同士の場所を入れ替える、空間系の《干渉メドル》の能力。過去に似た能力はいくつもある。もっと解わかり易やすく言うと瞬間移動テレポーテーシヨンの類たぐいだな」

「石宮美稀の協力者が、石宮美稀と死にかけの《屍喰》の居場所を入れ替えた、ってこと？」

「あぁ、そうだ。現状の情報を整理すると、そう考えるのが妥当だろう。私の能力は物理的には強いが、魔力的な拘束はできないからな。そして、入れ替わった死にかけの《屍喰》は、私が能力を解く前に絶命し、衣服だけ残した、ということだ」

　確かに。今の瑠姫乃の言う通りだとすれば、一応は話に筋が通る。

　しかし、だとすると、だ。

「あの、兄上様……。それじゃ、きょ、協力者って……誰なの？」

　祢ね亜あが僕に不安げな視線で問いかけてきた。

　そう、それが一番の問題。

　一体誰が、何ど処こから、何の目的で石いし宮みや美み稀きに協力しているのか。

　ここに来て、正体不明の第三者の存在が浮上してしまっていた。

「祢亜、さっき……、石宮美稀が消えた時、あの場には本当に誰もいなかったんだよね？」

「い、いなかった、よ。匂においも無かったし、音もしなかった」

「というか、上から視認できる範囲には人影もありませんでした。くまなく探せたか、と問われると、保証しかねますが」

　流石さすがに五感も含めた身体能力に自信のある二人が言うのだから、間違いは無いだろう。

　だけど、一つだけ疑問がある。もし石宮美稀が本当に死にかけの《屍喰グール》と入れ替わったのだとして、それは、あの場で愛あい恋こか祢亜に傷つけられた《屍喰》である筈はず。

　もし、居場所をそのまま入れ替えるのだとしたら、《屍喰》の群れの中に石宮美稀が現れるということだ。いくら暗くなっていたとはいえ、それをあの二人が見逃すとは考え難い。しかも、祢亜にいたっては、あの状態なら夜目も利くのに、だ。

「凛りん斗と、君の不安は解わからないでもない」

　と、よほど僕が難しい顔をしていたのか、気づけば姿勢を正した瑠る姫き乃のが、淡い笑みを浮かべてこちらを見ていた。

「だが、私たちは解っている範囲でできることをするしかない。だから、取とり敢あえず今は私たちの判断に間違いが無い──と、信じよう」

　瑠姫乃はこう言ったが、今の段階では、信じよう、という言葉は前向きなものではない。

　何しろ、僕たちは一度石宮美稀を逃がしてしまった。しかも、不確定要素を残したままで。そんな状態で信じる、情報を決めつけるのは、どう考えても得策と言えないだろう。

　しかし、それでも、可能性の話をここで延々としているわけにはいかない。石宮美稀に逃げられたということは、その分だけ被害が、《屍喰》にされる人間が増えてしまうということなのだから。

　瑠姫乃もそれを覚悟してのことだろう。しかし表情にそんな様子は見せずに、静かに立ち上がった。

「さしあたって、このことは他の《共生者ジユーナー》に伝えておく。石宮美稀のあの様子では、この町から逃げ出した可能性もあるからな」

「ん、それで今後の方針は？」

「協力者のことは気になるが、標的は絞れた。個人の特定ができている以上、私たちも他に協力を仰ぐことはできる。その中では私たちができることは、彼女の痕こん跡せきを探す程度だろう」

　さっそく他の《共生者ジユーナー》に連絡をしに行くつもりなのか、瑠る姫き乃のはやや早足にドアへと歩いていき、愛あい恋こが無言でそれに続く。

「それに伴い、まずは彼女の住所や過去を洗う必要があるが、その情報は明日、学校で教師から貰もらうとしよう」

「成程ね」

　僕と祢ね亜あも立ちあがって二人に続く。

「じゃ、今日はどうする？」

「明日以降は、まともに休みなく動き回ることになるだろう。だから、今日は体を休めておくといい」

「それはいいけど、瑠姫乃」

「む？　何だ？」

　言うべきことは言い終わった、という表情でドアノブに手をかけた瑠姫乃に、僕は苦笑しながら訊たずねてみた。

「夕飯、みんなで食べてからでもいいんじゃない？」

　僕の言葉に反応したかのように、瑠姫乃のお腹が「くぅ」と軽い音を立てた。それが恥ずかしかったのか、瑠姫乃は一瞬で沸騰したかのように顔を赤らめてって、いや待てこのパターンは。

「、閉じろぉ！！！」

「またかよ！」

「う、う、五月蠅うるさい！　愛恋！　早く行くぞ！」

「えぇ、かしこまりました」

　うわ、今の愛恋、絶対笑ってる。

「ていうか、置いてかないでよ！　あれ!?　また僕放置されるの!?」

「あ、兄上様、兄上様っ」

　中から箱をぶっ叩たたく僕とは別の方向、外側から祢亜が叩いているのか、控え目な打撃音と共に泣きそうな声が聞こえてくる。しかし。

「祢亜、君も早く行くぞ！」

「ふぇ、え、あぅ、えぅ……」

「いやちょっと瑠姫乃！　僕はいいけど祢亜を困らせないでよ！　この子は君たちと違ってナイーブなんだよ!?」

「…………君は今晩、そこで寝るといい」

「あれ────!?」

　そんな感じに。

　まぁ、一時間ぐらいしたら気まずそうな顔した瑠姫乃が解放してくれたけど。

　いつもは見せないくらいににやついている愛あい恋こがすげームカついた。



　そんな事情で、一人寂しく遅めの夕飯を摂とった僕。

　食事後にすぐに横になるのはよろしくないと解わかってはいるが、疲労感に負けて執事服のまま自室のベッドで仰向けになっていた。

　石いし宮みや美み稀きの件は、不確定要素こそ無くなっていないが、解決自体は早期になるだろう。

　親を亡くした挙句に《共生者ジユーナー》に見つかった《捕食鬼プレアー》が辿たどる運命なんてものは、基本的に行き場を失なくして殺される、というもの。今回も、そんな終わり方だと思う。

　違いがあるとすれば、殺すのが僕たちになるのか、別の誰かになるのか。その程度だ。

　それに、石宮美稀が捕捉されれば、彼女に協力している《捕食鬼》も、存在しているのならすぐに捕捉されるだろう。あとは、全力で捜し出して狩るだけ。

　こうやって、事態があと一歩のところになると、僕はいつも考えてしまう。

　基本的に、《捕食鬼》になってしまった人間は、元々は被害者だ。だから、立場さえ違っていれば、助けることも、導くこともできたんじゃないのか、と。

「ま、たらればの話だね」

　勿もち論ろん、こんな考えが無意味なのは自覚している。

　何せ、彼女以上に救われない被害者が既に出ているのだから。

　そう考えると、僕は運が良かった。

　出で逢あった吸血種が瑠る姫き乃のだったから。自分の意思で生きる道を選べたのだから。

「本人に言ったら、馬ば鹿からしいとか言われそうだなぁ」

　そう呟つぶやいて、ふと、瑠姫乃はどうなのか、と思う。

　と言っても、彼女は自分で望んで《共生者》の道を歩んでいるから、そのことを心配する必要は無いだろう。

　寧むしろ問題なのは、現状か。

　今もこの町で──彼女が両親から任された煤すす野や町ちようで、討つべき存在が好き勝手暴れている事実を、瑠姫乃は表情にこそ出していなかったが、胸中は穏やかとは言えないだろう。

　それは《共生者》である僕や愛恋、祢ね亜あも同様だろうが、瑠姫乃はその重さが違う。

　彼女は《共生者》という立ち位置こそを、自分の生き方であり、誇りにしている。

　救われた恩義で戦う僕と祢亜、忠誠心で戦う愛恋に比べると、彼女にかかる重圧も半端では無い筈はず。

　声、かけに行った方がいいのかなぁ。でもなぁ、そういうのは付き合いの長い愛恋の方が適任だろうし……。

　うん…………。

「あー、もう！　止やめ止やめ！　今日は休めって言われたんだし、考えるのは明日から！」

　勢いをつけてベッドから起き上がった僕は、そのままクローゼットから黒い無地のＴシャツとジャージ地のズボン、あと下着を取り出して、部屋を出る。

　向かう先は、浴場。やっぱ寝る前にさっぱりしておきたいよね。

　とはいえ、この須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷には、浴場は一ヶ所しかない。

　しかもその浴場。映画の豪邸にでも出てきそうな大浴場である。

　んで、この屋敷に住んでいるのは、僕以外は全すべて女子。そのため、女子組が一人でも入浴している際は、『女子入浴中』の掛札が入口にかけられる。ちなみにこれは僕も同様で、僕の場合は『凛りん斗と入浴中』の掛札がかけられる。

　何で男子入浴中ではなく名指しなのかは知らないけど、とにかく掛札の存在があれば入浴中の女子と遭遇し、ブルーレイでは湯気が取れます的な展開は絶対に起こらないのだ。

　残念だったね、女子の肌色を期待した諸君！　ははははは！

　……僕は何を言ってんだろうか。

　そんなわけで、浴場に着きましたが。もし女子の誰かが先に来ていて入浴中の掛札がかかってたら。んー、その時は時間を見計らって出直せばいいか。

　このお屋敷の浴場は旅館のように基本的には二十四時間利用可能なので、最悪朝に入ってもいいんだし。

「……お、空いてるか」

　浴場の入口の隣にある籠かごには、二つ分の掛札が置かれたままだった。灯りはまだ点ついている。もしかしたら僕が入ることを考えて、誰かが点けておいたのかもしれない。

　どちらにせよ、今の浴場は無人らしい。だったらありがたく使わせてもらおう。

　中に入ると、これまた広い脱衣所。旅館でもないのに何でこんなに大きくしたんだろうね。訊きいてみたい気持ちはあるけれど、この屋敷は瑠る姫き乃のが建てたわけじゃないから訊きようがない。

　とゆーわけで、さっさと執事服を脱いで、備え付けのタオルを手に取りいざ浴場へ。

「……………………え？」

　扉の向こうには、何な故ぜか赤い髪のゴシュジンサマが、全裸で髪の水気を絞っていた。

　当然、湯気で遮られることも無く、白磁のような肌や適度に育った胸とかが惜しみなく晒さらされていた。

「……あれ、これってブルーレイだっけ？」

「何を言っているんだ君は！」

　あまりにも予想外過ぎる状況にアホなことを口走っちまった僕を、瑠姫乃は全裸のまま突き飛ばすことで脱衣所に押し込み、勢いよく扉を閉めた。

　うむ、実に的確で迅速な対処だね。じゃなくて。

「え、何でキミがここにいるの？」

　突き飛ばされて尻しり餅もちをついたまま、僕は扉越しに声をかけてみると、物もの凄すごく気まずそうな小声で瑠る姫き乃のは答えた。

「いや、その、な。すぐに休もうとは思ったのだが、どうも頭が冴さえて寝付けなくてな。……一度さっぱりしておこうかと」

「はぁ、そう。だったら掛札出しといてよ」

「は？　いや、私は出しておいたぞ？」

「…………うん、もういいや」

　祢ね亜あが間違えて外したか、愛あい恋こが狙ねらって外したか。

　どちらにせよ、あの二人に問い詰める必要はあるね。

「ていうか、たとえ掛札が無かったとしても、私の着替えはあっただろう!?」

「え、マジ？」

「あ、いや待て！　探すな！　見つけるな！」

「あ、ごめん。もう見つけちゃった」

　確かに、僕が着替えを置いた場所とほぼ真逆のところに、赤い衣類が収められた籠かごがあった。これ以上の詮せん索さくは、瑠姫乃の意思を尊重し、止めておこう。

「まぁいいや。邪魔して悪かったね。僕は一いつ旦たん部屋に戻るから、ゆっくりしていくといいよ。そんで、出てきたら教えてくれるとありがたいかな」

「ま、待て！」

　立ち上がって服を着直そうとする僕を、何な故ぜか瑠姫乃は扉越しに大声で呼び止めてきた。

「ん？　何？」

「あ、その、私は、もう、上がるところだから──いや、違う、そのえぇと……」

　その割には、何でしどろもどろしてるんだろうか？

「き、君がここで部屋に戻るのは非効率だろう！　だから、その、君も、入ればいい」

　勢いだけで言ってるんじゃないだろうね、このゴシュジンサマ。

「あー、えーと、いいの？」

「私がいいと言っているんだ！　だが、隠す場所は隠すんだぞ！」

　うん、完全に自や棄けだね、これ。と言っても、これで断るとまたへそ曲げそうだし。どうしようかなぁ……。

　数秒考えた後、僕は結局、恐る恐る扉を開けていた。

「んじゃあ、お邪魔しまーす、と」

「あ、あぁ、寛くつろぐといい」

　中では、タオルを体に巻き直した瑠姫乃が髪に負けないほど顔を赤くして立っていた。

　ていうか、そういう表情はやめてほしい。こっちまで照れくさくなる。

「あー、えと、湯加減はどうだった？」

「あ、あぁ。いつも通りではあるが、快適なものだったぞ」

「お、おう」

「う、うん」

　……なんかもどかしい。今まではこういう突発的なトラブルがあっても、勢いだけで有う耶や無む耶やになって僕が叱しかられてお終しまい、っていうパターンばっかりだったから、こういう面と向かう状況を作られると、どうしていいか解わからないなぁ。

「と、取とり敢あえず、体でも洗ったらどうだ？」

「あー……、そうさせてもらうね」

　できる限り瑠る姫き乃のを視界に入れないようにしながら、風ふ呂ろ椅い子すに座って、蛇口からお湯を出してプラスチック製の桶おけに溜ためる。

「一つ、訊きいてもいいか？」

　ふと、瑠姫乃が声をかけてきた。僕は背を向けているので、その表情は解らない──ていうか、まだ出ないんだ。

「んー？　何をー？」

　僕はできる限り自然体を装い返事をする。

　しかし、僕の鼓動は既に脳に響くほどに大きくなっていた。

「その、君は、石いし宮みやさんと、花か芽が入いりさんの二人を、どう考えている？」















「へ？」

　しかし、瑠る姫き乃のの予想外の質問に、僕は思わず間抜けな声を上げながら振り返ってしまい──即座に顔面にお湯を叩たたき付つけられた。

「こ、こっちを見ないで返事をしろ！」

「イエス、マスター」

　物もの凄すごく理不尽な気がしたけど、僕は大人しく従って首を戻した。

「えーと、で、何だっけ？　石いし宮みや美み稀きと、花か芽が入いりさん？」

「あ、あぁ、そうだ。その二人だ」

「んー」

　瑠姫乃の質問の意図は解わからないけど、取とり敢あえず正直に答えておいた方がいいだろう。

「そもそも質問の内容があやふやだから答えにくいけど……、個人的な意見でいいの？」

「そうだ。君自身が彼女たちに何を感じたのか。それを聞きたいんだ」

　質問の意図は読めないけど、どうも瑠姫乃が《共生者ジユーナー》のこととはまた別の真剣さを帯びているように思えたので、僕は率直な感想を述べることにした。

「花芽入さんは、吸血種のことが無ければ、平穏に生きられるんじゃないかな。もしかしたらの話で言うなら、友人になれてたかもしれない」

「……ふむ」

「石宮美稀は……、吸血種のことが無くても、僕とはたぶん根本的に合わないと思う」

「うむ、そうか」

「んで、これは何の質問なわけ？」

「……いや、その、な」

　あれだけ勢いよく訊たずねておきながら、瑠姫乃は僕の質問に対して言いい淀よどんでしまう。

　まぁ、僕としてもどうしても気になるってわけじゃないし、あまりしつこく訊きいてまた閉じ込められるのも御免だ。というわけで、さっさと質問は撤回しておこう。

「あのさ、言いたくないならいいよ。無理に訊く気は無いから」

「──いや、君はちゃんと答えてくれたのだ。ここで私が答えないのは不義理だろう」

　何な故ぜか、瑠姫乃は覚悟を決めたような声でそう言った。

　場面が場面なら格好も付くんだろうけど、ぶっちゃけ今って二人とも裸なんだよね。うわー、すげぇシュール。

　などと考えていると、瑠姫乃の声が背中から聞こえてきた。

「私は、可能な限り、凛りん斗との意思を尊重したいと考えている」

「僕は自分の意思が尊重された記憶は殆ほとんど無い気がするんだけど」

「いいから聞いてくれ。もし君が、確固たる意志を持ってこの屋敷から出ていくと言うのなら、その場合は、私は引き止めることはしない……つもり、だ」

　あれ？　最後だけ自信無さげなのは何で？

「その上で、訊きたい。もし石いし宮みや美み稀きが人間のまま告白してきていたら、花か芽が入いりさんが君に告白したとしたら、君は断るのか？」

「まぁ、断るね。たぶん、すぐに。──ていうか、キミはさっきから何を訊きたいの？」

　桶おけに溜ためた湯を一度頭から被って、僕は先程から要領を得ないことを訊いてくる瑠る姫き乃のに訊き返した。

「いや、別にただ雑談ってなら僕は構いやしないけどさ。石宮美稀のことだって、たとえ彼女が人間のままだったとしても断ったと思うし。どっちにしろ、あの人のことは、僕の中じゃ、もう終わった話なんだよ。だからさ、わざわざ蒸し返すことはないんじゃない？」

　僕の言葉に、瑠姫乃はやや声を強めてさらに訊き返してくる。

「人の好意を、君はそうも易々と切り捨てられるのか？」

「好意って言ってもなぁ、あの人、もう《捕食鬼プレアー》じゃん」

「なら、花芽入さんはどうだ？　もし彼女が君に好意を伝えにきたとしたら、君は何と言うつもりなんだ？」

「そんなもしもの話をされても困るけど──やっぱり断るんじゃないかなぁ」

「自分の好意を伝えることが、どれだけ勇気のいることか君は解わかっているのか!?」

　その怒号は、予想以上に近くから僕の耳に響いた。ふと鏡を見ると、怒りと戸惑いを足して二で割ったような表情の瑠姫乃が、鏡に映っている。いつの間にか、僕の真後ろに来ていたらしい。

　とはいっても、瑠姫乃がここまで感情的になっている理由が解らない身としては、黙って彼女の言葉を待つしかない。

「人に言うことも憚はばかられる感情を、当の本人に告げることが、どれだけ辛つらく、怖いものか。君に解るか？」

「それも乙女心ってやつ？」

　僕は唯一思い当たる節──以前の説教の内容を思い出した。

　そういえば、あの時の瑠姫乃は乙女心がどうとか言いながら、今と似たようなことを言っていた気がする。

「だったら僕には理解できないかなぁ。ほら、僕は男だし」

「違う。これは人の心だ」

「じゃあ、尚なお更さらじゃない？」

「何？」

「キミは純血だってなら、なおのこと解ってるんじゃないの？　吸血鬼が人と恋愛できるわけないじゃん」

「──あ」

　その時に瑠る姫き乃のが見せた表情は、二年間付き合っている僕でも見たことが無かった。

　もしかしたら愛あい恋こなら見たことがあるかもしれないが、問題はそこじゃあない。

「……そうだな。すまない。私が、君を吸血種にしたのにな」

「あぁ、まぁ、そうだけど……」

「……私はもう出るから、君はゆっくりしていくといい」

「え？　ちょ、ちょっと！」

　急に話を打ち切ったことを疑問に思い、つい振り返って呼び止めようとするが、瑠姫乃は止まることなく浴場から出て行ってしまう。

　ただ、その時に垣かい間ま見みえた横顔は、親に叱しかられた子供のような表情をしていた。

　寂しそうに、悲しそうに。縋すがるものを失ったように。

　何でさ。何でそんな表情するのさ。

　僕は、何か間違ってたの？　キミの眷けん属ぞくとして、間違ったことをしたの？　間違ったことを言ったの？

　あぁもう、本当に解らないや。

　乙女心ってやつがさ。










　　　第六章　死して屍残るものは無くとも遺せるものはあると思う



　次の日。

「えーと、瑠る姫き乃の？　起きてる？」

「あぁ、お早う、凛りん斗と」

　僕は昨晩の瑠姫乃のことが気にかかり、気まずい気分で彼女を起こしに行ったのだが、当の本人は、まるで何も無かったかのようにいつも通りの様子で挨あい拶さつをしてきた。

　既に着替えは終えており、邦ほう羚れい高こう校こうの制服に身を包み、今まさに部屋を出ようとしていたらしい。

「さて、今日から本格的に狩りを始める。油断の無いよう、気を引き締めておくように」

　そんな平然としている瑠姫乃の様子に唖あ然ぜんとしていると、彼女は僕の肩を軽く叩たたいて先に部屋を出ていく。

　何て言うか、何て言っていいのか。

　まぁ、素直に出てきた言葉を言うと、うん。

　不気味だった。



　その不気味さは、屋敷を出ても変わらなかった。

　結局、瑠姫乃は徹頭徹尾いつも通りで、いっそのこと記憶に障害でもあったんじゃないかと疑いたくなるほどだ。

　寧むしろ、それを気にして挙動不審になる僕の方が心配されていた。

　そして、登校中。

　いつも通り先を歩く瑠姫乃の背後を、愛あい恋こはいつも通り姿勢を正して、僕は祢ね亜あに制服の裾すそを掴つかまれながら歩いていると、愛恋が潜めた声で話しかけてきた。

「凛斗。貴方あなた、お嬢様に何があったのか、ご存知ですか？」

「え……、僕じゃなくて、瑠姫乃のこと？」

　そりゃ確かに、愛恋にしてみれば瑠姫乃のことを優先するのだから、おかしなことではないのだが、あのいつも通りの瑠姫乃を見て何な故ぜそんな質問を僕にするのだろうか？

「貴方がおかしいのは構いません。ですが、貴方がお嬢様に対して挙動不審なのに対し、お嬢様が何の反応も見せていない、というのは気がかりです。もしや、昨晩浴場で何かあったのですか？」

「え、いや、それは……。いや待て」

　ズバッと指摘され、僕は少し視線を泳がせたが、その直後に聞き捨てならない発言があったことに気付いた。

「やっぱり昨晩、掛札を外したのはキミか。しかもわざとでしょ」

「お嬢様が過剰に緊張している様子でしたので、ちょっとしたサプライズです。まさか本当に鉢合わせするとは思いませんでしたし。その上、お嬢様が凛りん斗との入浴を許可するとは思ってもいませんでした」

「え、もしかしてあの時、どっかで見てたの？」

「いえ、お嬢様が凛斗の入浴を許可した時点で去りました」

「それまでは見てたってことじゃんか！」

「お静かに」

「あ、はい」

　何で僕の方が叱しかられてるんだろう。瑠る姫き乃のに聞かれたくないってのは解わかるけど。

「それで、あの場で何があったのですか？」

「何って、まぁ、瑠姫乃の変な質問に答えただけだよ」

「……長くなりそうですね。では、その件の詳細は後日追及させてもらいます」

「元はと言えばキミが原因だけどね」

「ですので、こうして結果を把握しようとしているのです」

　嫌味も軽くスルーされてしまった。

「というわけで、別件で少々お訊たずねしたいことがあるのですが」

　そんな僕に遠慮する様子も見せないで、愛あい恋こは話をし易やすくするためか、姿勢を正したまま、もう一歩僕との距離を詰めてくる。

「それも瑠姫乃には秘密なの？」

「今のお嬢様では真っ当な対処ができるとは思えません。あれは確実に何かを自分の中に抱え込んでいます。幼少時より共にいる私わたくしが言うのですから間違いはありません」

　説得力凄すごいですね。

「それで、昨晩から今朝にかけて一つ浮かんだのですが、石いし宮みや美み稀きはどのようにして、貴方あなたが私たちと別行動をしていることに気付いたのでしょうか？」

「……ん？」

　僕は愛恋の疑問をしっかりと理解するために、一度脳内で言葉を反はん芻すうさせて。

「あれ？」

　今更ながら、その質問の重要性に気が付いた。

「昨日、貴方が私たちと別行動をしているのを知っているのは、花か芽が入いりさんの誘いに貴方が応こたえたことを知っている者だけです」

　愛恋は、僕が彼女の質問の意味を理解したと判断したのか、より細かな話を始める。

「少なくとも校内に《屍喰グール》がいたとは思えませんし、町中で貴方が一人で行動している場面を見かけたとしても、屋敷に戻るまで一人のまま、と判断するのは難しいです」

「そりゃそうだ」

　基本的に僕は瑠る姫き乃のたちと一緒にいる。それは学校だけでなく、町中でも有名な筈はず。

　もし、僕たちの誰かが町中で一人でいるのを見かけたとしても、すぐに誰かと合流すると考えるのが普通だろう。

　しかし、石いし宮みや美み稀きは完全に僕が一人でいることを確信していたような待ち伏せをしていた。場所こそよろしくは無かったが、タイミングとしては完璧だったとさえ言える。

　そう考えると。

「石宮美稀の協力者は、僕たちを監視していた、ってことになるのか？」

「もしかしたら、今も見られているかもしれません。《捕食鬼プレアー》にとって、《屍喰グール》から情報を回収することは容易ですし」

　ですが、と愛あい恋こは鋭利な表情を浮かべた。

「もしかしたら、凛りん斗とは単独で行動していた際に、何かしらその片へん鱗りんを掴つかんでいたかもしれません。ですので、思い出してください。貴方あなたが花か芽が入いり鞠まり果かにうつつを抜かしている間に、何か不自然なことが無かったのか」

「もっとマシな言い方は無いの？」

　愛恋に嫌味を込めた視線を向けながら、僕は昨日のことを思い返してみる。

　そういえば、喫茶店を出た後ですれ違ったあの青い六芒星のピアスを付けた人。あの人は石宮美稀だった、のだろう。

　じゃあ、何で彼女はあの場にいた？　僕を狙ねらうのなら、できる限り僕とは顔を合わせない方がいい筈なのに。

　僕が一人かどうかの確認？　それにしたって、あの場で僕が単独行動を取っているという判断は難しい筈。

　とすれば、必要になるのは、僕と花芽入さんが喫茶店に向かった、という情報。もしその情報の詳細を手に入れようとするのなら、邦ほう羚れい高こう校こうの生徒、しかも石宮美稀にとっては別学年の生徒に接触する必要がある。しかもその学年は二年、僕たちの学年だ。

　でもそれは、彼女が僕に告白したという噂うわさが残る状況ではリスクが高すぎる気がする。

　となると、一体誰が？　教師？　それとも本当に、完全に無関係な第三者なのか？

「それに」

　僕の思考が渦巻き、収拾しきれなくなり始めた時、愛恋が付け加えるように呟つぶやいた。

「何な故ぜ、凛斗の生け捕りを目的としていたのか。それも気になりますね」

　僕──玖く堂どう凛斗の生け捕り。

　金や権力が目的なら、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの次期当主であり、僕たちの主である瑠姫乃を狙えばいいのに、何故、敢あえて僕を狙う？

　戦力を削そぐため？　いや、だったら殺せばいい。あの時、石宮美稀は何て言っていた？

　僕を捕まえる、殺さないのは──「約束」だから？

「僕を、殺さない『約束』？」

　僕が生きたままでないといけない。とはいえ、僕の能力が目的、ということは無いだろう。基本的に僕の能力は、屋敷の人間以外は殆ほとんど知らない筈はず。

　となると、目的はあくまでも、玖く堂どう凛りん斗とという個人？

「やはり、解わかりませんか。申し訳ありません、不確定要素が多い中で曖あい昧まいな質問をしてしまい、混乱させてしまいましたね」

「あ、いや、まぁ、必要なことだとは、思うよ」

　そう答えたものの、僕の頭の中はしっちゃかめっちゃかになっていた。

　解ったことと言えば、解らないことが多い、という悲しい事実。

　昨晩の瑠る姫き乃ののこともあるし、一体どれから手を付ければ──。

「あ？」

　昨晩の、瑠姫乃？

　彼女は、昨晩、僕に、何て訊たずねた？

「凛斗？」

　いきなり変な声を上げた僕を、愛あい恋こが訝いぶかしげに覗のぞき込こんでくる。

　間近に迫った愛恋の顔。いつもはまともに見つめる機会は無いけど、何な故ぜか今は思考の別の場所で、きりっとして綺き麗れいだなー、何てアホのような感想が浮かんでくる。

　それとは別の思考が、一つの可能性を組み上げた。

「愛恋。ちょっと賭かけに出る」

「……何か、思いついたのですか？」

「うん。だから石いし宮みや美み稀きの狩りは任せちゃっていいかな？」

「一人でやりたい、と？」

「まぁね」

　ぶっちゃけ、この考えは人に好んで話したくない要素を含んでいるから。

「ついでに言うと、その過程で能力を使うかもしれない」

「では、全すべてが終わった後、お嬢様に報告させていただきます」

　今は見逃してやる、という副音声に安あん堵どしながら、僕の制服の裾すそを摘んでいた祢ね亜あの頭を撫なでてやる。

「そういうわけだから、後はよろしくね」

「……うん」

　常人より耳のいい祢亜は、僕と愛恋の会話を全て聞いていた筈。その上で肯いてくれたのだから信用していいだろう。

　ただ、瑠姫乃の不気味な平常さだけが、僕に不安を残した。

「それでさ、愛あい恋こ。一つ訊ききたいんだけど」

「はい？」

「女子更衣室って、どこだっけ？」

「は？」



　　　　　　　　　☆



　その日の授業は、何の問題も起きずに過ぎて行く。

　瑠る姫き乃のは、猫を被っても、変わらず不気味に平常なまま。

　愛恋は、僕の言葉を信じてくれたのか、ただ瑠姫乃に付き従っている。

　祢ね亜あは、不安げに僕を見てくるときはあるが、それでも抱き着いてくることが無い以上、問題は無いだろう。

　石いし宮みや美み稀きの個人情報は、昼休みに担任に交渉し、放課後に受け取る計画になっている。

　そして、迎えた四限目。科目は、体育。

　授業内容は男女別に外での長距離走。

　校庭を走りながら、僕はふと思った。

　できることなら、この可能性が全すべて僕の妄想であればいいのに、と。



　　　　　　　　　☆



　昼休み。

　全員が体育で一層空腹感を味わっている中、いつも通り瑠姫乃たちと空き教室に移動しようとすると、花か芽が入いりさんが話しかけてきた。

　花芽入さんの表情は、いつも以上に不安げだった。

「ねぇ、玖く堂どうくん、ちょっといいかな？　その、できれば須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけさんたちにも訊きたいんだけど」

「えぇ、構いませんよ？」

　僕の代わりに柔らかく応こたえる瑠姫乃に、花芽入さんはそれでも表情を変えることは無い。それだけ不安なことなのだろう。

「その、あたしのケータイ、知らないかな？　ピンク色で、スライドタイプなんだけど」

「もしかして、見つからないのですか？」

「う、うん。体育の授業から戻ったら失なくなっちゃってて……」

「先生には話したのか？」

　僕が訊いてみると、花芽入さんは不安そうなまま首を横に振った。

「ううん、まだなの。先に皆に訊きいてみて、それで見つからなかったら、先生に訊いてみようかなぁ、って。……でも、その様子じゃ知らないみたいだね」

「もし見つけましたら、すぐにお教えしますね」

「うん、ありがとう。ごめんね、邪魔しちゃって」

　瑠る姫き乃のの言葉に少しだけ笑みを見せた花か芽が入いりさんは、そのまま慌ただしく他の生徒のところへと向かっていく。僕たちにした質問と同じことを訊きに行くのだろう。

「それじゃ、僕たちは行こうか？」

「えぇ。その前に、石いし宮みや美み稀きさんの担任に、事情を話さなければいけませんね」

「あぁ、そっか」

　そのまま四人で三年の教室に向かうが、担任は既に職員室にいると聞かされ、また移動。

　そうして職員室でどうにか見つけた担任に話を持ちかけてはみたが、流石さすがにそこは教員として守秘義務を主張された。

「いや、まぁ。君らが彼女を心配してくれるのは嬉うれしいけどね。だからって彼女の個人情報を独断で教えることはできないよ。それに、こういうのはいけないんだけど、あんまり大事にして警けい察さつ沙ざ汰たとかにしたくないしね。もしかしたら、ただの家出かもしれないし」

　もっともな言い分ではあるのだが、そこはこちらも引けない身。

　最終的には、瑠姫乃が権力とか財力とか、どう見ても綺き麗れいとは言い難い説得という名の脅しによって個人情報をもらうことができた。

　そして僕たちは、それを広げて空き教室で昼食を摂とっていた。

「両親ともに健在。特筆するような人生を送っているようには思えないな」

「ま、住所だけ解わかればいいんだし、そこまで気にする必要は無いでしょ？」

　ようやく瑠姫乃の平常さに慣れてきた僕は、箸はしを動かしながら彼女の話に合わせる。

「もっとも、石宮美稀がもう実家に戻るとは思えないけどね」

「同感だが、両親から話を聞く意味はあるだろう。彼女が主に利用していた場所や交友関係など、な」

「ということは、彼女の友人も洗う必要がある、ということになりますが」

「大事になった際の処理は、他の《共生者ジユーナー》に既に進言してある。だから、私たちが石宮美稀のことを訊たずね回り、怪しまれても大した問題にはならない筈はずだ」

「かしこまりました」

　昨日瑠姫乃は石宮美稀のことを報告しておくと言っていたし、たぶん、その際にいろいろと頼みごともしたのだろう。

　と、それまで黙っていた祢ね亜あが、か細い声を上げた。

「あ、あの、瑠姫乃」

「む？　何だ、祢亜？」

「何で、そんなに機嫌悪いの？」

　祢ね亜あの直球過ぎる質問に、僕は口に放り込んだ卵焼きが喉のどに詰まりそうになった。

　見れば、愛あい恋こも僕と同じなのか、驚いたように、小さくではあるけど目と口を開いている。

　対して、瑠る姫き乃のは──それでもなお、いつも通りだった。

「そうか。祢亜には私が不機嫌に見えるか。それはすまなかった」

　当たり障りない様子で、不機嫌さなど感じさせない優しい声で、瑠姫乃は祢亜に謝った。

「それで不安にさせてしまったか？　だとしたらすまない。だが安心していい。私は別段不機嫌ということは無い。だが、石いし宮みや美み稀きのことで少し気が張っていたかもしれないな」

「…………ぅ」

　表面上は穏やかな瑠姫乃の言葉にも、祢亜は納得しかねている様子だった。

　もしかしたら、祢亜は能力の影響で、五感だけでなく、第六感まで敏感になっているのかもしれない。

　ただ、それ以上は、瑠姫乃は石宮美稀のこと以外を話そうとせず、僕たちと瑠姫乃の間にある気まずさは増すばかりだった。



　　　　　　　　　☆



　そうして、瑠姫乃との間に気まずさを抱えたままの放課後。

　ついに、迎えてしまった。

「では、凛りん斗とさん。行きましょうか」

　相変わらず、不気味なほどにいつも通りの瑠姫乃が、猫を被って僕の席までやってきた。

　彼女に対し、僕はできる限り自然になるよう、両手を胸の前で合わせた。

「あー、ごめん。僕、ちょっと担任に頼まれごとされててさ。後で追いつくから先に行っててくれないかな？」

「それは、初耳ですが……」

「大した用じゃないらしいからさ。すぐに終わると思うし」

「そうですか。では仕方ありませんね」

　いつもなら、被った猫の隙すき間まから彼女の本音を探ることもできた。でも、今はそれが微み塵じんも見えない。

　本当に自分で何かを抱え込んでいるのだろう。

　それが解消できていないという不安はある。それでも、僕は既に実行してしまっているのだ。だから、今更止めるわけにはいかない。

「じゃ、愛恋、祢亜。そういうわけだから、よろしく」

「かしこまりました」

「き、気を付けてね、兄上様……」

「あっはは、祢ね亜あは心配性だな」

　瑠る姫き乃のの背後にいた愛あい恋こは、綺き麗れいに一礼し、祢亜は不安げに見上げてくる。

　そんな祢亜の頭を一回撫なでてから、僕は一足先に教室を後にする。

　そのまま向かうのは、僕たちがいつも昼食を食べている南校舎の三階。

　殆ほとんど人の来ないこの階の、男子トイレ。僕の待ち人はそこにいた。

「や、待ってたよ」

「悪いね、こんなところで待たせちゃって」

「いや、いいよ。事情は解わかってるし」

　彼は軽く手を振った後、制服のポケットから取り出した物を僕に手渡してきた。

　それを受け取りながら、僕は訊たずねる。

「それで、結果は？」

「言う必要ある？　ここまで来たらいちいち口で説明する必要も無いでしょ？」

「それもそうだね」

　確かに、彼と僕ではいちいち言葉を交わす必要は無い。ただ、今までは万全を期すために控えていただけだ。

「それじゃ、今回は僕が先に行くよ」

「了解。じゃ、僕は後から行くよ」

　彼と確認を取り合ってから、僕は男子トイレを出て、階段を下りていく。

　目指す場所は、最初から決まっている。

　それでも僕は、この期に及んで、そこに誰もいないことを願っていた。

　この思いは、《共生者ジユーナー》としては甘いのかもしれない。でも、誰だってそうなんじゃないだろうか。

　どれだけ証拠が揃そろっていても、それが信じ難いものなら、嘘うそであってくれと、間違いであってくれと願うだろう。

　まるで、今の僕のように。

　だからこそ、僕はもう一度だけ思う。

　これが全すべて、僕の妄想であればいいのに、と。



　　　　　　　　　☆



　辿たどり着ついたのは、体育館裏。

　もしもこれが青春劇なら、思い人同士の告白とかがあるんだろう。

　でも、僕はそんな爽さわやかな生き方をしていない。だから、もしここに僕以外にいるとしたら、それは──。

「やぁ」

「──……、え、ぇ？」

　体育館裏にいた先客は、声をかけてきた僕の姿を見て、目を白黒させていた。

　僕はそれに構うことなく、先客に近づいていく。

「正直、こういうことになるとは僕も思ってなかったよ」

「え、何で、貴方あなたが──」

「僕が？　何？　どうかした？」

　先客は、わたわたとした動きで一枚の紙切れを取り出した。

　それはノートの切れ端に文字が書かれたもの。

　内容は、『失うせ物ものは体育館裏にある』だ。

　わざわざ見なくても解わかる。その紙は、僕が用意したのだから。

「こ、これ、君が？　書いたの？」

「うん。そう書けば来てくれると思ってさ。──これ、失なくしてたんでしょ？」

　そう言いながら、僕は制服のポケットから、先程受け取った物──ピンク色でスライドタイプのケータイを取り出した。

「ねぇ、花か芽が入いり鞠まり果かさん？」



　先客──花芽入鞠果は、戸惑うように身を竦すくめた。



「な、何で、それ、玖く堂どうくんが？」

「まぁ、それはいろいろあってね」

「か、返して、くれるよね？　それ、あたしのだし……」

　少しずつ、その端整な顔に焦燥を浮かべながら、花芽入さんは僕の手に乗っているケータイを求めてこちらに歩いてくる。その姿は、誘ゆう蛾が灯とうに寄ってくる蛾を連想させた。

「その前に、訊ききたいことがあるんじゃないの？　何で僕がこれを持ってるのか、とか。どこでこれを見つけたの、とか」

「あ、う、うん。そうだね。でも、その前に──」

「それよりも優先して、僕からケータイを返してもらいたい理由がある、ってこと？」

　半ば花芽入さんを無視し、ケータイをスライドさせて、一つだけボタンを押す。

　画面に映ったのは、発信履歴。

「じゃあさ、ケータイは返すけど、これについて説明してくれないかな？」

　いくつも履歴が並ぶ中、一つの名前を指し示す。

　そこに映る名前は──石いし宮みや美み稀き。

「昨晩の日が変わる前、石いし宮みや美み稀きと、キミは何を話してたんだ？」

　その瞬間、花か芽が入いりさんは歩みを止め、その表情から、一気に表情が抜け落ちた。

　しかし彼女は、口を開かない。対して僕は、畳み掛けるように問い詰める。

「僕、昨日の夕方っていうか、キミに連れてかれたあの喫茶店の帰り道にさ、石宮美稀に襲われたんだよね。彼女、その後どこかに逃げちゃったんだけど……。君は、彼女がどこにいるのか、知ってるのかな？」

「そ、それは……」

「それにさ、こうして連絡先を知ってるのに、僕には曖あい昧まいな言い方してたよね？　『学校に来てないみたい』、なんて、人ひと伝づてに聞いたみたいに、さ」

　花芽入さんは、何も答えず、ただゆっくりと、自分を両手で抱きしめる。無表情のままなのに、何かに怯おびえるように。

　あと一押し、かな。

「じゃ、これが最後の質問。これに答えてくれたら、ケータイは返してあげる」

「……え？」

　僕の言葉を聞いて、虚を衝かれたように顔を上げた花芽入さんに、僕は短く訊たずねた。

「人間の血は、美味しかったかい？」

　花芽入さんの目が大きく見開かれる。身体からだを抱きしめたまま、一歩だけ右足を下げた。

　その様子を見て、僕は確信してしまう。

「……やっぱり。キミは、石宮美稀に血を吸われてたんだね？」



「────ぃい、いやぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああ！！！」



　僕の言葉を拒むように、花芽入さんが叫んだ。

　暴れられる前に拘束しようと、僕は花芽入さんに近づくが、何かに右足を掴つかまれた。

　ふと見た足元。盛り上がった地面が、僕の右足を呑のみ込こんでいた。

「え、ちょ！」

　無理矢理抜こうとしてみるが、その土は想像以上に硬く抜けない。

　その間に、僕の周囲が暗くなる。

　違う。何かの影が、僕を覆う。

「は？」

　見上げた先にあったのは、巨大な土の塊。土管のような太さのそれは、蛇のようにうねり、右足を掴まれて動けない僕に迫る。

　僕は頭から土の塊に叩たたき潰つぶされて、肉塊と血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらし絶命した。



　　　　　　　　　☆



「……あれは、《現象フエノメノ》、だよね」

　凛りん斗とと南校舎の三階で別れた後。

　僕は体育館裏で玖く堂どう凛斗が殺されるまでを、体育館の二階、アリーナの窓際に座り込み、閉め切ったカーテンの隙すき間まから覗のぞき込こんでいた。

　館内で部活に励んでいる生徒たちからは不審な目を向けられているけど、それは我慢。

　さておき、花か芽が入いりさん──花芽入鞠まり果かは、予想以上に精神的な余裕が無い様子だね。

　となると、やっぱり石いし宮みや美み稀きに血を吸われて、脅されていた？

　でも、石宮美稀も協力者──花芽入鞠果に対して随分ビビっているように見えたけど。

　などと考えていると、体育館裏では玖堂凛斗の死体が灰になり、制服だけが残される。

　流石さすがに制服の処分は難しいだろう、と思ったのと同時、盛り上がった土が玖堂凛斗の制服を呑のみ込こみ、同時に、花芽入鞠果も呑み込んだ。

「え。──あ、やばい、逃げられた！」

　あれは、土を操る《現象》の能力と見て間違いは無いだろう。問題なのは、土中を能力で移動する、という芸当ができるほどに花芽入鞠果がその能力を使いこなしている事実。

　そして、確実にこの場から逃げ出ただろうということ。

「あぁ、もう！　これだから《捕食鬼プレアー》ってのは面倒なんだ！」

　僕はすぐに立ち上がり、体育館を出てから、ケータイを取り出して、発信履歴から見知った名前に発信する。

　二回のコールの後、僕は相手の声を聞くより早く口を開いた。



「もしもし、愛あい恋こ？　凛斗だけど！」



　　　　　　　　　☆



『随分と慌てている様子ですね』

「まぁね。僕の妄想じみた話が現実だった。嫌になるよ」

『愚痴でしたら後程。それで、その結果は？』

　流石の真面目まじめさを有している愛恋は、余計な詮せん索さくをせずに僕に先を促してくる。

「石宮美稀の協力者は花芽入鞠果。二人の関係性は不明だけど、少なくとも花芽入鞠果が石宮美稀と連絡を取っていたことと、《現象》の能力に覚かく醒せいしているのは確認した」

『……それは、少々驚きの結果ですね』

「それでもその程度の反応で済ませてくれる愛恋には感心するよ」

『賞賛、痛み入ります』

　愛あい恋こに取り乱した様子が見られないことを確認し、僕はさらに続ける。

「それで、ここからが問題なんだけどね。花か芽が入いり鞠まり果かを拘束しようとして失敗した挙句、逃げられた。これは完全に僕の失態だ」

『謝罪も罰も後でお嬢様に決めていただきます。それで、逃走先に心当たりは？』

「無い。っていうか、完全に見失った」

『と、言いますと？』

「花芽入鞠果の能力は土の《現象フエノメノ》。彼女は土中に潜って逃げちまったんだよ」

『それは……。厄介ですね』

「でしょ。ついでに言うと、入れ替わりの能力が花芽入鞠果のものじゃないってことも発覚したことになる。そう考えると、入れ替わりの方は石いし宮みや美み稀きの能力である可能性が出てくる。んだけど……」

『能力を保持するには、両者とも日が浅すぎる、ということですね』

　愛恋は僕の疑問をしっかりと言い当ててきた。

『それに関する答えは、屋敷の方で得られました』

「え？」

『《侵食強化フオーシン・ラーニン》。石宮美稀を吸血種にしたと思われており、先日お嬢様と凛りん斗とが倒した、中級指定されていた《捕食鬼プレアー》の二つ名です』

「え、あのおっさん、中級指定だったの？」

『はい。先日お嬢様が協力を依頼した《共生者ジユーナー》から、先程情報の提供がありました』

　僕たち《共生者》は、《捕食鬼》の危険性を階級で区別している。

　危険性の低い《屍喰グール》や、なりたての《捕食鬼》を下級指定。

　能力を持ち、単体で人間にいくつかの被害を出している《捕食鬼》を中級指定。

　能力だけでなく、地位や権力、財力のいずれかを持ち《共生者》にも被害を出している《捕食鬼》を上級指定。

　そして、個体だけで自然災害と同等の扱いとされる《捕食鬼》を特級指定と呼ぶ。

　そして中級指定以上の《捕食鬼》は、基本的に能力に見合った二つ名を付けられる。

　しかし、だ。

「じゃあ、何であのおっさんは僕たちに能力を使わなかったのさ？」

『《侵食強化》の能力は敵を殺あやめる類たぐいの能力ではありません。あれは──吸血し、《魔従セキユル》か《兵儡レインク》にした者の能力を強制的に覚かく醒せいさせる《干渉メドル》の能力です』

「能力の、強制的な覚醒？」

　確かに、そういう話なら石宮美稀が入れ替わりの能力を使えたとしても肯ける。いや、寧むしろ初めからその能力を使えたからこそ、僕に仕掛けるまでの五日間を、囮おとりであり戦力である《屍喰グール》の量産に努めたのかもしれない。

「あれ、じゃあ花か芽が入いり鞠まり果かは？　彼女も、あの時に実はもう血を吸われていた、とか？」

　そう自分で言ってから、違うんじゃないかと自分で思う。

　もしそうなら、石いし宮みや美み稀きに血を吸われた、ということを指摘されて花芽入鞠果があれほど取り乱すとは思えない。

　そんな僕の考えと、愛あい恋こは同意見だったらしい。

『花芽入さんがあの時に血を吸われていた、という可能性は無いでしょう。でしたら、貴方あなたはともかくとして、お嬢様が気付かない筈はずがありません』

「だよねぇ。……となると。やっぱり、石宮美稀が花芽入鞠果の親、か。でも、そうなると能力に覚かく醒せいした速さが説明つかないんだよね」

『石宮美稀は、親の《捕食鬼プレアー》を亡くしても《兵儡レインク》の性質を残していました』

「ん？　あぁ、そうだね」

『《侵食強化フオーシン・ラーニン》の魔力の性質は、能力を考えてみても、他者への干渉力が強いものです。その性質が石宮美稀に残っていたために、彼女に血を吸われた花芽入鞠果にもその影響が出たのではないか、と、考えることはできます』

「…………うん、無い話じゃないね」

　よし、大体の疑問は解けてきた。敵が明確になっている時、不確定要素はできれば排除しておきたいからね。

「じゃ、僕は先に行く。交戦したら緊急信号鳴らすよ」

『逃走先に心当たりは無いのでは？』

「一つ、心当たりが浮かんだ」

『それは？』

「石宮美稀のいる場所。ケータイのメールアドレスは確保してある」

『もしや、それを確保するために能力を？』

「うん。できれば、手に入れたくなかったけどね」

　そこで、愛恋は思い出したかのように話を変えてきた。

『そういえば、花芽入鞠果の拘束に失敗したと言いましたね？』

「え？　うん」

『何回死にましたか？』

　その質問だけは、他の質問よりはるかに鋭い声ではあったが、それは親しさからくる鋭さだった。だから僕は偽り無く答える。

「一回死んだ。ついでに言うと、能力そのものはまだ石宮美稀にも花芽入鞠果にもばれてないよ。──で、今日っていうか、補給無しで使えるのは、あと二回だね」

　僕の答えを聞いた愛恋は、呆あきれたような、それでいて辛つらそうな声で指示を出してきた。

『…………花か芽が入いり鞠まり果かを発見したら、接触は控えて私たちとの合流を優先してください。貴方あなたは今回の件で十分に働きました。これ以上、貴方が犠牲になる必要はありません』

「その余裕があったらね」

　愛あい恋こがそれ以上、何かを言う前に通話を切る。

　その後、ついさっき手に入れた石いし宮みや美み稀きのメールアドレス宛あてに、短いメールを送った。

「よし、行くか」

　ふと、そういえば、と思い出す。あれから瑠る姫き乃のの様子はどうなんだろう？　訊きいておけばよかったかな？

　気にはなったが、それだけのために改めて連絡をするのも憚はばかられる。

　まぁ、合流したらでいいか。



　煤すす野や町ちようの中心には、大きな駅と時代的には結構新しいショッピングモールがある。

　では、ショッピングモールが建つ前はどこで買い物がされていたのか。

　その答えがここ。煤野町の南端、既に廃はい墟きよの集まりと言える、旧商店街だ。

　建物の殆ほとんどは木造で、形こそ保ってはいるが、長年放置されたこともあって、趣や歴史は感じられず、ただ脆もろそうなだけ。なので今では理由も無く人が寄り付くことはない。

　だからこそ僕はここに石宮美稀を呼び出し、そして、彼女はそれに応こたえてくれた。

「取とり敢あえず、昨晩は世話になったね」

「それは、お互い様でしょ？」

　入り口から歩いてきた僕に対して、石宮美稀は既に先に来ており、旧商店街の最奥に建つ、これまた放置されて罅ひびや破損が目立つ、大き目の公民館の前で僕を待っていた。

「それで、このメールは本当なのかしら？」

　挨あい拶さつもそこそこに、石宮美稀はスマートフォンの画面をこちらに見せてくる。

　そこに映るのは、先程僕が送ったメールの内容。

『旧商店街に来い。条件次第では、キミの身柄の安全を保障する』

「僕としては、こうして呼び出しに応じてくれたことに驚いてるよ」

「あぁ、その話ね」

　石宮美稀は、一人だった。服装は昨晩、僕を襲った時と変わらず、その周囲には《屍喰グール》の気配は微み塵じんも見当たらない。まぁ、僕も昨日と同じく制服姿ではあるけれど。

「確かに、何でかしらね。今もあのお方への忠誠心はあるのに、今の私は、それが薄っぺらなものに思えてきてるのよ」

「それは、キミからあのおっさんの魔力の影響が薄まってるからだよ。そういう自覚ができてきている以上、あと数日で、キミは元の人格に戻れると思うよ」

「でも、人間には戻れない」

　石いし宮みや美み稀きが気だるげに髪をかき上げながら、そう呟つぶやいた。そこには未練が垣かい間ま見みえたが、それに応こたえられる言葉を、僕は持ち合わせていない。

　なにより彼女は、既に多くの人の血を吸い、その命を奪っている。

　それは彼女も自覚しているのか。そのことについて何も語らず、話を進めてくる。

「私の身柄の安全は保障する、って話だけど、それでも結局拘束されるのよね？　殺されないだけで、相応の扱いはされるんでしょう？　人の血を吸った、っていうことで」

「まぁね。そこは不幸と割り切ってもらうしかないよ」

「……不幸、ね。確かにその通りだわ」

　石宮美稀の表情は重い。もしかしたら、僕が思っている以上に《兵儡レインク》の影響は彼女から抜けているのかもしれない。

「あの子は、その不幸の道づれにしちゃったって、ことかしら」

「花か芽が入いり鞠まり果かのこと？」

「えぇ」

　彼女は軽く肯く。それは、僕の考えが正しかったことを後押しするものでもあった。

「生き残るためには、まず《共生者ジユーナー》をどうにかしなくちゃいけない。それで、凛りん斗と君を引き入れようとして失敗した私は、偶然すれ違った彼女を協力者として、同時に血を吸って仲間を作る練習として、その血を吸ったのよ」

「で、彼女もキミと同様に、すぐに能力を使うことができた、と」

「えぇ、そうよ。ちなみに、これは降伏の意思も含めて教えるけれど、私の能力は、私が血を吸ったことがある人と、私の居場所を入れ替えること」

　疲労感を湛たたえながらも、色っぽい笑みを浮かべて石宮美稀はすらすらと話していく。

「それとも、その程度のことは気づいてるかしら？」

「まぁ、そうじゃないか、っていう考えはあったよ。……ていうか、降伏？」

「何か、疲れちゃったのよね、私」

　その言葉が本心であるかのように、石宮美稀は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「あのお方の言葉が本当に私のためになるのか解わからなくなっちゃって、頭の中もぐちゃぐちゃになっちゃって……。だから死なずに落ち着けるのなら、どうでもいいかなって」

「それは助かるね」

　僕は軽く肩を竦すくめてから、一度姿勢を改める。

　問題なのは、ここからだ。

「それじゃ、こっちの条件は受けてくれるのかな？」

「内容次第よ。私だってできないことはできないわ」

「あぁ、それは簡単。──花芽入鞠果を、誘おびき出だしてほしい」

　その瞬間、石宮美稀は僅わずかに身を竦めた。その反応に、僕は確信する。

　石いし宮みや美み稀きは、花か芽が入いり鞠まり果かに対して恐怖心を抱いている。

　それがどの程度かは解わからないけど、その事実はこの交渉にはあまり好ましくないものだ。

「……難しいわ」

　案の定と言うべきか、石宮美稀が見せたのは渋面だった。

「正直に言うと、今の彼女は私と協力的な関係には無いのよ。どちらかと言えば、私が使われている方。本当、《魔従セキユル》なんて呼び名は字面だけってよく解ったわ」

「それだけ花芽入鞠果は力を付けている、ってことなの？」

「えぇ、その通りよ。ま、無理矢理血を吸って吸血種にしたんだから、恨まれても仕方ないのでしょうけど。……あんなに強くなるなんて、本当に予想外だったわ」

「それじゃ、あの時に僕を生け捕りにしようとしたのも？」

「えぇ、彼女の指示よ。気づいていると思うけど、あの子、凛りん斗と君に凄すごく執着してるから」

「……だろうね」

　花芽入鞠果が《捕食鬼プレアー》である可能性に行き着いた理由も、その考えが浮かんだからだ。

　こんな自意識過剰とも言える可能性、恥ずかしくて他の人には言い出せないし、何より間違っていた時が辛つらい。そんな理由もあり、今回僕は単独で動いたわけだ。

「好意は嬉うれしいけど、支配欲と殺意を伴ってるんじゃあ、ごめんだね」

「そうでなくても、君は断るでしょ？　私を振ったみたいに」

「まぁね」

　愉しそうな石宮美稀の指摘に、思わず僕も笑みを返してしまった。

　さておき。

「別に君に交渉の場に立ってくれとか、説得してくれとか言うんじゃないよ。単純に、彼女が無防備に来てくれる状況を作ってほしいだけだ。現状で、吸血種のことで花芽入鞠果に怪しまれずに連絡を取れるのはキミだけだからね」

「それはつまり」

　その時になって、彼女はようやく覇気を取り戻したような表情を浮かべた。

「電話でもなんでも、鞠果さんに『ここに来い』って伝えればいいだけなのかしら？」

「うん」

「それで、後は貴方あなたたちが鞠果さんを捕まえてくれる、と？」

「うん」

　僕と石宮美稀は数秒睨にらみ合あう──が、先にその硬直を解いたのは石宮美稀の方だった。

「解ったわ。その条件なら受けましょう。ただし、ちゃんと私の命は保障してもらうわよ？」

「《捕食鬼キミたち》と一緒にしないでよね。《共生者僕たち》は、人の命を守るのが仕事なんだから」

　石宮美稀は、まるで交渉成立の証あかしのように、右手を出してきた。

　それに応こたえようと、僕も右手を上げた。

　その瞬間。



「嘘うそ吐つき」



　バクンッ、と。

　盛り上がった二つの土の塊が、石いし宮みや美み稀きを嘴くちばしが閉じるようにして呑のみ込こんだ。

「な、おい!?」

　僕の呼びかけに、石宮美稀の声は返ってこない。

　その代わりのように、土が盛り上がっていく。

　そして、その土の塊の中から、花か芽が入いり鞠まり果かが──虚うつろな表情で現れた。

「嬉うれしいよ」

　唐突に、三日月のように吊つり上った口端から漏れ出たその声に、僕はぞっとした。

　服装も、顔立ちも、何もかも変化は無いのに、まるで上級指定の《捕食鬼プレアー》が目の前にいるんじゃないかと錯覚をするほどに──花芽入鞠果の雰囲気は、先程と一変していた。

「生きてたんだ、玖く堂どうくん。でも、さっき、あたしが潰つぶしちゃったと思ったんだけどなぁ」

「ねぇちょっと、キミ。石宮美稀は、どうしたのさ？」

「うん？」

　ダメもとで訊たずねてみると、花芽入鞠果は僕と話せることが幸福だとでも言うように、満面の笑みを浮かべた。

「石宮さんはね、嘘を吐いたから……約束を破ったから、捕まえたの。……私の喉のどが渇いた時に、すぐに血を飲めるようにね」

「非常食扱いかよ」

　というか、いつから花芽入鞠果はここにいた？

　いや、違う。花芽入鞠果は、僕が死んだと思っていた筈はず。だったら、その時点で協力し合う必要の無くなった石宮美稀を殺しに来た可能性も、ある。

　その途中で、僕と石宮美稀が話し合っている場面を見つけた、のかもしれない。

「ねぇ」

　僕の思考を遮るように、花芽入鞠果が一歩ずつ、幽鬼のように近づいてくる。

「さっき、石宮さんとの話、聞いてたよ」

「盗み聞きかよ。趣味悪いね」

「えー？　人のケータイを盗む人に言われたくないなぁ」

　ごもっとも。いや、そんな場合じゃなくて。

「あたしのケータイ。玖堂くんが盗んだんでしょ？　どうやったのかは解わからないけど」

　気づけば、花芽入鞠果は足を止め、ゆっくりと俯うつむいていく。

「あたしが、石いし宮みやさんと協力しているか確かめるために」

　その声は、どんどん暗くなっていく。

「あたしが、石宮さんに血を吸われたか、確かめるために」

　纏まとう空気が、どんどんと重くなっていく。

「あたしを──殺すために！」

　そして、今まで溜ため込こんでいた感情を爆発させるような叫びと共に、多量の土砂が僕へと襲い掛かってきた。

「あぁ、もう、話し合いの余地も無しか！」

　叫びながら踵きびすを返し、すぐにケータイで緊急信号を送る。

　基本的に、僕が《捕食鬼プレアー》と交戦した場合は如い何かに生き残るかが一番の課題になる。

　何せ、今も僕は昨晩と同様に丸腰なわけだし。能力もそのタネがばれていない以上、いざという時のために取っておく必要がある。

　それ以上に、こういった規模のでかい《現象フエノメノ》の相手は、僕には荷が重すぎる。

「うわ、と、くそっ！」

　旧商店街を逆走する僕の背後。土砂が津波のように迫るのが見えて、背筋が寒くなる。

　いくらまだ死ねるといっても、やっぱり死ぬ瞬間の感覚は好めるものじゃない。

　それに、花か芽が入いり鞠まり果かは石宮美み稀きを「捕まえた」と言っていた。っていうことは、生きてるってことだ。となると、彼女を助け出す必要もあるし、あの状態の花芽入鞠果を人目に晒さらすわけにもいかない。つまり。

「ここで、食い止め続けろってことかよ……」

　自分で出した結論ではあるのだが、その苦労を考えると思わず溜ため息いきが漏れる。

　悟○を待つ○リリンの気持ちだよ、本当。

「本当、瑠る姫き乃のたち、早く来て頂ちよう戴だいよ……！」

　祈るように呟つぶやいて、僕は迫る土砂を躱かわし、旧商店街に並ぶ廃はい墟きよの一つに飛び込む。

　背後から追いかけるように扉が壊れる音が響く。だが土砂はそれ以上迫ってこない。

「え、何で──」

　思わず呟くが、即座にその理由に思い至り、冷や汗が噴き出るのと同時に、僕は急いで建物の中を突っ切り、罅ひびの入った硝がら子す戸どを飛び込むようにして突き破り、建物から脱出。

　その直後、僕が先程まで入っていた建物が、下から突き出した巨大な土の柱によって、粉々に砕かれた。

「マジで僕を殺す気みたいだね、彼女」

　降り注ぐ建物の破片から頭を庇かばいながら、周囲を見渡す。

　この旧商店街は、森の中央を切り開いて造られているため、外側は森に囲まれている。

　実際、今僕がいる場所は、目の前にこそ粉砕されたばかりの建物の残ざん骸がいがあるが、その他の方向は全すべて豊かな自然に囲まれている。

　加えて、花か芽が入いり鞠まり果かが能力で操っている土砂がさっきからまともに命中していないことを考えると、たぶん土砂を操れる規模は凄すごい分、精度は低く、自分の把握できる範囲でしか操作できないんだろう。

　僕は次の土砂が来る前に、生い茂る草木の中へと飛び込む。そのまま数メートル草木の中を進み、他に比べて太めの樹きの裏側に回り込み、息を殺す。

　直後、背後から地鳴りのような音が響く。

「あれ、玖く堂どうくん？」

　花芽入鞠果の声。距離的に、たぶんさっき吹き飛んだ建物の辺りにいるのだろう。

　それにしても、《現象フエノメノ》の中でも、よりによって土ってのは、厄介極まりない。

　何が厄介って、僕たちは鳥じゃないんだからどう足あ掻がいても地面に足を着けて戦うしかない。だってのに、彼女は地面そのものを操ってくる。

　だからいちいち近づかなくちゃ手が出せないこっちと違って、花芽入鞠果は僕の居場所が解わかればその足元の土で僕の足を捕まえればいいだけ。後は煮るのも焼くのも彼女次第。そのせいで様子見ですら命懸けだよ。

「……隠れちゃったの？　それとも逃げちゃったの？」

　ずずず、と嫌な音が近づいてくる。少なくとも彼女はまだ僕がどこにいるか把握していない。なら、隙すきを見ながら移動を続ければ、瑠る姫き乃のたちが来るまで時間は稼げる──。

「まぁ、この辺りを一回ボロボロにしちゃえば見付かるかな？」

「!?」

　と思っていました。

　あまりに派手すぎる発言に、思わず声を洩もらさなかった自分を褒めたいほどだ。

　え、ていうか、マジで？　冗談だよね？

　と願う僕の思いも虚むなしく、地響きはどんどんと大きくなっていき、足元が揺れ始める。

　うわ、マジか。

　僕は即座に真正面に突っ走る。どれほどの範囲の地面が荒れるのか解らないが、とにかく距離を取ることを優先して──。

「あ、見付けた」

　まずい。釣られた。てっきり広範囲を土砂で埋め尽くして僕を捜すつもりだと思っていたが、彼女は最初から、広範囲の土砂を操ることで逃げ出す僕を捜すつもりだったのか。

「今度こそ、捕まえた」

　とか判断できるのはいいんだけど、足元に絡みつく土砂に対して何もできないわけで。

　そのまま土砂が僕の体を覆い、首から下は這はい上あがる土砂によって完全に埋没する。

　そのまま歪いびつなオブジェになった僕は、身動きが取れないまま花芽入鞠果の傍そばまで運ばれた。

　彼女は嬉うれしそうに三日月のような笑みを浮かべて、僕の首に右手を伸ばしてきた。

「大丈夫、今度は殺さないよ。ちゃんと、血を吸ってあげる」

「それはちょっと、遠慮したい話だね」

　僕の言葉に何の反応も見せず、花か芽が入いり鞠まり果かは口を僕の首筋へと近づけてくる。

　くそ、まだか？　もっと時間を稼がないと……！

「待て、待って、ちょっと」

「……何？」

　苦し紛れともいえる僕の制止に、花芽入鞠果は口を僕の首筋に寄せるのを止め、まるで恋仲のように土砂に埋もれた僕を抱き締めてきた。

　いろいろ思うことはあるが、何だっていい、時間を稼ぐチャンスだ。

「僕の血を吸うのは、まぁ、この状況じゃ止めてくれって言っても無理だろうからさ。代わりに、一つだけ、聞いてくれないかな？」

「何を？」

　花芽入鞠果は自分の優位性を疑っていないのか、愉しむようにわざと僕の耳の傍で声を立ててくる。その度に吐息が耳に触れてくすぐったい。

「石いし宮みや美み稀き。彼女は見逃してくれない？　さっき聞いてたんでしょ？　彼女は、もう《捕食鬼プレアー》としての活動をする気は無い。元はと言えば、彼女だって被害者なんだ」

「……だって──」

　その時、僕の言葉が花芽入鞠果の何かに触れたのか。彼女は僕を抱き締める力を強めた。

「──好きでこんな風になったんじゃない！」

　そして花芽入鞠果は、僕の予想以上の激情を見せた。

「あたしだって、本当はこんなの嫌だよ！　でも、石宮さんに襲われて、よく解わからないのに、こんな風になっちゃって！」

　それが本音だったのか、花芽入鞠果は、いや僕の知る花芽入さんは涙声で叫ぶ。顔は見えないが、きっと泣いているんだろう。

「したくもないのに、人に咬みつきたくなって！　血を吸って！　殺しちゃって！　美味しくないのに！　また欲しくなって！　それで！　……それで…………、もう、何も、解らないんだもん……！」

　そうだ。過程はどうあれ、彼女は石宮美稀と同じで、巻き込まれた側の人間だ。

　あのおっさん、《侵食強化フオーシン・ラーニン》の影響でこうなってしまったというだけで、彼女自身は事情を理解することすら許されなかったのだろう。

「だから、ね？」

　花芽入さんは僕と顔を合わせる。その顔は涙が溢あふれ、諦てい観かんじみた笑みを浮かべている。

「玖く堂どうくん、私と一緒にいてくれる？　そうすれば、あたしも……」

　孤独でなければ、非情な現実にも耐えられる。非道な事実にも耐えられる。彼女の立場を考えれば、解わからない話じゃない。

「キミの言い分は解る」

「……え」

　それでも、だ。

「それでも僕は、《共生者ジユーナー》として、キミの発言を見過ごすことはできなくなった」

　今まで、確信が無かったこと。憶測であり、可能性でしかなかったこと。

　彼女の能力が《侵食強化フオーシン・ラーニン》の影響下にあった石いし宮みや美み稀きの魔力に触れたことで覚かく醒せいしたとして、この規模の能力を操れる魔力を、何で一般人でしかない彼女が有していたのか。

　才能？　偶然？　違う。他の人間の血を吸って、魔力を奪ったから、だ。

「できれば、杞き憂ゆうであってほしかった。キミが《捕食鬼プレアー》と区別されるための、最後の一線を実は越えていないんじゃないか、って思いたかった。もしそうなら、僕を一回殺したことも見逃してあげようって思ってた」

　だが、彼女ははっきりと言った。あれだけ感情を露あらわにしていたのだから、嘘うそではないとはっきりと判断できるほどに、だ。

「キミは、無関係の人間の血を吸った。その過程も背景も関係無い。キミは、人の血を吸い、その命を奪った」

「く、玖堂、くん？」

　花か芽が入いりさんは、涙でぐしゃぐしゃになった顔に戸惑いを浮かべる。

　それでも僕は、情に流されるよりも自分の立場を優先した。

「キミは《捕食鬼》だ。そして僕は《共生者》だ。だから僕は──キミを拘束する」

　お互いの立場をはっきりと断言する。

「そっかぁ」

　そして、何の前触れも無く彼女は土砂で動けない僕の頭を両手で掴つかんだ。

「じゃあ、もう、こうするしかないか」

　控え目に、しかししっかりと再び開かれた花芽入さんの口に、鋭い犬歯──牙きばが、上下合わせて四本見える。

　僕にも存在する、血を吸うために他者の皮膚を突き破るための牙。

「ごめんね、玖堂くん。あたし、もう、こうする以外の方法が解らないや」

　浮かべた泣き笑い。迫る四本の牙。でも──もう、遅い。

「あぁ、こっちこそごめんね。間に合っちゃったよ」

「え？」

　僕の言葉の意味を理解しかねる花芽入さんの背後。

　僕の視界に、白い影が凄すさまじいスピードで駆け寄ってくるのが見えた。当然、その白い影──白猫になった祢ね亜あの背に乗る、赤いゴシュジンサマとメイド長も。

「開けろ、瑠る姫き乃のっ!!」

「開け!!」

　僕の叫びに応じた瑠姫乃の叫び。同時に、僕の両腕を覆う《改創閉塞ジエネレイトロツク》が開き、その衝撃で僕を捕えていた土砂が吹き飛ぶ。

「悪いけど」

　驚きよう愕がくに目を剥むく花か芽が入いりさんを前に、自由になった僕は《改創閉塞》から解放された『月つき削そぎ』を起動。それにより、両手の手甲から飛び出した機械刃が高速で回転を始める。

「僕の血は、瑠姫乃の許可無しに他人に飲ませるわけにはいかないんでね」

　それでもまだ動けない花芽入さんの腹部に、僕は躊躇ためらい無く、正拳突きのようにして、右の機械刃を突き刺した。

「い」

　一瞬の静寂、直後。



「────っっっ！！！」



　声とは呼べない、甲高い叫びが森中に響き渡る。

　当然だ。いくら細くとも、チェーンソーが回転したまま腹部に突き刺されば、その痛みは言葉で表せるレベルではない。何せ肉体の内側を金属で抉えぐられているわけだから。

　貫通した機械刃の回転を止め、僕は一息に引き抜く。

「ひ、いやぁあっ！」

　引き抜く際の痛みで、花芽入さんは一度身体からだを大きく痙けい攣れんさせてから、溢あふれる血で赤く染まった傷口を両腕で身体を抱えるように押さえて蹲うずくまる。貫通はしたものの背骨は避けたから、吸血種の身体能力を考えれば、止血などの処置をすれば死ぬことは無いだろう。

　正直な話、彼女が吸血種になって日が浅いというのは、対処する上では有り難い話だった。熟練の《捕食鬼プレアー》となると、この程度じゃ怯ひるまない奴やつもいるどころか、そもそも近づくことさえできない可能性もあるからだ。

　ともあれ、花芽入さんにとっては腹部を貫かれるという痛みは耐え難いものだったらしく、これ以上暴れる様子は無い。

「兄上様！」

　一段落した、と判断して機械刃を手甲内部に収めた僕に、白猫になった祢亜が、瑠姫乃と愛あい恋こを乗せて駆け寄ってきていた。

「あ、兄上様、大丈夫!?」

「うわ、っと。大丈夫だよ祢ね亜あ、そんな心配しなくていいよ」

　もふっと、泣きそうな声を上げながら頭を押し付けてくる祢亜。彼女の白い獣毛豊かな頭を抱えるように撫なでてやる。それでも祢亜は僕が心配だったのか、もふもふした頭を擦すり寄よせてくる。

　すると、愛あい恋こが素早く祢亜から降りて、蹲うずくまっている花か芽が入いりさんの元へと歩いていく。

「花芽入さんの傷は、どの程度ですか？」

「臓器は解わかんないけど、背骨は避けたつもり」

「で、『月つき削そぎ』で貫通させた、と。では、抵抗する意思は無い、と判じても？」

「うん、大丈夫だと思う」

「結構。お嬢様たちには、花芽入さんの件も、石いし宮みや美み稀きの件も話しておきましたので」

　僕の言葉を全面的に信用したのか、愛恋は花芽入さんの傍そばで座り込むと、彼女の制服の袖そでを破り、それを包帯代わりにして止血を始めた。

　そんな愛恋の処置を、祢亜の頭を撫でながら眺めていると、最後に瑠る姫き乃のが祢亜から降りて、僕の傍に寄って来た。彼女も愛恋と同じく屋敷で着替えた後だったのか、いつも通りの真っ赤なワンピースタイプのドレスに、黒いコートを羽織っている。

　ふと、そこで今朝から続いていた変な様子を思い出して不安になったのだが、何な故ぜか、瑠姫乃の表情は、物もの凄すごく気まずそうに、形容しがたいものだった。

「……どしたの、瑠姫乃？」

「……………………いや、その、な」

　しかし、瑠姫乃はツインテールをそれぞれ右手と左手で片方ずつ弄いじるばかりで、何も言いだそうとしない。

　えーと、どうすればいいんだろ？

「あ、そうだ。『月削』、ありがとね。」

「む、あ、あぁ。緊急信号があったからな。間に合って、よかった」

　僕の得物である『月削』は、僕の両腕にかけられている彼女の能力を外してもらわなければ使うことができない。こういう時、自分で取り出せないことをもどかしく思う。

　で、話題が無くなっちゃったんだけど。

「今朝からの様子に関しましては、屋敷で白状していただきました」

　そんな気まずさを抱えて案山子かかしと化した僕たちに向けて、唐突に愛恋の声が飛んできた。

　振り返ると、愛恋が呆あきれたような表情で近寄ってきていた。彼女の背後には、破った制服の袖で下腹部を覆った花芽入さんが、仰向けで寝かされている。処置の過程で付いたのか、愛恋のメイド服はいたるところに血が付着していた。

「花芽入さんは、もう大丈夫なの？」

「痛みで意識が朦もう朧ろうとしているようですが、流石さすがは吸血種の肉体ということですね。既に回復が始まっています。後は輸血でもすれば問題は無いでしょう。──それより、凛りん斗と。女子の腹部に斬きりつけるとは何事ですか」

「え、それ怒るの!?」

「当然です。貴方あなたの武装はかなり傷痕が残るものなのですよ？」

「あー、まぁ、うん。ごめん」

「解わかればよいのです」

　確かに、肉を抉えぐるわけだから、いくら吸血種が頑丈だからって傷痕が残ることもあるだろう。それが女子に対してって言うんだから、まぁ、うん。確かに。ちょっと反省。

「それで、さっきの話だけど。瑠る姫き乃のは何を白状したのさ？」

「黙秘します」

「あれー？」

　にこやかにあっさりと断られた。何これ、僕だけ仲間外れ？

「どうしてもというのであれば、お嬢様本人からお訊ききください。花か芽が入いりさんの処理は、私が代わりにしておきますので」

「な、愛あい恋こ!?」

　さらっと言ってケータイを取り出す愛恋に、瑠姫乃は顔に焦燥を浮かべながら、真っ赤になって叫ぶが、愛恋は意に介した様子も無く、それどころかさらに追い打ちをかけてきた。

「お嬢様も反省なさるように。凛斗が一度死んだ理由は、お嬢様にもあるのですから」

「いや、僕は別に。これが僕の能力だし」

「貴方は黙っていなさい」

　うわぁ、理不尽。ていうか、さっきから冷たくないですか、愛恋さん。

「では、私わたくしが連絡を終えるまでには話を付けておいてくださいね」

　そう言って、僕たちの意見を聞く気が無いと言うように、ケータイを覚おぼ束つかない手つきで操作し始めた。相変わらず、あの屋敷の女子組は機械音痴なのである。

「えー、と。それで瑠姫乃。結局なんだったの、今日一日、さ」

「…………その前に、一つ訊きいておきたい」

　瑠姫乃は俯うつむいたまま、幼子のようにドレスを握りしめながら呟つぶやいた。

「キミが今日、一人で動いたのは……、私のせいなのか？」

「ん？　いや、そういうわけじゃないけど」

「だが、一因ではあったのだろう？」

　そう言われると、確かに違うとは言い切れない。

　一人で動いた元々の理由としては、何と言うか、まぁ、あれですよ。「もしも花芽入さんが僕に対して恋愛感情的な物を抱いていたら」という考えがあって、もしその考えが間違っていたら、物もの凄すごく恥ずかしい思いをするだろうと思ってのことだ。

　でも確かに、今日の瑠る姫き乃のの様子を見て、協力を仰ごうと思わなかったことは確かだ。

　そのことで二の句が継げずに悩んでいると、瑠姫乃が僕を上目遣いで見上げてきた。

「済まなかった。《捕食鬼プレアー》が町にいるということを知っておきながら、私は自分の感情を優先していた。その結果として、君に無駄な死を強いる羽目になった。本当に、済まない」

「そういう謝罪はいいよ。キミだって悩んだりすることもあるんだろうしさ。でもさ、理由くらいは教えてくれない？　たぶん、昨晩話したことが原因なんだろうけど。あの時にさ、僕、何か変なこと言った？」

　まどろっこしく思って率直に訊くと、意外にも瑠姫乃はすぐに口を開いてくれた。

「君は、自分が吸血種だから、人の心は理解できない、と言っただろう」

「ん？　あぁ、言ったね」

　確かに言ったけど、あれは何ていうか、あくまで比ひ喩ゆ程度の感覚だったんだけど。

「そう言われて、私は不安になった。もしかしたら君が、心底では吸血種になったことを後悔しているんじゃないか。命を助けられたという恩──いや、借りこそあるものの、私に付き従うことに抵抗があるんじゃないか。人間だった頃ころに未練があるんじゃないか、と」

「は？」

　あまりにも予想外過ぎる言葉に、僕は思わず呆ほうけた声を上げてしまった。しかし瑠姫乃は止まらない。

「解わかっている！　君はそんな性格じゃない。だが、私は君の血を吸った、吸血種にした。そうして君に従属を強いている！」

　溜ため込こんでいたものを吐き出すように、瑠姫乃の口は止まらない。

「君が、石いし宮みや先輩に告白され、花か芽が入いりさんに慕われて、そんな君を見て、私はそういう君が迎えるべき、平穏な可能性を潰つぶしたんじゃないか。最も過酷な選択を強いたんじゃないか。そう考えると、どうすればいいのか解らなくなって……それで、それで──」

「平常を装って、時間が解決するのを待とうとした、とか？」

「……その通りだ。情けない話だろう？」

「まぁね。キミ、思い込み激しすぎ」

　自虐的な笑みを浮かべる瑠姫乃に、慰めるのは逆効果だと思い、僕は即座に彼女の言葉を笑って肯定した。

「それで、だな。その、君に訊きいておきたいことがあるんだが……」

「ん、何？」

　と、今度はごにょごにょと、それこそ女の子らしい所作で瑠姫乃が口くち籠ごもった時、どしゃり、と重々しい音が響く。

　何事かと音のした方向を見れば、花芽入さんが、涙を流し、痛みを堪えるような苦く悶もんの表情を浮かべながらも立ち上がろうとしていた。

「え、ちょ」

　押さえるべきか宥なだめるべきか。その二択が僕たちの判断を遅らせた。

　その結果、僕たちは重苦しいほどの怨えん嗟さの声を聞いた。



「貴女あなたさえ……いなければ…………っ」



　その言葉が誰を指すものなのか。それを理解する間さえ与えられず、最も近くにいた上、ケータイを扱っていたために反応が遅れた愛あい恋こが、丸太のような太さでありながら鞭むちのようにしなる土の塊に横殴りにされ、森の奥へと吹き飛ばされた。

「──あ、が」

「愛恋っ!?」

「グゥ──ゥァァァアァァァアアアッ！！！」

　叫ぶ瑠る姫き乃のに反し、白猫のままの祢ね亜あが牙きばを剥むき出だしにして花か芽が入いりさんに飛び掛かる。

　だが祢亜の牙が目の前に迫った時、花芽入さんは土砂に覆われるようにして、再度土砂の中へと消えた。

　まだ彼女には抵抗する意志がある。その事実に、一つの不安が浮上する。

「祢亜、石いし宮みや美み稀きはどこにいるか解わかる!?」

「ぇ、あ、…………っ」

　祢亜はすぐに匂においや音から探ろうとするが、数秒で反応が無い辺り期待は薄い。

「待て、凛りん斗と、何が──」

「どこかに石宮美稀が花芽入さんに捕まってる筈はずなんだよ！　あの様子じゃ、花芽入さんが石宮美稀の血を吸いかねない！」

「だ、だが、何な故ぜ彼女は、いきなり？」

「理由は後でいい！　最悪逃げられるから、早く見つけないと！」

　花芽入さんの怪け我がのことを思えば、あまり大規模な行動や能力は使えない筈だけど、それはあくまでも魔力を補充しなければの話。もし彼女が、先程捕えた石宮美稀の血を吸い魔力を補充したのなら、確実に僕たちに対して牙きばを向けてくる。瑠姫乃は花芽入さんが唐突に抵抗したことを気にしているが、その辺りを考えている余裕は無い。

　瑠姫乃もようやく覚悟を決めてくれたのか、《共生者ジユーナー》の顔つきになって、周囲をぐるりと一度見渡した。

「凛斗、石宮美稀が捕まったというのは、どこだ？」

「旧公民館の前、……って、そこまで戻ってる、とか？」

　僕の疑問に答えるように、まさに旧公民館の前の方で、重い轟ごう音おんが響く。

「祢ね亜あ！」

　僕の呼びかけに、祢亜はすぐに反応し、駆け寄ってくる。その背に僕は飛び乗り、続いて飛び乗ろうとする瑠る姫き乃のを僕は止めた。

「瑠姫乃は、愛あい恋こをよろしく」

「いや、しかし──」

「僕の能力はまだ花か芽が入いりさんにばれてない。石いし宮みや美み稀きを引き離すなら、キミや愛恋まで一緒に行って、警戒させない方がいいと思う。だからさ、瑠姫乃は愛恋と一緒に何かいい策を考えておいてよ」

「……解った。だが、無駄死にはするなよ」

「場合によるね。第一、僕の能力は死ぬことが仕事だよ」

　それでもまだ何か言いたそうにしていた瑠姫乃を無視するように、祢亜の頭を軽く叩たたいて走り出させる。

　旧商店街に戻ると、旧公民館の前に、土砂が山のように盛り上がっていた。

　そのてっぺんに、膝をついている花芽入さんと、横たわる石宮美稀が見える。

「も、もう……？」

「まだ吸われたとは限らない、走れ！」

　不安げな声を上げる祢亜を促し、獣性の速度で一気に土砂を駆け上がる。

　祢亜の懸念は解わかる。もしかしたら、もう石宮美稀は血を吸われて、今すぐにでも灰になるかもしれない。だが、僅わずかでも可能性があるのなら諦あきらめるわけにはいかない。

　しかし、てっぺんに届く前に、花芽入さんがこちらへと視線を向けてくる。

　僕と祢亜を見て、若干安あん堵どしたように見える。何に？　もし、僕と祢亜だけであることに──敵が少ないことに安堵したのなら、まだ血は吸っていないと考えられるのか？

「石宮美稀、生きてる!?」

　僕の呼びかけに、横たわっていた石宮美稀が左腕を力なく振る。まだ、生きてる。その上で僕に応こたえたってことは、《屍喰グール》にも《兵儡レインク》にもなっていない。

　あの状況で花芽入さんが石宮美稀を《魔従セキユル》にする意味は無い以上、まだ血は吸われていないと判断していい。

　そこまで判断した時、祢亜が不自然に浮い──いや、足場の土砂が蠢うごめいた。

　大蛇のようにうねる土砂が、いくつも迫ってくる。流石さすがにこれを避けながらてっぺんまで行くのは難しいだろう。

「祢亜、僕が先に行く。場合によっては僕ごと殺やれ」

「え、う」

「今さら躊躇ためらわないでよ、一年以上繰り返してきたでしょ」

「う、ん」

　肯きこそしたが、浮かんだ祢ね亜あの嫌がりを無視して、僕は祢亜の背に立ち、花か芽が入いりさん目掛けて跳び込んだ。背後では、祢亜が土砂の大蛇を掻かい潜くぐれず、どんどん下に追いやられていく。

　祢亜には無事でいてくれることを願い、僕は前を向く。同時に、花芽入さんと僕の視線がぶつかる。が、それも一瞬。

　跳んだ勢いのまま、土砂のてっぺんに飛び降りた僕は、花芽入さんには目もくれず、石いし宮みや美み稀きを抱えてその場を離れようとする。

　だが、それよりも早く僕と石宮美稀は花芽入さんの操る土砂に捕えられる。

「うわ、くそっ」

　思わず花芽入さんを睨にらんだ。だが、その時になって僕は初めて、彼女の状態を理解する。

　花芽入さんは、顔面を蒼そう白はくにして幾多の脂汗を流している。

　加えて、僕が『月つき削そぎ』で貫いた腹部は、明らかに止血が無意味なほどに出血していた。

「ちょ、ちょっと、花芽入さん、そのままじゃ死ぬぞ！」

「うん」

　それでも、花芽入さんは、不気味な三日月のような笑みを浮かべた。

「だから、石宮さんと玖く堂どうくんの血を吸って、治すの。大丈夫、二人とも、死なせることはしないから」

「……………………こ、の」

　明らかに自や棄けとしか思えないその言葉に、僕は怒りを堪えきれず──能力を使っていた。



「「いい加減にしやがれ────────！！！」」



　僕の声が二人分響く。同時に、花芽入さんの背後に、『月削』を構えた僕が現れていた。

「え……!?」

　驚きよう愕がくを声に出した花芽入さんは、背後から迫る僕を前に、おそらくは反射的に土砂で捕えている僕と石宮美稀を、二人目の──いや、今日だけなら三人目になる僕の前へと、壁代わりに突き出した。僕たちは、逆上していたがために、それに対する反応が遅れた。

「「あ」」

　失敗を悟る。機械刃は既に高速で回転している。三人目の僕が振りかぶった両腕は、確実に二人目の僕と石宮美稀に振り下ろされ、高速で回転する機械刃が肉を抉えぐって、骨を斬きり断たつ。もう、止められない。

　何かないか。僕、石宮美稀、花芽入さん、土砂、機械刃、能力──そうだ！

　その思い付きを確かめる時間も無く、二人目の僕は全力で叫んだ。



「入れ替われ、石宮美稀！」



　僕が叫んだ瞬間──右腕で抱えていた石いし宮みや美み稀きが、花か芽が入いりさんへと替わっていた。

「え」

　花芽入さんが戸惑いの声を上げる。これで、賭かけには勝った。後は──。

「やれ、僕」

「任せろ、僕」

　戸惑う花芽入さんを右腕で抱え、僕は、三人目の僕が振り下ろした機械刃によって×の字に切り裂かれた。



　　　　　　　　　☆



　二人目の僕ごと、花芽入さんの左肩の肉を機械刃で抉りきった。

　本当、石宮美稀の能力の詳細を聞いておいてよかった。彼女の入れ替わりの能力は、血を吸った相手と自分の位置を入れ替える。だったら、石宮美稀に血を吸われて吸血種になった花芽入さんも例外ではない、と思ったけど──どうやら当たりだったらしい。

　二人目の僕は完全に臓器が抉られている。浅い呼吸を繰り返しているが、死ぬのも時間の問題。ありがたいのは、二人目の僕が先に情じよう報ほう繋けい線せんを全すべて切っていてくれたことか。

　ともあれ、僕は二人目の僕に感謝しながら、二人目の僕を能力として消失させる。能力として消せるのに、死ぬまで苦しませる必要も無いだろう。

「……さて、今度こそ大人しくしてくれないと、マジで死ぬよ」

　ギリギリで逸そらしたから左肩を抉えぐるだけで済んだが、それでも花芽入さんの出血は増していた。寧むしろこれだけの出血で、どうして動いたり能力を使えたのかというほどだ。

　だが、それもこれまでのようで、花芽入さんはうつ伏せになって小刻みに震えている。

「……もう、無茶させるわね」

　いつの間にか、石宮美稀が土砂の上でだらしなく座っていた。そこはさっきまで花芽入さんがいた場所だった。

「ま、いいじゃん。それに、キミの身の安全を保障するって、約束しちゃったからね」

「そうね。そういう意味では確かに、約束は守ってもらったわね」

　石宮美稀は気け怠だるそうに花芽入さんを眺めながら、「それにしても」と呟つぶやく。

「凛りん斗と君が増えたのは、能力なのかしら？」

「まぁね。《幽躯別身マインドアウト》って呼んでるけど」

　石宮美稀に答えながら、僕は、今日は四人目になる僕を出した。

　これで、《幽躯別身》は三回目。魔力の補充か数時間の休息が無ければこれ以上は出せなくなったけど、まぁ、大丈夫だろう。

「悪いけど、瑠る姫き乃のたち呼んできて。僕、応急手当てとかできないし」

「うん。解わかってるよ」

　四人目の僕はすぐに土砂を下りていく。その後姿を眺めてから、石いし宮みや美み稀きに向き直る。

「ちなみに、今の僕も、さっき消えた僕も、全部本物だよ」

「……本物？」

「そ。どっちが能力の僕でどっちが能力じゃない僕、ていうわけじゃない。さっき見た通り、先にいた僕が死ぬか、能力で消しても、残った僕も本物だから問題は無いんだ」

　欠点として、魔力の補充が無ければ三回しか使えないことと、合計で二人以上にはなれないってことがあるけど、ここまで話す必要も無いだろう。

　ともあれ、希少というか異常でさえあるこの能力。既に僕自身が能力なのかそうじゃないのかさえ判別がつかないために、後に《主人格の喪失マインドアウト》と名付けられた。

「つまり、凛りん斗と君と同じ身体からだと記憶を持った、完全な別人なのかしら？」

「いや、そこがこの能力の面白い点でね。何と二人になった僕たちは離れていても記憶や経験を情報として共有ができるんだよ。だから、完全な別人になるわけでもない。そうだな……お互いがお互いのバックアップになっている感じかな」

　もっとも、僕自身もこの能力は解らないことが多いままだけど。

「……能力、か」

「うん？　どうかしたのかしら？」

　ふと、僕に一つの疑問が浮かんだ。

「ねぇ、石宮美稀。キミを吸血種にしたおっさんだけどさ。おっさんがこの町に来た理由って聞いてたりする？」

　思い返してみれば、あのおっさん──《侵食強化フオーシン・ラーニン》に関しては、その能力と中級指定ということしか判明していない。それ以外の情報は、あのおっさんを調査した他の《共生者ジユーナー》が何か知っているかもしれないけど、それ以上に、直接あのおっさんの《兵儡レインク》になった石宮美稀なら何か知っているんじゃないか？

　そんな僕の考えに応じるように、石宮美稀は一度髪を大きくかき上げてから、気け怠だるそうに口を開いた。

「そう多くは聞いていないわよ。何しろ、私が血を吸われてからあの方……いえ、あの男が生きていたのは、二日程度だったから」

「それでも、僕たちよりは何か知ってるんじゃない？」

「そうねぇ」

　右手を口に添えた石宮美稀が黙考すること数秒。ふと思い出したように改めて僕へと視線を向けてきた。その表情には既に《捕食鬼プレアー》としての狂気は感じられない。

「そう言えばあの男、誰かに命じられたから力を蓄えている、みたいなことは言っていたわね。時が来ればとか、何とか」

「……ってことは、あのおっさんも《捕食鬼プレアー》の《魔従セキユル》だった、ってことか」

　じゃなければ、命じられた、なんて表現はしないだろう。

　ともあれ、これは大きな収穫かもしれない。少なくとも、あのおっさんの背後には何かしら存在している、という事実が解わかったのだから。

　もっとも、その辺りの調査はこの町の防衛の域を出ているから、他の《共生者ジユーナー》に任せることになるんだろうけど。

「うん。貴重な情報ありがとう」

「役立てたなら、まぁ、こんな身になった価値はあったってことかしらね」

「あはは。まぁ、難しいかもしれないけど、吸血種って言ってもそう人間と相違無いし。吸血衝動も、基本的には普通に食事とか睡眠で抑えられるしね」

「……確かに、貴方あなたを見ていると、嘘うそじゃないみたいね」

　なんて話していると、四人目の僕が瑠る姫き乃のたちと合流したようだ。

　どうやら愛あい恋この打ち所が悪かったらしく、彼女の回復に時間がかかったらしい。《強化グロウ》の能力で自己治癒力を上げられる愛恋が時間がかかる、ということはかなりまずかったのかもしれない。骨の一つや二つは折れたとか。

「いずれにしても、私、もうこういう刺激的過ぎるのは勘弁してほしいわ」

「そりゃ重ちよう畳じよう。これからは大人しく、平穏のありがたみを噛かみ締しめるといいよ」

　ぼやく石いし宮みや美み稀きに、皮肉交じりにそう答えて振り向くと。

　花か芽が入いり鞠まり果かが、石宮美稀の喉のど笛ぶえに咬かみ付ついていた。

「…………え？」

「あ、けはっ……、あ、ぁ？」

　石宮美稀が信じられないものを見るような目で花芽入さんを見ながら、軽く咳せき込こむ。

　どうやって移動した？　土中を移動した？　土砂で無理矢理動いた？　──いや、何でまだ動ける？

「何がキミをそこまで動かすんだよ、花芽入さん!!」

　急いで花芽入さんに手を伸ばし、石宮美稀から引き離そうとするが、間に合わない。

「じゅる────んぐ、んぐ、ん、っくん」

　殆ほとんど一瞬で、石宮美稀が干上がり──一瞬の間を置いて、灰になっていく。

　その傍ら、口を血に塗まみれさせながらも、明らかに先程よりも血色のよくなった顔の花芽入さんが、三日月のような笑みを浮かべる。

　その左肩は、肉が盛り上がって血を止め、その腹部も、不自然なほどに血が止まる。

「あは、やっと──痛いの、治まったよ」

　まずい。そう直感し、能力を使おうとするけど、四人目は瑠る姫き乃のたちのところにいる。何より今はこれ以上能力を使えない。なら一人でどうにかするしかない──どうやって？

　困惑しながらも反射的に構えた僕だが、しかし今度は──土砂に首から下を沈められた。

「うわ、が、何っ」

「聞いてたよ、玖く堂どうくんの能力。そっかぁ、そうやって二人になって、あたしのケータイを盗んだんだね？　時間的に、体育の時間かな？」

　砂浜のスイカ割りよろしくの頭だけになった僕に、花か芽が入いりさんは屈かがみ込こんで話しかけてくる。

「っていうことは、もしかして女子更衣室に入ったの？　いけないんだー」

「こっちは人命が懸かっているから、形なり振ふり構ってはいられなかったんだよ」

「そう。でも、あたしはそういうのはいいや」

　何がいいのか。僕が訊たずねる前に、花芽入さんは勝手に話し続ける。

「あたしね、玖堂くんが手に入ればいいや。もう、それ以外は、どうでもいいの」

「そうかい」

　短い僕の答えが不満だったのか、花芽入さんは眉まゆを顰ひそめた。

「玖堂くんは、いいよね。須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけさんたちがいるから。でもね、あたしには誰もいないんだ」

「まぁ、そうだろうね」

　自分が吸血種になった、なんて話、肉親であっても何も知らない人間に話したところで信じてもらえるものじゃない。加えて、花芽入さんを吸血種にした石いし宮みや美み稀きは、既に亡くなった。裏切られたと思った花芽入さん自身が、喰くい殺ころした。

「だから、ね？　玖堂くん。一緒にいてよ。玖堂くんなら、吸血種のことも知ってる。それにあの時……、あたしを助けてくれたんだもん」

　自惚うぬぼれでないのなら、花芽入さんがあの夜──《侵食強化フオーシン・ラーニン》に襲われた時、僕に助けられたことをきっかけに、僕に対して恋心を抱いていたのだろう。

　自分の現状を理解してくれて。以前に助けてくれて。だからこれからも助けてくれる。

　そんな妄想じみた願望で、彼女は僕に救いを求めていた。望まぬ血染めの現状から、目を背けようとした。

　誰にも本心を打ち明けられず、自分という箱に詰め込んだ恐怖や不安。それを僕への恋心で染め上げて、僕だけが理解してくれる、と妄信して。

　でも、それは。

「酷ひどい勘違いだよ、花芽入さん」

　はっきりと断言した僕を見て、花芽入さんは僕が彼女に応こたえる気が無いことを悟ったのか、寂さみしげに、そして虚うつろに笑った。

「冷たいね。これ、告白のつもりだったんだけど」

「脅しの間違いでしょ？　言うこと聞かなきゃ《兵儡レインク》にする、ってさ」

「そうだね。でも、大丈夫。あたしと玖く堂どうくんなら、危険なことだって、きっと平気」

　花か芽が入いりさんは随分と前向き過ぎる希望を抱いているようだ。本当、何を根拠にそんなことを言えるのか、本格的に理解できない。それでも、忠告はしておくべきだろう。

「あー、夢いっぱいなところ悪いけどさ」

「うん？」

「僕、あの屋敷の中じゃ、一番弱いよ」

「え？」

　僕の言葉の意味を花芽入さんはどう捉とらえようとしたのだろうか。しかし、その答えが出る前に、旧公民館前に花芽入さんの能力によって築かれた土砂の山が。



　凄すさまじい衝撃音と共に吹き飛んだ。



「え、ひゃ、いやぁ！」

　唐突に崩壊した足場に対応ができず、花芽入さんは崩れる土砂とともに落下していく。

　対して、こうなることが解わかっていた僕は手早く着地する。だが、花芽入さんも持ち直したのか、僕を逃さないように土砂をうねらせてきた。

「──上等、でしょ」

　だが僕は──今度は花芽入さんに向けて駆かけ出だした。

　足元と周囲に気を払い、土砂に絡まれないよう注意し、花芽入さんに突っ込んでいく。

　そのまま、僕と花芽入さんの距離は五メートルを切った。

「何で……」

　花芽入さんは、泣きそうな表情で土砂を操っていた。

　その悲愴の理由は何だろうか。それは僕に理解できることなのか。

　いずれにしても──今の彼女の姿は、僕にとっては哀れなものにしか映らない。

　僕はその感情を抑え込み、そのままうねる土砂を掻かい潜くぐって右腕を伸ばす。土砂の壁が阻もうとするが、機械手甲の硬さで無理矢理突き進み──花芽入さんの首を掴つかんだ。

　この距離なら、土砂の能力も自分を巻き込みかねないから、流石さすがに使えないだろう。

「や、やだ──」

「もう、終わらせよう」

　そうだ。終わらせよう。だって、僕の役割は、もう済んでいる。



「よくやった、凛りん斗と」



　僕の背後。見なくても解わかる。四人目の僕から情報が伝わる。

　祢ね亜あに乗った瑠る姫き乃のが黒いコートをはためかせ、赤いツインテールを靡なびかせて、対吸血種用の妖刀、『虚うつ炉ろ咬がみ』を構えて突き進んでくる。

　僕の役割は、瑠姫乃が来る道を作ることと、瑠姫乃を花か芽が入いりさんに悟らせないこと。

　花芽入さんが僕に執着しているのは、もう疑いようがない。だったら、こうして僕が愚直に突っ込めば、他への注意が逸それる筈はず。

　全すべて、四人目の僕から伝わった作戦だ。

　瑠姫乃が『虚炉咬』を刺突の構えで握り、祢亜の背中から跳び降り、僕と花芽入さんの下へと突っ込んでくる。

「や、止めて、止めてよぉ！　──が、げほっ、あ、ぅあ……っ」

　暴れる花芽入さんの喉のどを、僕は掴んだまま離さない。力を込め過ぎて、花芽入さんが咳せき込こんだが、それでも離すわけにはいかない。

「ぅ──、っ」

　突然、喉を絞められている花芽入さんが、苦しげな表情を一転させて、僕を睨にらみつけてきた。何事かと警戒した瞬間彼女は口を大きく開けて、四本の牙きばを僕へと向けてくる。

「こ、の！」















　反射的に、左手で花か芽が入いりさんの口を押さえた。喉のどを押さえられながら咬みつこうとするのには驚いた。加えて『月つき削そぎ』が無かったら、左手から血を吸われてアウトだっただろう。

　だけど、もう彼女の手は残されていない筈はず。そう確信した瞬間、僕の背中に焼けるような鋭い痛みが走る。

　瑠る姫き乃のが構えていた妖刀『虚うつ炉ろ咬がみ』。その黒い刃が僕を背中から貫き──花芽入さんの、右胸にまで突き刺さった。

「ぅ──ん、むぃぅ！」

　花芽入さんは、『虚炉咬』で刺されてもなお抵抗の姿勢を崩さなかった。

　僕に口と喉を押さえられながらも、周囲の土砂を蠢うごめかせ始めた。

　だが、その直後。

「閉じろ」

　僕たちは、真っ黒な空間に閉じ込められた。確かめるまでも無い、《改創閉塞ジエネレイトロツク》の物理的閉塞状態。そこに、瑠姫乃は自分ごと僕と花芽入さんを閉じ込めた。

「花芽入さん、貴女あなたの能力は、土砂を操るが──それはあくまでも貴女自身が触れていなければ操ることはできない」

　魔力を変換するのではなく、自然界にあるものを操る《現象フエノメノ》の能力に多くある共通点。瑠姫乃は、まるで花芽入さんに諦あきらめさせるように説明する。

「だから、こうして土砂の無い空間では貴女は何もできない。──もう、ゆっくり休んでくれ。でなければ、本当に殺すことになる」

「え、……え？」

　しかし、花芽入さんは瑠姫乃の言葉が聞こえていなかったのか、傷口から血を流しながら、突き刺さった黒い刃を不思議そうに眺めていた。

「な、何……これ」

　理解できないというような表情を浮かべて、花芽入さんから力が抜けていく。かくいう僕も、正直立っているのが辛つらいほどで、既に両手は花芽入さんから離してしまっていた。

　これが、瑠姫乃の持つ対吸血種用の妖刀、『虚炉咬』の真骨頂。

　純血の吸血鬼である《捕食鬼プレアー》の骨を材料に打たれたこの刀は、吸血種の血液を魔力ごと吸い上げ、無力化する。

　血と魔力は、吸血種にとって生命力と言って過言ではない。だからこそ花芽入さんは石いし宮みや美み稀きの血を吸ったことで傷を癒いやした。

　その血が、魔力が奪われるということは、その吸血種の無効化を意味する。

「……すまない、凛りん斗と。そして、よくやった」

「はは……、いいよ。これが、僕の仕事だ」

　背中に感じる重みは、瑠姫乃のものだろう。

　僕の赤いゴシュジンサマは、花か芽が入いりさんに『虚うつ炉ろ咬がみ』を刺せたことよりも、僕を刺したことを悔やむように、涙声になっていた。

　慰めようと思ったけど、もう話すのも億おつ劫くうなほどに血と魔力が吸われているらしく、上手く口が動かない。

「……何で、なの、玖く、堂どう、くん……」

　気づけば、花芽入さんが僕の肩に頭を乗せていた。でも、もう、彼女の言葉に応こたえるだけの気力も残っていない。せめて最後に、と、僕は四人目の僕との情じよう報ほう繋けい線せんを切る。これで、後腐れは──無く、な…………った。



　　　　　　　　　☆



　三人目の僕との情報繋線が切れた時。四人目の僕は、愛あい恋この肩を支えて土砂の山があった中央、そこに出現した黒い箱、瑠る姫き乃のの能力を眺めていた。

　その黒い箱の傍そばでは、白猫のままの祢ね亜あが、所在無げにうろうろしている。たぶん中の様子が気になってしょうがないんだろう。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありません」

　僕の右肩に支えられている愛恋が、唐突に口を開いた。

　花芽入さんに吹き飛ばされた時。《強化グロウ》の能力を使っていなかった愛恋は、運悪く巨大な樹きの幹に叩たたき付つけられ、肋ろつ骨こつが何本か折れたらしい。

　実際、彼女は今も《強化》の能力で自己治癒力を上げて、回復に集中している。

　そんな状態で、あれだけ盛り上がっていた土砂の山を、拳こぶし一つで吹き飛ばしたのだから、その消耗はかなりのものだろう。本当、こういうところは尊敬する。

「いいよ。今更気にする間柄でもないし」

「……確かに、そうですね」

　納得したように、薄く笑みを浮かべた愛恋は、そのまま黒い箱へと視線を向けた。

「決着は、つきましたか？」

「僕ごと『虚炉咬』で刺して、魔力を奪って、ね。今回は拘束することにしたみたい」

「妥当でしょうね。花芽入さんは、被害者ですから」

「被害者、か」

　そう言うのなら、今回の件の最たる被害者は、きっと石いし宮みや美み稀きだろう。

　結局、僕たちは彼女を救えなかった。《侵食強化フオーシン・ラーニン》の影響から解放されかけて、《捕食鬼プレアー》という立場に疑問を感じていたから、十分やり直せる筈はずだったのに。

「ねぇ、愛恋。僕、やっぱり《捕食鬼》は許せないや。だから、僕は自分の意志で《共生者ジユーナー》を続けるよ」

「そうですか。……その言葉、きちんとお嬢様にお伝えしてください。お嬢様は、自分の感情に関してはとにかく自分の中に抱え込み、勝手に思い込んでいく方ですから」

　そこが愛らしいのですが、と従者とは思えない発言をする愛あい恋こ。

　僕が反応に困っていると、黒い箱が消えていき、瑠る姫き乃のが花か芽が入いりさんを抱えて現れた。

　勿もち論ろん、三人目の僕の姿は無い。僕が能力として三人目を消していない以上、たぶん、瑠姫乃に頼んで殺してもらったんだろう。

　そうして、祢ね亜あを引き連れて、瑠姫乃がこちらに歩み寄ってくる。

　主人の前では毅然であろうとするように、愛恋が僕の肩から離れた。

「大丈夫？」

「えぇ、これでも頑丈さが売りですので」

　微笑を浮かべながら瑠姫乃の下に歩いていく愛恋の後に、僕は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついて続いた。



　こうして、《侵食強化フオーシン・ラーニン》が引き金になった吸血種騒動は、十全とは言えない結果をもって幕を閉じた。










　　　間章



「あっるぇー？」

　何ど処こかの広大な広間。巨大な円卓を囲む六つの黒い玉座。上座に置かれた純白の玉座。

　計七つの座の殆ほとんどが空席の中。六つある黒い玉座のうち二つに、その座を与えられた主が座している。双方とも、若い男の姿だ。

　そのうちの一人が、物もの凄すごく呑のん気きな声音で疑問を口に出した。

「おや、どうしました？」

　それに応こたえたのは、黒い玉座に座すもう一人。先に声を上げた方に対し、こちらはかなり真面目まじめそうな声音をしている。

「いやね、何か一人消えちったみたい。連絡取れねーのね」

「ほう。ちなみにどなたが消えたのでしょうか？」

「《侵食強化》。知ってる？　結構便利な奴やつだったけど」

「私の記憶が確かなら、失なくすには惜しい人材だったと思いますが」

「そだねー。でもほら、実際の親は僕じゃねーからなー」

　その言葉に、真面目そうな男が同情するように溜め息を吐いた。

「難儀な能力ですねぇ。ネズミ算式が可能でも、管理は個人で行わなければならないとは」

「そういう意味じゃー、獣じゆう将しよう組ぐみは楽だよねぇ。暁あかつきリンも同じだけど」

「と言いますか、管理が必要とされるのは貴方あなただけでしょう」

「まぁねん」

　真面目な声音の男の言葉に、呑のん気きな声音の男は軽く応え、軽い動作で玉座を離れた。

「おや、お出かけですか？　まさか敵討、ということでもないでしょうに」

「そりゃあね。ただ、あれは大盟主様も使えそうとか言ってたからさ。杜ず撰さんな管理してたら壊されてました、ってんじゃあ格好もつかないでしょ？　だから、お詫わびにいろいろしてこようかなー、って」

「例えば？」

「人の血の収集ご飯集めとか、《兵儡》の増員道具作成とか」

「成程。しかし、大盟主様はその程度のことで機嫌を損ねることは無いと思いますよ？」

「そこは忠誠心と責任ってやつでしょ。暁リンなら解わかるっしょー？」

「えぇ、とても」

　同時に浮かべた二人の笑みは、不気味なほどに美麗だった。










　　　終章　訊くが一時の恥としてもそれで彼の心が見えるなら。



　あの旧商店街での騒動の後、花か芽が入いりさんは《共生者ジユーナー》の中で《捕食鬼プレアー》の矯正を行う機関に引き取られたらしい。もしそこで改善の余地無し、と判じられれば殺されるらしいが、そうでなければ、《共生者》として教育されていくとのこと。

　それはそれで、いいことだと思う。少なくとも、彼女には自分の行いを省みるチャンスが与えられたわけだから。

　対して、石いし宮みや美み稀きと、彼女が血を吸った人たちは、全ぜん員いん失しつ踪そうという扱いになってしまった。遺品である筈はずの衣服も、他の《共生者》によって処分されてしまったらしい。

　これが、吸血種のことを知られないための機能なのだ。

　このことは、何度経験してもいい気分にはなれない。

　そうして、今──。



「結局さ」

　ある休日。須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷の一室である書斎に、僕と瑠る姫き乃のはいた。

　瑠姫乃は、あの事件以来、妙な塞ふさぎ込こみを止めて、普段通りの彼女に戻った。それを見て思ったことは、いつも通りが一番、ということだ。

　ちなみに、愛あい恋こと祢ね亜あは、一ヶ月に一度の屋敷の点検で席を外している。

　さておき、ようやく《侵食強化フオーシン・ラーニン》に関する報告書を書き終えた瑠る姫き乃のに、愛恋が用意した紅茶を差し出しながら、僕はふと思い出したことを訊たずねてみた。

「あの時さ、キミは僕に何を訊きこうとしたのさ？」

「…………む？」

　大量の事務作業で疲れていたのか、左手で肩を揉もみながら右手で紅茶を飲んでいた瑠姫乃は、記憶を手繰るように眉まゆを顰ひそめた。

「ほら、あの時。花か芽が入いりさんが愛恋を吹っ飛ばす前」

「あー、……あぁ。そうか。今更思い出すのか、君は」

　瑠姫乃は、お嬢様とは言い難いほどに鬱うつ陶とうしそうな表情を浮かべて立ち上がった。

「別にいいだろう。忘れてくれて構わない」

「えー、その言い方は余計に気になるよ」

「むぅ……。解わかった。教えるから、笑うなよ？」

「え、ボケなの？」

「違う！」

　ともあれ、喰いつく僕を鬱陶しく思ったのか、まるで逃げる準備をするように書斎の出口に寄っていく。

「何、逃げるつもり？」

「それは、何だ、その、キミの反応次第だ」

「あぁはいはい。解った解った。笑わないから言って御覧なさいな」

　僕も気になったから喰いついては見たが、結局こういうのって大したことじゃないんだよねー、ということで、軽い態度で先を促してみた。

「なぁ凛りん斗と。君は、私と初めて出会った時のことは、覚えているか？」

「ん？　そりゃあね。忘れろって方が難しいでしょ。ていうか、何で昔話？」

「そう、だろうな。私も、今でも鮮明に覚えている」

　僕の疑問に瑠姫乃は答えず、そのまま話を進めてしまう。黙って聞けってことかな？

「あの時、君に選択権は無かった。全すべては私の我わが儘ままで、君は私に血を吸われ、人間ではなくなった」

　確かに、あの時──僕が瑠姫乃に初めて会った時。僕は身動きが取れない状況で、なおかつすぐにでも死にそうな体だった。

　瑠姫乃は、そんな僕を生かすためだけに、僕の血を吸い、吸血種へと変化させた。

　そこに吸血種にすることへの責任とかは無かったと思う。ただ、目の前で死んでいく人を助けたい──正に今の、《共生者ジユーナー》としての彼女らしい行動だったと、僕は思っている。

　そんな僕の思いはさておき、瑠る姫き乃のは躊躇ためらいがちに声を小さくしながら僕へと訊たずねてきた。

「そのことを、君は、どう考えている？　自分の意志を反映されることなく、こうして私の《魔従セキユル》になり、血ち腥なまぐさい世界で生きることになったことを、後悔したり、嫌になったりしていないか？　私の護衛であることに、嫌気がさしたことは、無いのか？」

　吐き出されたその言葉は、彼女にとって抱え続けた不安なんだろう。その証拠のように、瑠姫乃は僕に背を向けたまま、子供のように両手で赤いドレスを握り、俯うつむいている。

　ただ、僕の感想としては、だ。

「…………何と言うか、肩透かしって言うのが妥当なのかな？　取とり敢あえず、さ。今更過ぎて笑う気も失うせる質問だね」

「う、五月蠅うるさい！　だから言っただろう！　忘れてくれて構わない、と！」

「あっはは、ごめんごめん」

　質問の内容よりも、必死で誤魔化そうとする瑠姫乃がおかしかった僕はつい笑ってしまったが、同時に、愛あい恋こに以前言われたことを思い出した。

　──その言葉、きちんとお嬢様にお伝えしてください。

「僕は、《共生者ジユーナー》を続けるよ。《捕食鬼プレアー》のやってることは許せないから、ね」

「……凛りん斗と、それは」

　瑠姫乃は驚いたような目で僕を見た。

「そんで、その切っ掛けをくれた瑠姫乃には感謝してる。それに、この生活も結構気に入ってるんだよね」

　これは、偽り無い僕の本心だ。

「もしまだ不安だって言うなら、改めて言うよ。あの時、僕を助けてくれてありがとう。僕をこの屋敷に連れてきてくれてありがとう。僕を《共生者》にしてくれてありがとう」

　これは、僕が二年間ずっと抱いている思い。

「そんで──僕を従者に選んでくれてありがとう。良ければ、これからもよろしくお願いします、ゴシュジンサママイマスター」

　言いながら、片膝をついて瑠姫乃の手を取ってみる。気き障ざかなーとは思ったけど、折角の機会だし、このくらいはいいかな。なんて思って瑠姫乃を見てみると、何な故ぜか彼女は今にも爆発しそうなほどに顔を赤くしていた。

「……瑠姫乃？」

「あ、あぐ……ぅ、そ、その、あぁ、うん──わ、私も──」



「る、瑠姫乃。兄上様、い、いますか？」



　と、瑠る姫き乃のが真っ赤になって何かを言おうとした時、祢ね亜あが書斎に入ってきた。

　固まる空気。祢亜は数秒間、片膝をつく僕と瑠姫乃を見比べてから、物もの凄すごく遠慮がちに「失礼しました」と書斎を出て行った。

　何か妙な空気になっちゃったなぁ、なんて思ってたら。

「あ、あ、あ…………、祢亜ぁ！！！」

　と、屋敷中に響き渡る叫び声と共に、瑠姫乃は祢亜を追って書斎を出て行ってしまった。

　その様子に、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた僕だったが、窓から入る日光を感じ、視線をそちらに向ける。

　そのまま窓際に行くと、それこそ平穏を表すような青空が煤すす野や町ちようを覆っていた。



　うん。今日も、僕の生きている世界は面白いね。



〈了〉
















後書き



　どうも皆様。初めましての方は初めまして。そうでない方はお久しぶりです。本当にお久しぶりです。

　自分は伊い上がみ円まどかと申します。

　まずは、本書を手に取っていただき、誠にありがとうございます。



　さて。……まぁ、何と言いますか。この本を出すまで凄すごく長かったですね。

　それこそ、ここに至るまで付き合っていただいた担当さんには頭を上げることができない心境です。

　ともあれ、あれでもないこれでもないと（主に自分のせいで）企画が沈んでいく中、担当さんの提案で、今回は吸血鬼を題材に書かせていただきました。

　その過程で吸血鬼についていくつか調べてみたのですけど、元々吸血鬼の伝承って、血を吸うことよりも不死性に重きを置いた内容が主らしいですね。

　その中で一番吃驚びつくりしたのは、キョンシーも吸血鬼の一種ということでしょうか。

　そう考えると、ぶっちゃけ吸血鬼って言うよりゾンビですね。

　これって面白いですよね。人ひと伝づての話が曲解するのはよくあることですけど、発祥の地では不死性を表していたのに、日本語で書けば血を吸う鬼、と書かれている。

　示すものは同じなのに、国境を跨またげばその意もどんどん変わっていく。それだけ人の想像力が凄いということなのでしょうか。

　ともあれ、そんな吸血鬼の話を知った自分は、「じゃあ、不死性よりも血を吸うことに重きを置いた吸血鬼の話を書いてみようか」、と思い立ったわけです。

　その直後に「あれ、それ普通の吸血鬼ものと変わらないんじゃ？」と思い至り、頭を悩ませたものですけど。



　そんなこんなで出来上がった本作。

　お嬢様にメイドに執事と、肩書だけなら妙に映えるメンツが揃いました。

　そこに吸血鬼という肩書が加えることで、血ち腥なまぐさい世界を広げられればなぁ、と思っております。



　そんなメンツですが、イラストを担当してくださいましたp19先生によって、自分の想像よりもはるかに美化されており、初めてイラストを拝見した時は「誰だこいつら!?」と、いい意味で驚いたものです。

　それだけに、本書でイラスト化されなかったおっさんが不ふ憫びんでなりません。溢あふれ出る小物臭が凄かったんだけどなぁ……。



　そんな感じで、ＶＡＭＰ　ｏｎ　ｔｈｅ　ＤＥＡＤＬＩＮＥ。略してＶｏｔＤヴオツトデイーとでも呼びましょうか。

　吸血鬼の妖艶な血ち腥なまぐささと、p19先生の美麗なイラストを堪能していただければ幸いです。



　それでは最後に。

　今なお自分に付き合い、助言してくれる担当さん。自分の作品のイラストを引き受けてくださり、我わが儘ままとも言える注文に答えてくださったp19先生。私生活で応援してくれる多くの方々。そして、この作品に関わってくださった全ての方へ。

　短くはありますが、不尽の感謝を。



伊い上がみ　円まどか
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